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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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♠






「じゃあ、寝ねよっか……」

「おう……」

　──灯あかりの消された部屋の中。

　言い合って、俺おれと彼かの女じよはベッドに横になる。

　シーツの滑なめらかな手て触ざわりと、低反発のマットの柔やわらかい感かん触しよく。

　そして──左側に感じる、彼かの女じよの体温。

　この状じよう況きようには、相変わらずドキドキして息が止まりそうになる。

　けれど──、

「……ちょ、ちょっと忍しのぶ、狭せまい！」

　隣となりの静しず乃のからぐいぐい押おされて、俺おれは我に返った。

「もうちょっとあっちいってよ！」

「いやしょうがないだろ！　これでギリギリなんだよ！」

　確かにシングルベッドに二人はずいぶん狭せまい。

　それでも、これでも俺おれはかなり端はしの方、もうちょい移動すれば落下ってところまで位置を詰つめているんだ。これ以上動こうと思ったら『添そい寝ね』自体できなくなってしまう。

「もう、忍しのぶは大きくなりすぎなんだよ……」

　諦あきらめた様子で、ため息交じりに静しず乃のはそう言う。

「小学校の頃ころは、小さくてかわいかったのに……」

「悪いけど我が慢まんしてくれ、うちみんな身体からだでかい家系なんだ」

「……そう言えば、そうだったね。お父さんもお母さんもみんな……」

「……ていうか、スマホまぶしい。消そうぜ、早く寝ねたいし」

「インスタ見るだけだから、ちょっとくらいいいでしょー」

「……んん、それじゃあ、ちょっとだけな」

「うん」

　──暗い部屋に沈ちん黙もくが降りる。

　すると──改めて彼かの女じよのぬくもりと、柔やわらかさが意識に上ってきた。

　鼻をくすぐる、アロマかシャンプーの良いい匂におい……。

　眠ねむ気けが迫せまってくるのを感じつつも、やっぱり俺おれはそれにドキドキしてしまう。

　静しず乃のはかわいい。

　そんな彼かの女じよと添そい寝ねなんて、年とし頃ごろの男子としては冷静でいられるはずがない。

　雑念を少しでも頭から追おい払はらいたくて、俺おれはぎゅっと目をつぶる。

　すると、静しず乃のが穏おだやかに口を開いた──。
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「こんなことになるなんてね……」

　インスタチェックを一通り終えて。

　スマホを消し静かに目を閉じて、わたしは思わずそうこぼしてしまう。

「忍しのぶと、添そい寝ねすることになるなんて思わなかった……」

　──右側に感じる、彼かれの熱い体温。

　男の子だからなのか、彼かれだからなのか、忍しのぶはわたしより体温が高い。

　春でも寒いこの街では、そのぬくもりをうれしく思う。

　十代の清らかな乙おと女めとしてはちょっとどうかとも思うけど、それでも、忍しのぶのそばでこうして横になっていると、自然と温かくて柔やわらかくて幸せな気分になってしまう──。

「俺おれも、未いまだに信じられないよ……」

　忍しのぶの口調は、もうほとんど寝ねてるみたいだった。

　その声の振しん動どうが、彼かれの腕うでを通してわたしの胸に届く。

「再会したときはびっくりしたし……。そのまま、あんまりしゃべらなくなって、また疎そ遠えんになるのかもなって……」

「……うん、わたしもそう思ってた」

　答えながら、じわじわ眠ねむ気けを覚えているのに気付く。

　いつもそうだ。

　忍しのぶとくっついて横になると、あっという間に眠ねむくなる。

　居い心ごこ地ち良よくて安心して、いつの間にか眠ねむりに落ちてしまう。

「忍しのぶと、もう一度会えることになって……」

　そこからは、もう半分寝ね言ごとだった。

　頭も回っていなくて、警けい戒かい心もゼロになっていて──。

　だからわたしは、ただただ無防備に言葉をこぼしてく──。

「楽しみにしてた……特別なことも、あるかもしれないって思ってた……」

　そうだ、わたしは期待していたんだ。

　新年度が始まって、辛つらいこともあった。

　けれど──わたしはもう一度、忍しのぶに会える。

　彼かれとなら、きっと楽しい毎日が過ごせるはずだって。

　それに、もしかしたら……彼かれとわたしは、特別な仲になれるかも、なんて……。

「でも、まさか……」

　言って、わたしは小さく笑ってしまう。

「毎日『添そい寝ね』するようになるなんて……」

「……ほんとだな」

　隣となりで忍しのぶが、小さく笑い声を上げた。

「昔の俺おれが知ったら……腰こし抜ぬかすだろうな……」

「ふふ……わたしなんて……混乱して、泣き出しちゃうかも……」

　──そこまで話して、そろそろ限界だ。

　隣となりで、忍しのぶの吐と息いきもずいぶん深いものになっている──。
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　そして俺おれ／わたしは──眠ねむりの底に落ちながら、

　──俺おれたち／わたしたちが、こうなった経けい緯いをぼんやりと思い出す。

　二人が偶ぐう然ぜん揃そろって抱かかえていた『とある問題』のことと。

　俺おれたち／わたしたちが再会した、入学式の日の出来事を──。
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　──やっと、あいつに会える。

　四月。入学式の日の朝。

　教室へ向かう俺おれは、柄がらにもなくそわそわしていた。

　高校生活初日。新しい学校に新しいクラスメイトたち。

　これから始まる生活のことを考えては、どうしたって気分が浮うわついてしまう。

　けれど、それ以上に。そんなこと以上に──俺おれは期待していた。

　五年ぶりに会う彼かの女じよ。

　──森もり静しず乃の。

　小さな頃ころから一いつ緒しよに育ち、親の仕事の都合で離はなればなれになってしまった、幼なじみ。

　俺おれと彼かの女じよは今日この日から──同じ学校の生徒になる。

　高校入学のために引ひっ越こしてきたここ札さつ幌ぽろで、俺おれは彼かの女じよと再会する──。

「……懐なつかしいな」

　──廊ろう下かを歩きながら、彼かの女じよとの日々を思い出す。

　北ほつ海かい道どうの片かた田舎いなか、牧場の家に生まれた俺おれと、その隣となりの家に生まれた静しず乃の。

　お互たがい素そ朴ぼくなタイプだったからか、小さい頃ころから気が合って、毎日のように遊んでいて……泥どろだらけになるまではしゃぎ回っては、揃そろって親に𠮟しかられるというのが日課だった。

　そんなある日、いつも通りの帰り道。

　当時十じつ歳さいだった俺おれは、彼かの女じよにこんな提案をしたのだ。

『──将来……俺と一緒に牧場をやろうな！』

　俺おれにとって人生初の、精せい一いつ杯ぱいのプロポーズだった。

　幼くて、現実なんてまったく見ていない、夢見がちすぎるプロポーズ。

　けれど──本気だったんだ。

　俺おれはいつか静しず乃のと結けつ婚こんしたいと本気で思っていたし、一いつ緒しよに牧場を作って、動物たちと暮らしたいと思っていた。

　そして静しず乃のは、緊きん張ちようで泣き出しそうになる俺おれに、太陽みたいな笑えみでうなずいてくれたのだった。

『──うんっ！　約束だよ！』

　そのときの光景は、今でも俺おれの頭に焼き付いている。

　当時の記き憶おくをたどれば、静しず乃のの笑え顔がおを鮮せん明めいに思い出すことができる──。

　その後、家庭の事情で静しず乃のが転校し五年が経たったけれど……その間俺おれは、片時だって静しず乃ののことを忘れなかった。

　いつだって彼かの女じよのことが頭の片かた隅すみにあったし、また会える日のことを思っていた。

　そんな俺おれたちが久しぶりに連れん絡らくを取りはじめたのは、受験が迫せまった去年末のこと。

　同じ高校を目指していることがわかった俺おれたちは、試験に集中するため一定の距きよ離りを保ちつつもお互たがい励はげましあい──晴れて、揃そろっての合格を勝ち取ったのだった。

　名めい簿ぼによると、俺おれたちはクラスまで同じらしい。こんなの、期待するなと言う方が無理がある。

　……ただ、

「静しず乃のは、どう思ってるだろうな……」

　もちろん、不安だってある。

　彼かの女じよも、約束のことは覚えてくれていると思う。

　当時は静しず乃のなりに、本気で返事してくれたはずだ。

　それでも──もう俺おれたちは高校生。考えが変わった可能性は十分あるだろう。

　今の俺おれを気に入ってくれるかだって、ちょっと怪あやしい。

　実際、この街に越こしてきて以来、俺おれはとある困りごとも抱かかえているし。

　ほんと、参ってるんだよなあ。早くなんとかしないと、まともに生活できやしない……。

「……とはいえ」

　独りごちながら、窓ガラスに映った自分に目をやる。

　あの頃ころよりずいぶんと、大きくなった自分の姿。

　約束以来、俺おれは、芯しんの強い男になろうと努力してきた。

　ひょろひょろでちびっ子で弱々しかった俺おれだけど、牧場を経営するなら身体的にも精神的にもタフじゃなきゃいけない。

　だから俺おれは、敢あえて静しず乃のとの電話、メールを最低限に抑おさえ──自分を鍛きたえ上あげてきた。

　朝起きたら登校前に搾さく乳にゆう、餌えさの用意、ちょっとした清せい掃そう。

　帰ってきてからも搾さく乳にゆう、飼料配合に寝ねわらの準備と、暇ひまなしで動いた。

　その合間に宿題だってこなしてきた。

　結果──自分で言うのもあれだけど、なかなか牧場作業の似合う男になったと思う。

　身長は百八十センチ近く。筋肉がしっかりついて、身体からだも引ひき締しまっている。

　運動神経ではそこら辺の運動部員に負けない自信があるし、成績だって悪くない。

　こんな俺おれなら──きっと静しず乃のと。

　改めて、あの約束の続きを始められる気がしていた──。







　──ついに目的の場所、一年五組の教室についた。

　扉とびらを開き中に入ると、すでにクラスメイトたちがずいぶんと集まりはじめている。

　緊きん張ちよう気味に、辺りを見み渡わたす俺おれ。

　このどこかに静しず乃のがいるのかもしれない。

　鼓こ動どうはどんどん加速して、手の平にはじわじわと汗あせがにじみ出す。

　──どんな子になっているだろう。

　五年前の静しず乃のは、自然を愛する素そ朴ぼくな女の子だった。

　牧場が好きで牛たちも大好きで、寝ねわらやら土やらにまみれているのが似合う、飾かざり気けのない少女。

　あれから──牛の世話はしっかり勉強しただろうか。

　もしかしたら、俺おれなんかよりもずっと体力のある、タフな女の子になっているかもしれない。実際あの頃ころも、静しず乃のは俺おれなんかよりも背が高くて、腕わん力りよくだってずっと強かったし。

　そして──、




「……忍しのぶ？」




　──その声は。

　俺おれの名前を呼ぶどこか懐なつかしい声は、真正面──窓まど際ぎわ最後列の席から聞こえた。

「大おお滝たき……忍しのぶくん？」

　言いながら、席を立つ女子。

　彼かの女じよは窓から差す逆光を背負って、こちらに歩いてくる。

「……静しず乃の？」

　まぶしさに目を眇すがめ、俺おれは彼かの女じよの名前を呼ぶ。

　そして──、

「うん、わたし……」

　──言って、うなずく彼かの女じよ。

「ひ、久しぶり……」

　そう返し、ようやく光に目が慣れてきた俺おれは──。

　その、予想外の姿に──思わず言葉を失う。




　──都会の女子だった。

　最さい先せん端たんのお洒しや落れをした女の子が、そこにいた。




　つやつやの黒くろ髪かみは、今風にちょっとカールしている。

　頰ほおには淡あわく薄うすい桃もも色いろが乗っていて……これは何か、化け粧しようがしてあるみたいだ。

　昔から印象的だったきれいな目は一層力を帯び、まつげは……マスカラというやつだろう、長くボリュームを持って目元を彩いろどっている。

　身体からだは細めで小こ柄がら。制服の着こなしもなんだか垢あか抜ぬけている。

　俺おれと同じで、ちゃんと着るのは今日初めてだろうに。お洒しや落れな先せん輩ぱいたちと同じようなスカート丈たけ、リボンの緩ゆるめ方で、周りに比べて一段こなれた様子。

　──牧場だとか牛の世話だとか。

　そんなものと何万キロも離はなれたお洒しや落れな女子が、そこにいた。

「……ず、ずいぶんと」

　ようやく出てきたのは、そんな言葉だった。

「ずいぶんと変わったな……静しず乃の」

　──違ちがう感じを予想していた。

　もうちょっとこう……実務的な感じというか。

　俺おれ自じ身しんがそうなれるように心がけていたように、そのまま牛舎に出て作業できるような、そんな女子になってる気がしていたのだ。

　けれど……今の静しず乃のはそうじゃない。
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　友達とタピオカミルクティーの店の前に並んでそうな。インスタやティックトックに頻ひん繁ぱんに写真や動画を上げてそうな。札さつ幌ぽろ生まれ札さつ幌ぽろ育ち、ずっと都会で暮らしてましたみたいな、そんな女子になっていた。

　……いやもちろん！　お洒しや落れな女性酪らく農のう家だっていっぱいいるんだ。

　モデルさんや女優さんと見まごうような方だって時折見かける。

　この静しず乃のだって、本当はそういうタイプなのかもしれない。

　けれど……少なくとも、俺おれの予想とは大きく違ちがっていて、そのことにはどうしても驚おどろいてしまう。

　そして──なぜだろう。

「し、忍しのぶも……」

　静しず乃のも、妙みように意外そうな顔で、俺おれを見ていた。

「ず、ずいぶん変わったね……。なんか、強そうになったというか、なんというか……」

「お、おう！」

　そう思ってもらえたのがうれしくて。

　ようやく、俺おれはそこで彼かの女じよに笑え顔がおを見せることができた。

「頑がん張ばったんだよ、俺おれ！　毎日家の仕事手伝ってさ……」

　そして俺おれは──こう続ける。

「いつか、約束の通り……牧場やれるようにって！」

　そうだ、すべてはそのためなんだ。

　それが伝われば喜んでもらえると思ったし、すべてがうまくいく気がしていた。

　──けれど。

　静しず乃のはその言葉に──予想外の反応をする。




「……は？」




　呆ほうけたような顔で、彼かの女じよはそう言った。




「牧場……？　何の話……？」
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　──めちゃくちゃ楽しみにしてたのだ。

　だって、当たり前でしょう？　幼なじみとの再会だ。

　小さい頃ころずっとそばにいたのに、離はなればなれになってしまった男の子との再会。

　この春から、ちょっと困りごとも起きていたけれど。

　実はそれが結構深刻で、このままじゃ本当にまずいと焦あせりはじめてもいたんだけど……忍しのぶに会えることを思えば、その不安も吹ふき飛とんでしまう。

　実は彼かれ──小さい頃ころ、わたしにプロポーズしてくれたのだ。

　二人だけの帰り道、彼かれはわたしに、将来一いつ緒しよに暮らそうと言ってくれた。

　将来を誓ちかった幼なじみとの再会……。

　そんなのまるで、ドラマか少女マンガみたいで、同じ高校に行けるとわかって以来、わたしはうきうき毎日を過ごしていた。

　ちなみに──離はなればなれになってから今まで、彼かれを忘れたことなんて片時もなかった。

　実際、あの町を出て家族で札さつ幌ぽろで暮らしはじめてから、結構努力をしたのだ。彼かれとの約束に見合う女の子になれるよう、日々自分を磨みがき続けた。

　結果……結構良いい感じに仕上がった自信もあります。

　きっと、成長した彼かれの隣となりが似合う女の子になっているはず──。

　──そう、思っていたのに。

「……静しず乃の？」

　わたしの名前を呼ぶ彼かれ。

　その声にはどこか懐なつかしい響ひびきがあるのに。

　目の前にいる男子は、確実に忍しのぶなのに──。




　──正反対なのだ。

　今のわたしと、忍しのぶは正反対。




　──素っ気なく刈かられた髪かみ。

　──きっちり着た制服。

　──ちょっと焼けた肌はだにごつめの身体からだ。

　はっきり言えば……田舎いなかくさい。

　お洒しや落れとかそういう概がい念ねんがない世界から来たみたいに、野や暮ぼったいのだ。

　まるで──約束のことなんて何もなかったみたいに。

「ず、ずいぶん変わったね……。なんか、強そうになったというか、なんというか……」

　それだけ言うので精せい一いつ杯ぱいだった。

　だって……おかしいじゃない。

　わたしたちのした約束。

　それを考えれば、忍しのぶがこんな風になるなんてありえない……。

　しかも、彼かれは困こん惑わくするわたしに──、

「頑がん張ばったんだよ、俺おれ！　毎日家の仕事手伝ってさ」

　得意げな顔で、こんなことを言いはじめる。

「いつか、約束の通り……牧場やれるようにって！」

「……は？」

　わたしは一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくする。

「牧場……？　何の話……？」

「……いやいやいや」

　冗じよう談だんだろ？　みたいな顔で、忍しのぶは笑っている。

「昔、約束しただろ？　将来、俺おれと一いつ緒しよに牧場をやろうって」

「……してないんだけど」

　悪い夢でも見てる気分で、わたしはそう返す。

「そんな約束、してないんだけど……」

「……え？」

「わたしたちがしたのは──」




「『将来、一緒に東京で暮らそう！』って約束だよ……」




　──そうだ、確かに忍しのぶはそう言ってくれたのだ。

　小学生の頃ころ、一いつ緒しよに遊んだあとの帰り道。

　もう遠い記き憶おくだけど、その言葉のことははっきりと覚えている。

『──将来、一いつ緒しよに東京で暮らそう！』

　泣き出しそうなその声がうれしくて、そんな風に思ってくれたことも幸せで、都会で暮らすイメージにもわくわくして……。

　だからわたしは彼かれに、力ちから一いつ杯ぱいうなずいてみせたのだ。

『──うんっ！　約束だよ！』

　だからこそわたしは──札さつ幌ぽろに引ひっ越こしてから、こんなに頑がん張ばった。

　忍しのぶと一いつ緒しよに都会で暮らせる素す敵てきな女性になろうと、日々努力してきた。

　インスタやらクラスのお洒しや落れな子を参考にして、ファッションやメイクの勉強をした。

　磨みがいたのは見た目だけじゃない。

　流行に敏びん感かんになれるよう常にアンテナを立てるようにしたし、話し方や仕草が田舎いなかっぽくならないように毎日のように練習を繰くり返かえした。

　結果──まあまあ、都会っぽい女の子になれた自信がある。

　こうして見回してみても……うん、周りの女子にも、そんなに見み劣おとりしてないんじゃない？

　東京はまだ無理でも、札さつ幌ぽろには結構馴な染じんでるんじゃない？

　それもこれも全部、彼かれとの約束のため。一いつ緒しよに東京で暮らすため──。

　なのに……牧場？

　なんで、そんな話になるの……？

「……東京って……」

　目の前で、忍しのぶは忍しのぶでぼう然としている。

「そんなこと、言うはずないだろ……だって俺おれ、小さい頃ころから、牧場やるのが夢で……」

　──気付けば教室には、生徒が集まりはじめている。

　今日からクラスメイトになる、わたしと同じ新入生たち。

　彼かれらも、わたしたちの間に流れる不ふ穏おんな空気を察知したのだろう。

　何人かの生徒が怪け訝げんな顔でこっちを見ている。

　けれど、

「……わ、わたしだって、牧場なんて絶対聞いてない！」

　わたしももう止められない。

「東京って言われたから、わたしこんなに頑がん張ばったんだもん！」

「お、俺おれだって！　牧場やれると思ったからこんなに鍛きたえて……な、何かの間ま違ちがいじゃないのか？　ほら、聞き間ま違ちがえたとか！」

「でも……そんな聞き間ま違ちがいあるはずないじゃない！　東京と牧場って……」

「それは、そうだけど……」

　──そこまで話して。

　慌あわてた様子の忍しのぶと、完全に食くい違ちがった言い分を目の前にして──わたしは理解する。

　ああ、そうか……。

　つまり忍しのぶは……。

「……本気じゃ、なかったんだ」

　そう口にすると、ぼろっと目から涙なみだがこぼれ落ちた。

「あれ、わたし……本気のプロポーズだと思ってたのに！　忍しのぶは、本気じゃなかったんだ！」

　そうだ、そうとしか思えない。

　わたしの中で特別だったあの約束……忍しのぶは別に、本気じゃなかったんだ！

　若気の至りで勢いで約束してしまっただけ。

　だから……どういう話だったかもちゃんと覚えてない……。

　考えている間にも、涙なみだがボロボロ落ちていく。

　やば……メイク落ちるかも。

　でもダメだ！　全然止められない！

　涙なみだだけじゃなく鼻水まで出そうになるし、もう顔は完全にぐっちゃぐちゃだ。

「そ、そんなわけないだろ！」

　血相を変えて、忍しのぶは食い下がってくる。

「俺おれだって、本気だったんだよ！　じゃなきゃ、あんなに頑がん張ばるはずなかったし……」

「じゃあ、なんてこんなに記き憶おくが食くい違ちがってるの!?　ありえないでしょこんなの！」

　その言葉に、忍しのぶはちょっと黙だまり込こんでから。

　少しだけためらう表情を見せながら、わたしにこう言う。

「……そっちの勘かん違ちがいって可能性も、あるだろ」

「……は!?」

「俺おれは絶対に、牧場やるって言ったよ！　だとしたら、そっちが勘かん違ちがいしたとしか思えないだろ！」

「そ、そんなわけない！　どうすればそんな勘かん違ちがいが──」

　──と、そこまで言ったところで。

　そろそろ周囲の目が本格的に痛くなりはじめたところで──放送が流れる。

『──まもなく、入学式が始まります。新入生の皆みなさんは、体育館へ移動してください』

　──スピーカーから流れる、先生か誰だれかの晴れがましい声。

　クラスメイトたちも、周囲を窺うかがいながらおずおずと移動を始める。

　わたしも、移動しないと……。

　涙なみだを指先で拭ぬぐうと、わたしはもう一度忍しのぶに向かい合う。

　もう体調的にも限界だ。

　色々あってぼーっとするし、これ以上頭なんて回らない……。

　そして──、

「もう──忍しのぶなんて知らない！」

　──それだけ言い放って、わたしはきびすを返すと廊ろう下かへ向かった。
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「──いやーしかし、さっきは派手にやったな」

　入学式が終わり、最初のホームルームの始まりを待つ間。

　机に突つっ伏ぷす俺おれの耳に、聞き慣れた男子の声が届く。

「あの子が……例の森もりさんだろ？　なかなかドラマチックな再会だったな」

　顔を上げると──案の定、彼かれは整った顔に涼すずしげな笑えみを浮うかべていた。

　──小こ峰みね亮りよう祐すけ。

　俺おれの地元の隣となり町まち出身、同じ中学校に通っていた友人だ。

　この春から、俺おれと同じく札さつ幌ぽろに引ひっ越こしてきて一人暮らしをしている。

　高めの身長にすらっとした体つき。

　精せい悍かんな顔つきに余よ裕ゆうのある態度で女子にも絶大な人気を誇ほこっていて、気の利きかないタイプな俺おれにとって尊敬のできる大切な友人だ。

　けれど、

「……ドラマチック、って言えば良い風に聞こえるけどよ」

　今日はちょっとその軽口が、胸にチクリと刺ささる。

「なんであんな、言い合いになっちまったんだ……せっかく会えたのに……」

　──凹へこんでいた。

　正直、めちゃくちゃ凹へこんでいた。

　まあ、最初から良いい感じにいかない覚かく悟ごはしていたのだ。

　数年ぶりの再会で、よそよそしくなってる可能性だって十分にあった。

　なのに……まさかあんなケンカになるなんて。

　思いっきり言い合いになってしまうなんて……。

　ちらりと静しず乃のの席に視線をやる。

　彼かの女じよは友人らしき女子と話していて、こちらに意識を向ける様子もない。

　──あれ以来、ずっとこんな感じだ。

　体育館でそばに来ても、帰りの廊ろう下かで偶ぐう然ぜん隣となり同士になっても、彼かの女じよは完全に俺おれを無視。

　いないものとしてスルーした。

　なにも、あんなに冷たくしなくてもいいだろ……！

　そりゃ、納なつ得とくいかないのはわかるけど……。

　それに……あの約束の件だ。

　牧場と、東京の件。

　俺おれの記き憶おく違ちがいってことは、絶対にない。

　そもそも俺おれ、東京で暮らしたいなんて思ったことはないし。

　となると、静しず乃のの勘かん違ちがいってことになるけれど……実は、その可能性も低い気がしている。

　静しず乃のは、記き憶おく力の良いい方だ。

　売り言葉に買い言葉で「お前の勘かん違ちがいじゃ？」なんて言ってしまったけれど……その線だって、薄うすい気がするのだ。

　……じゃあ、なんでこんなことになってるんだろう。

　なんで、約束の内容がこんなに食くい違ちがってるんだ……。

「まあ、焦あせることはないって」

　その顔に爽さわやかな笑えみを浮うかべ、亮りよう祐すけは言う。

「少なくとも、一年は同じクラスでいられる。さらに言えば、三年間は同じ学校にいられるんだ。誤解があったなら、その中で解いていけばいいだろ」

「そう、だろうけどさあ……」

「大だい丈じよう夫ぶだって。大おお滝たきならなんとかなるよ。森もりさんだって、本当は良い子なんだろ？」

「……まあ、それはそうだと思う」

　うなずいて、亮りよう祐すけを見る。

　彼かれは穏おだやかな笑えみを浮うかべたまま、俺おれの背中をぽんぽんと叩たたき、

「だから、大だい丈じよう夫ぶ。焦あせらずのんびり行こうぜ」

「……それもそうだな」

　──気付けば、ずいぶんと気が楽になっていた。

　こいつといると、いつもそうなのだ。

　的確なアドバイスをくれて、気が楽になる。

　本当に良いい友人を持ったと思うし、女子にモテるのも当然だ。

　こいつの彼かの女じよになれる女子が、ちょっとうらやましいくらいだ。

　もう一度静しず乃のの方を見ると、彼かの女じよは友達と連れだって教室を出ていくところだった。

　その後ろ姿を眺ながめながら、慌あわてることはないよなと改めて思った。小さい頃ころのように、このあと五年間会えないわけじゃないんだ。

　それなら、うん。きっとなんとかなるだろう。誤解が解けて、また俺おれたちは仲のいい幼なじみに戻もどれるはず──。

　しかし……と、俺おれは彼かの女じよを見ていてふと気付く。

　なんか静しず乃の、さっきより顔が青くないか？

　もしかして、なんか体調が悪いとかだろうか……。

　ちょっと、ふらふらしてるようにも見えたし……。

　……まあ、ふらふらって意味では俺おれも人のことを言えないし、そろそろ体調もきつくなってきたけど。

　そして、そんな俺おれの思考を見み透すかしたように、

「……というか大おお滝たき」

　と、亮りよう祐すけはその顔に心底心配の色を浮うかべ、

「結構しんどそうだな。例の問題、まだ解決してないのか？」

「……ああ、そうだな」

　視線を亮りよう祐すけに戻もどすと──深く息を吐はき、俺おれはうなずく。

「残念ながら、全然解決してないよ」

「じゃあ、大おお滝たき……」

　と、亮りよう祐すけは俺おれの顔を覗のぞき込こみ、

「もしかして、こっち越こしてきてから──結局一度も寝ねれてないのか？」

「……うん」

　うなずいて、俺おれは辛つらさのあまり机に上半身を投げ出した。

「ほぼ、一いつ睡すいもしてない……」




　──不ふ眠みん。




　この札さつ幌ぽろに越こしてきて、一人暮らしを始めて。俺おれはなぜだか──眠ねむれなくなってしまった。

　地元では、そんなこと全然なかったのだ。むしろ寝ね付つきは良いい方だし、基本ほぼ毎晩快かい眠みん。前日の牛の世話の疲つかれも、七時間睡すい眠みんで完全に回復できていた。

　なのに、そんな俺おれが、眠ねむれない。

　布ふ団とんに入って横になって目をつむっていても。

　どれだけ強く眠ねむ気けを感じていても、変に神経が高ぶって眠ねむることができないのだ。

　越こしてきて、もうそろそろ一週間。その間で取れた睡すい眠みんは、うたた寝ね程度の軽いものだけだった。

「しかも、さっきの言い合いで体力使っちゃったし。割とマジで、限界かも……」

「……ほんと、原因は何なんだろうな」

　亮りよう祐すけが、腕うでを組み思案顔になる。

「布ふ団とんが違ちがう、枕まくらが違ちがう。その辺は実家から前の寝しん具ぐを取り寄せて、それでもダメだったんだろ？」

「おう……」

「都会の物音をシャットアウトするために耳みみ栓せんも試ためした。音楽聴きくのも飲み物飲むのも、軽めの睡すい眠みん薬やくも試ためしたけどダメ……」

「だな……」

「医者には？　行ってみたのか？」

「ああ、精神的なものだろうって、薬もらった。でも、それもきかなくて……」

「……ていうか、マジで顔色悪いぞ」

　眉み間けんにしわを寄せ、亮りよう祐すけがこわばった声で言う。

「大おお滝たきちょっと、横になった方がいいんじゃないか？」

　確かに、だんだん身体からだに力が入らなくなってきた。

　マジでちょっとまずいかもしれない。

　けど……、

「いや、このあとホームルームあるし……それ終わってからにするわ」

「そんなこと言ってる場合じゃないだろ。保健室行こう、先生の話は俺おれが聞いておくから」

「いやでも、配布物とか、そういうのも……」

「それも全部やっておくし、話も通しておくって。ほら」

　言って、亮りよう祐すけは俺おれを椅い子すから立たせ、肩かたを貸してくれる。

「もう限界だろ、ちょっとでも休めって」

「……おお、じゃあ、そうするわ」

　情けない気分で、俺おれは素す直なおにうなずいた。

　ほんとに今日は、ボロボロの一日だな……。

　こんなとこ静しず乃のに見られたら、幻げん滅めつされるかもしれない……。

　そんなことを思いながら教室を見み渡わたすと──まだ静しず乃のは戻もどってきていないようだ。

　どこ行ったんだろ……もうすぐホームルーム始まるのに……。

　そんなことを考えつつ、俺おれは亮りよう祐すけに連れられて教室を出た。
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「──じゃあ、できるだけ寝ねるんだよー？」

　保健室のベッドの上。

　友達である花音かのんがわたしに布ふ団とんをかけ、お母さんみたいな笑え顔がおでそう言う。

「まあ、寝ねるのが無理でも横になってるだけでも楽になるからさー」

「うん、ありがと……ごめんね手間かけさせて……」

「いいのいいの！　静しず乃のの笑え顔がおこそが、わたしにとってのご褒ほう美びです！」

　と、花音かのんはなぜか誇ほこらしげに胸を張り──、

「──静しず乃のはわたしの『推おし』なんだから！」

「……はは、よくわかんないけどありがと」

「どういたしましてー」

　うなずくと、もう一度花音かのんはわたしを気き遣づかわしげに覗のぞき込こみ、

「……早く不ふ眠みん、治ると良いいね」

「……うん」

　──不ふ眠みん。

　……そうなのだ。

　わたしはこの春。

　家庭にとある変化があったのをきっかけに、なんだか眠ねむれなくなってしまったのだ。

　布ふ団とんに入ってもいつまでも寝ね付つけず。

　うとうとした、と思った頃ころには日が昇のぼりはじめる、なんて毎日を繰くり返かえしている。

　この一週間での睡すい眠みん時間は……多分、五時間以下とか？

　正直、今日は登校してくる時点で倒たおれそうだったし、忍しのぶと話したあとはもう気力だけでなんとか持ちこたえている状態だった。

　それが──入学式が終わり、緊きん張ちようが解けて、ついに限界が来ちゃったというわけだ。

『──保健室で横になりなよ！』

　そう言って、ここまで連れてきてくれたのは、中学からの友人、六ろく曜よう花音かのん。

　わたしにとっての唯ゆい一いつの親友で、ちょっと変わったところのある面おも白しろい子だ。

　顔立ちは清せい楚そな美人さんなのに、センスが尖とがりに尖とがっていて見た目は印象的。インナーカラーの髪かみに丸眼鏡で、クラスの中でも目立ちまくっている。

　さらに。内面は結構なアイドルオタクで……わたしのことを「推おし」とか呼んで、言動を見てはニヤニヤしてくる変な趣しゆ味みがある。

　まあ、それそがこっちとしても不快ではないのだから、不思議な子だなと思うのだけど。

　さらにいうと、先生のいない保健室でテキパキわたしが寝ねる準備をしてくれたりする辺り、本当はすごく気き遣づかい上手な子なんだろうなとも思う。

「……じゃあ、わたし教室戻もどるね」

　名残なごり惜おしそうに、花音かのんは言う。

「こうしてずっと横になってる静しず乃の見てたかったけど、ホームルームあるし……」

「そんなことして何が楽しいの……」

「めちゃくちゃ楽しいよ！　静しず乃の観察！　とにかく、静しず乃のも戻もどるときには連れん絡らくして。迎むかえ行くから」

「うん、ありがと……」

「じゃあね」

　それだけ言って小さく手を振ふると、花音かのんは保健室を出ていった。







　──一人になった保健室。ベッドの上で、ぎゅっと目を閉じる。

　いつも通り、頭がぼんやりするのにまったく眠ねむれそうにない、不思議な苦痛が続く。

　……というか、まぶしい。

　カーテン越ごしに日差しが入ってきてまぶしい。

　頭からすっぽりと布ふ団とんを被かぶると……うん、大分ましになった。

　視界が真っ暗になるとちょっと気持ちが落ち着いて──わたしは、回らない頭で考えはじめる。

　……不ふ眠みんもそうだけど、今のわたしには問題がもう一つ。

　そう──忍しのぶの件だ。

　……今後わたし、あいつとどう接すればいいんだろうなあ。

　正直、今は彼かれと仲良くする気になれない。

　傷ついたし、悲しかったし、簡単に許してあげる気には到とう底ていなれない。

「けど……」

　と、寝ね返がえりを打ちながらわたしは思う。

　けど……ずっとこのままなの？

　このままで三年間を過ごして、高校を出て、離はなればなれ……。

　もう二度と会うこともなくて、お互たがい知らない誰だれかと付き合ったり結けつ婚こんしたりして、約束のことはいつの間にか、本当に忘れてしまう──。

　そんな未来を考えていると、ぎゅっと胸が苦しくなった。

　目の奥おくが熱くなって、慌あわてて指で目元を押おさえる。

　それは……うん、いやだ。

　正直、いやなんだ。

　けれど、あんな風に言い合いした以上、気持ちの落とし所がつかめなくて、わたしはぼんやりした頭でどうすべきかを考えていた。

　──そして。

　思考がぐるぐる回り続けて、大分頭の回転が鈍にぶくなったところで、

「──ここまででいいよ……」

「──そうか？　じゃあ、何かあったらまた連れん絡らくしてよ」

　保健室の外から、かすかに男の人の声が聞こえた。

　多分、先生じゃなくて男子生徒の声……。

　わたしの他にも身体からだ壊こわしちゃった人がいるのかな。入学式、校長の話長かったしね……。

　でも今は、先生いませんよー。辛つらいのなら、病院行った方がいいかも知れませんよー。

　そんなことを考えている間にも、扉とびらが開き男子生徒は保健室に入ってくる。

「……あれ、誰だれもいない」

　弱々しい声で、そう言う男子。

　よっぽど体調が優すぐれないらしい。

　でも……あれ？　なんかちょっと、聞いたことのある声な気がする……。

　どこかで耳にしたような、なんだか懐なつかしいような……。

　保健室の真ん中当たりで、立たち尽つくしているらしい男子。

　どうするんだろう？

　教室に戻もどるのかな？　と考えていると、足音がこっちに近づいてくる。

　ああ……ベッドで寝ねるのかな。わたしみたいに。

　──って。

　あの、なんか……。

　男子、わたしのいるベッドのカーテン開けたんだけど。

　ごめん、もう使ってます。

　隣となりのベッドに移動して下さ──、




「……っ!?」




　──は、入ってきた!?

　わたしの寝ねてるベッドに、入ってきた！

　え、ちょ……！

　な、何考えてんの!?　ここにわたしいるのに！

　噓うそでしょ……!?　気付いてないの!?

　しかも──男子はそのまま、おもむろに布ふ団とんを被かぶってベッドに横になる。

「ヒッ……！」

　──びっくりして、そんな声しか出せなかった。

　……いやいやいや！　いますから！

　このベッド、わたしいますから！

　……ていうかそっちも気付いてるよね？

　身体からだ密着してるし、わたしの存在に気付いてるよね!?

　何考えてるのこの人!?

　丸まって縮こまるわたしの隣となりで、微び動どうだにしない男子。

　そちらから伝わっている高めの体温。

　そして──ごつごつした身体からだの感かん触しよく……。

　……なんでこの人ベッド出ていかないの!?

　普ふ通つう誰だれかいたら秒でベッド出ない!?

　な、なんか怖こわいんですけど……！

　……。

　……。

　……ひょっとして。

　もしかしてこの人……乱暴する気じゃ……？

　先生がいないのを良いいことに、このまま弱ったわたしにやらしいことをする気なんじゃ……!?

　……わかんない。

　わかんないけれど、非常事態なのは間ま違ちがいなくて。

　十代の乙おと女めとしては、このままでいるわけには到とう底ていいかなくて。

　──逃にげなきゃ！

　身を守るためにも、一刻も早く逃にげ出ださなきゃ！

　よし、起きよう。

　飛び起きて保健室を出て手近な教室に駆かけ込こもう。

　覚かく悟ごを決めると、大きく息を吸すい込こむ。

　そして、勢いよく身体からだを起こそうとした──その瞬しゆん間かん。




　──懐なつかしい香かおりが、鼻をくすぐった。

　干し草みたいな、ちょっと土っぽいような──昔を思い出させる匂におい。

　途と端たん──。




　……あ、あれ？

　なんだか、身体からだに力が入らない……。




　全身が鉛なまりになったみたいに、腕うでも足も持ち上げることができない。

　それに……なんでだろう、気付けば妙みように頭がぼーっとしている。

　体調が悪いときの、ぼーっとじゃない。

　どこか温かくて緩ゆるくて、幸福な。不思議な安心感……。

　……なんで？　何？　この感じ……。

　……こんなの、おかしい。わたし、どうして……。

　なんとかしなくちゃ、と必死で手を伸のばす。

　何でもいい、何か摑つかんで、それで身体からだを起こして……。

　けれど、考えている間にも、意識は遠くなっていく。

　身体からだが重くなっていって、まぶたを開けていられなくなる──。
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　──やばい。

　亮りよう祐すけに連れてこられた、保健室。

　先生がいなくて、適当に入ったベッドで。

　ぼんやりしたまま横になったところで──俺おれはようやく気付いた。




　──誰だれかいる！

　──ベッドの中に誰だれかいる！

　しかも──この大きさ。

　聞こえた「ヒッ！」という声……。

　……女子！




　──なんてことをしてしまったんだ！

　布ふ団とんの中、すぐ隣となりにある温かさと柔やわらかさ。すさまじい罪悪感が胸に湧わき出す。

　きっと、怯おびえているだろう。

　体調を崩くずして寝ねていただろうに、いきなり男子が乱入してきたんだ。

　暴漢と思われて警察に突つき出だされても文句言えない……！

　──謝あやまろう。

　とにかく一秒でも早くベッドから飛び出し、彼かの女じよに謝あやまろう！

　こんなことしてしまった以上、土下座……フライング土下座も辞さない構えだ！

　──なのに。




　──ふと、懐なつかしい感覚を全身に覚える。

　小さな温かさ。

　柔やわらかな息づかい。

　それが、すぐそばにいてくれるうれしさ──。




　……あれ？

　身体からだが、動かない……。

　ここだけ重力が数十倍にでもなったかのように、上半身を起こすことができない……。

　しかも──なぜだろう。

　ふいに、気持ちが穏おだやかになっているのを感じる。

　どう考えてもやばい状じよう況きようなのに。

　落ち着いてなんかいられるはずないのに、柔やわらかさと温かさに気持ちがほぐれていく──。

　そして、俺おれは気付く。




　……眠ねむい。

　なんだか妙みように……眠ねむいぞ。

　なんで……だ？

　ずっと、寝ねれなかったのに……。

　どれだけ頑がん張ばっても、眠ねむ気けさえほとんど来てくれなかったのに……。

　なのに、なんで……。




　……けれど、そんな思考も長続きしない。

　そのまますうっと意識が遠のいて。

　まぶたが閉じ、息がふうっと口から漏もれて。

　俺おれは──。

　──一週間ぶりに、深い眠ねむりの底へ沈しずんでいった。







「──ん、んん……？」

　──チャイムの音が響ひびいていた。

　聞き慣れない音色の、長めのチャイム。

　そして……暖かい布ふ団とんの中、横になっている感覚──。

　あれ……俺おれ、何してたんだっけ？

　亮りよう祐すけに、保健室に連れてこられたのは覚えている。

　それで、俺おれ、ベッドに入って……。

　それから……どうしたんだっけ？

　なんだか、妙みように暖かくて良い匂においがするけど、どこで何を……。

「んん……」

　声を漏らしながら、ゆっくりと目を開ける。

　すると、




　目の前に──静しず乃のの顔があった。




　閉じたまぶたに落ちる、長いまつげの影かげ。

　人形のようにすっと伸のびた、きれいな鼻筋。

　わずかに開き、息が漏もれている薄うすい唇くちびる──。




　息を吞のむほどにかわいらしい静しず乃のの顔が──至近距きよ離りにあった。




　──ようやく、思い出す。

　横になったベッドにベッドに他の女子がいたこと。

　土下座しないとと慌あわてたこと。

　なのに、そのまま眠ねむってしまったこと──。




　──汗あせが噴ふき出だした。

　体温が、すごい勢いで上がっていく──。




　──やばい。

　──これは、やばい。




　──静しず乃のと、添そい寝ねしていた！




　まさか、ベッドにいたのが静しず乃のだったなんて！　全然気付かなかった！

　ていうか……これ、バレたら最悪じゃないか!?

　ただでさえ揉もめたあとなのに……これは、印象最悪とかそういうレベルじゃなくなるんじゃないか!?

　今すぐベッドを出よう。

　そのあとは逃にげるか、謝あやまり倒たおすか……とにかく、すぐになんとかしなくちゃいけない。

　なのに──。

「……」

　──気付いてしまった。

　抱だきつかれている。

　静しず乃のに、腕うでに、思いっきり抱だきつかれている──。

　──身動きが取れない。
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　二にの腕うでに、静しず乃のの体温を生々しく感じた。

　制服越ごしでもはっきりわかる、彼かの女じよの柔やわらかさ。

　そして──目の前にある静しず乃のの顔。

　そこから目が離はなせなくて、俺おれは息を殺したまま、じっとそれを見つめてしまう。

　彼かの女じよがかわいいのは、もちろん知っていた。

　昔からその顔立ちが好きだったし、再会したときにも思わず見とれてしまう程ほどだった。

　それでも──。

　こうして間近で見るそのかわいさは、もはや暴力的な程ほどだった。

　無防備に緩ゆるんだ頰ほおは、透すき通とおる桃もも色いろ。

　思わずそこに触ふれたくなるのを、強い気持ちでぐっとこらえた。

　唇くちびるには……リップが塗ぬられているんだろう。淡あわくつやめくそれには自然と目が引きつけられて、邪よこしまな欲求を抱いだきそうになる。

　そして──。

　小さな顔に納まったその目は──大おお粒つぶの宝石みたいだ。

　青みがかった白目に、星粒つぶを宿した瞳ひとみ。

　その闇やみの深さに、思わず吸すい込こまれそうな気分にな──。




　──ん？

　瞳ひとみ？




　……開いてる？

　静しず乃のの目が……開いてる？




　──起きた？




　そのまま、お互たがい二、三度目をしばたたかせる。

　状じよう況きようを理解するのに、永遠にも似た数秒が流れる。

　そして──、




「──うおあああああああああああああああ!!」

「──ぎゃああああああああああああああああああ!!」




　──ベッドから跳はね起おきた。

　お互たがい布ふ団とんの両サイドから飛びすさり、距きよ離りを保って向かい合う。

　斬きり合い寸前の剣けん豪ごうみたいに、間合を測りながら相手の出方を伺うかがう。

「……な、ななななな、何してんの忍しのぶ！」

　──口火を切ったのは、静しず乃のだった。

「ね、寝ね込こみを襲おそうなんて……なんて卑ひ劣れつな！」

「ち、ちちちち、違ちがうんだよ！」

　ごもっともな勘かん違ちがいに、俺おれは慌あわてて反論する。

「確かに……間ま違ちがってベッドに入ったのは悪かったよ！　でも、悪意があったわけじゃないし別に俺おれは何も──」

「──噓うそだ！」

　ベッドを仕切るカーテンに身を隠かくしつつ、静しず乃のは声を上げた。

「誰だれが間ま違ちがって、人の入ってるベッドで寝ねるのよ！　普ふ通つう気付いて目を覚ますでしょ！」

「それは……確かにそうだけど！」

「なのに、そのままベッドの中にいて、わたしをじっと見てたってことは……そういうこととしか思えないじゃない！」

「……ぐっ……」

　ちくしょう、正論すぎる！

　静しず乃ののセリフが百パー正論すぎる！　全然反論できねえ！

　……どうする!?

　どうすれば、ここから疑いを解けるんだ!?

「……昔は、純な子だったのに！」

　もはや静しず乃のは、目に涙なみださえ浮うかべていた。

「わたしのパンツ見えただけで、昔は顔真っ赤にしてたのに！　なんで、こんな破は廉れん恥ち男子になっちゃったの！」

　……確かに、昔から俺おれはそういうちょっとしたスケベイベントみたいなものに弱かった。

　一いつ緒しよに読んでいるマンガにキスシーンがあるだけでうろたえたし、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るのを拒きよ否ひしたのも俺おれが先だった。

　ただ、そういうのが苦手なのは今も同じだし、

「だから、本当に違ちがうんだ……本当に……」

　静しず乃のには、なんとかして信じてもらいたい！

　俺おれがあの頃ころと変わらないんだってことを、理解してもらいたい……！

　なのに──静しず乃のは聞く耳なんてまったく持たず、ふいに何かに気付いた顔になる。

　そして、両手で自分の身体からだを抱だき、

「……まさか、何かした？」

「……へ？」

「わたしが寝ねてる間に……わたしの身体からだに、何かした？」

「な、何かって……？」

「……胸、揉もんだりしたんじゃないでしょうね！」

「してねえよ！」

　絶ぜつ叫きようした。

　反射的に叫さけんでしまった。

　そこまで疑われるのはさすがに心外だよ！

　……あ、でも。揉もんではいないけど、なんというか……。

「……なんか、目が泳いでるんだけど!?　やっぱり、やったんじゃないの!?」

「いやマジで揉もんでねえって！　でも、そ、その……」

　と、俺おれはもごもごと口ごもってから、

「若じやつ干かん、抱だきつかれてたから……そのとき、腕うでに、なんかやらかいものは当たってたけど……」

　……まあ、多分あれはそうだったんだと思う。

　あの柔やわらかさは……十中八九胸だった。

　意外と大きくて、正直とまどいもした。

　そのことは、なんかまあ……事故とは言え、すいません……。

　けれど──、

「だ、抱だきつく!?」

　静しず乃のは、そんなポイントに反応する。

「わ、わたし……忍しのぶに抱だきついてた？」

「おう、この腕うでに思いっきり……覚えてないのかよ!?」

「……」

　……何やら、心当たりがあるらしい。

　静しず乃のはちょっと考える表情になってから──ぼっとその顔を赤くした。

「……う、噓うそだ！　絶対噓うそ！　本当はわたし、抱だきついてなんていないでしょ！」

「いやほんとだって！　目が覚めたら、静しず乃のがこの腕うでにぎゅっと抱だきついてて……」

　と、右みぎ腕うでに目をやった俺おれは──あることに気付く。

　制服の二にの腕うで辺りについた、何か濡ぬれた形けい跡せき……。

「──ってお前！　俺おれの制服に思いっきりよだれついてるじゃねえか！」

「……!?」

「ほらここ！　腕うで！」

「……え？　……あ、ほんとだ……」

「これ静しず乃ののよだれだよ！　これが抱だきついてきた証しよう拠こだよ！」

「……そ、そんなの、いくらでも自分でつけられるでしょ！　捏ねつ造ぞうだよ捏ねつ造ぞう！」

「どんなアクロバティックな姿勢をすればここに自分でよだれつけられるんだよ！」

「くっ……で、でも！」

　と、静しず乃のはぐっと歯を食いしばると。

「忍しのぶがわたしのベッドに……寝ねてるとこに侵しん入にゆうしてきたのは、事実じゃない！」

「……それは、そうだけど！」

「そこは、どう言い訳するのよ!?　不届きな考えがあったとしか思えない！」

「……んぐぐ……」

　そこを詰つめられると、俺おれもう何も言えねえ！

　どうしよう、完全に追おい詰つめられてしまった……。

　このまま俺おれ……教師とかに不ふ貞てい行こう為いを行ったと報告されるのか？

　まさか……入学早々、謹きん慎しん処分になったりとか……？

　それは──避さけたい。

　さすがにそんなことになるのは、どうしても避さけたい。

　となると、もう背に腹は代えられない……！

　本当は、できれば隠かくしておきたかったんだけど……。

　俺おれはしばらくぐっと黙だまり込こんでから──、

「……な、なんか最近──眠ねむれなくて！」

　──最終手段として、そのことを打ちあける。

「高校入ってから、なんかずっと、眠ねむれてなかったんだよ！　だけど、なんかさっき布ふ団とん入ったときには、ちゃんと眠ねむくなって、寝ねることができて……」

　──その話に。

　なぜか静しず乃のは──目を見開いた。

　意外だったのか何なのか、それまでの剣けん幕まくが噓うそだったかのように黙だまり込こむ。

　その隙すきに──俺おれはさらに言葉を続ける。

「もちろん、すぐに出ようと思ったんだよ！　ベッド入ってすぐ女子がいるのには気付いたし、怖こわがらせちゃまずいと思ったし……。だから、悪いことしたけど本当に悪意があったわけじゃないんだ！」

　じっと、こちらを見ている静しず乃の。

　そして彼かの女じよは、

「……寝ねれないの？」

　意外な点を、確かく認にんしてくる。

「忍しのぶも……高校入ってから、眠ねむれなくなったの？」

「お、おう……。ていうか、『忍しのぶも』ってことは──」

「それで」

　と、静しず乃のがかぶせて尋たずねる。

「さっき、ベッドに入ったときにはぐっすり眠ねむれたの？　家ではどうやってもうまく眠ねむれなかったのに、この保健室で……わたしが隣となりにいたときには」

「……おう」

「……そっか」

　それだけ言うと、静しず乃のは何か考える表情になる。

　保健室に降りる、よくわからない沈ちん黙もく。

　そして、息の詰つまりそうな間のあとに、

「お、おい、どこ行くんだよ」

「……帰る」

　彼かの女じよはふらふらと、保健室の出口へ向かった。

「多分、もう放課後でしょ？　時間的に……」

　言われて時計を見ると、時刻は午後一時を過ぎている。

　今日は午前ですべての予定が終わるはずだから、大おお幅はばにそれをオーバーしてここにいたことになる。

　そして、彼かの女じよは手を振ふることも、こちらを振ふり返かえることもなく扉とびらを開けると、

「じゃあ……」

　それだけ言って、廊ろう下かの向こうへ消えていった。

　一人ぽつんと保健室に残され、ぼう然としてしまう。

　……なんだったんだろう。

　なんで突とつ然ぜん、不ふ眠みんの話をしたらあんな感じに……。

　それに、話を遮さえぎられけれど『忍しのぶも』ってことは……。

　もしかして、静しず乃のも不ふ眠みんに悩なやまされてるってことなのか……？

　そして、

「……ん？」

　俺おれは──もう一つ気付く。

　ここしばらく、靄もやのように頭にかかり続けていた眠ねむ気け。

　それが、久しぶりに。

　一週間以上ぶりに、すっかり晴れていることに──。
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♠






　朝日の中、隣となりの寝ね顔がおをじっと見つめていた。

　すっと通った鼻筋。絹を思わせる肌はだに、薄うすい唇くちびる。

　そして──柔やわらかく閉じられたまぶた。

　まつげは存外長くて、二重は書家が引いた線のように流りゆう麗れいではっきりしている。

　その造りの美しさに息を吞のんでいると──まぶたがすっと開いた。

　俺おれに気付くと、宝石のような目が細められる。

　そして──、

「大おお滝たき……お前……」

　彼は──亮祐はこう言った。

「……近ちけえ……」

「……お、おう！」

　我に返って、俺おれは布ふ団とんの上でずざざっとあとずさる。

「そうだな！　確かに近すぎた、ごめん……」

　気付けば顔と顔の距きよ離りが十㎝くらいになってた。

　寝ね起おき直後に俺おれの顔が目の前にあったら、亮りよう祐すけもビビるだろう。

　亮りよう祐すけは布ふ団とんから身を起こし、伸のびをしながら苦く笑しようする。

「なんでそんな、至近距きよ離りでガン見なんだよ。確かに、隣となりで寝ねてもいいとは言ったけどさ……」

「いや、こいつマジで顔が良いいなと思って……」

　もう、宗教画か何かかと思った。

　朝日を浴びて眠ねむる亮りよう祐すけの寝ね顔がお、マジ神こう々ごうしい。

　思わず三十分くらいガン見してしまったし、こっそりスマホで写真を撮とろうかと割と本気で悩なやんだ。

「お褒ほめにあずかり光栄だけど、素材で言えば大おお滝たきの方が上だからな」

　そう言って、髪かみを搔かき上あげる亮りよう祐すけ。

「磨みがいてないだけで、もともとの顔とかスタイルはお前の方が全然良いいから」

　その姿ははだけたパジャマもあいまって、少女マンガの中のイケメンにしか思えない。

　そんなやつに、素材が上だなんて言われても、

「……悪質な冗じよう談だんだな」

「冗じよう談だんじゃねえし、大おお滝たきもそろそろ自覚した方がいいぞ、その辺」

　──早朝の、亮りよう祐すけの部屋でのことだった。

　同中出身のこいつは、俺おれと同じくこの春から一人暮らしを始めている。

　内地では高校生で実家を出るのは珍めずらしいそうだけど、北ほつ海かい道どうでは比ひ較かく的てきよくあることだ。

　地元の町に自分に合う高校がなかった場合、必然的によその町の高校に通うことになるし、距きよ離り的に遠ければ一人暮らしを始めることになる。

　うちのクラスにも、少なくない割合で一人暮らし組がいるようだった。

　とはいえ──、

「……ふむ」

　──部屋の中を見回し、俺おれは自分の部屋との違ちがいにそんな声を漏もらしてしまう。

　近所の量りよう販はん店で新生活家具セットを買った俺おれと違ちがい、亮りよう祐すけは都会で人気の海外家具店で一式揃そろえたらしい。もうなんか、生きるためだけの空間である俺おれの部屋とは段だん違ちがいにお洒しや落れで、そこに俺おれみたいなやつがいるという事実に若じやつ干かん申し訳ない気分になる。

「──ところで」

　と、顔を洗い朝ご飯の準備を始めながら、亮りよう祐すけが尋たずねてくる。

「そろそろ教えてくれよ──俺おれと一いつ緒しよに寝ねたいなんて言い出したわけ」

　──彼かれの言う通り、俺おれは亮りよう祐すけにこんなことをした事情を説明していない。

　放課後、突とつ然ぜん「今日、ちょっと亮りよう祐すけの家泊とまりに行っていい？」と尋たずね、快かい諾だくしてくれた彼かれの家にお邪じや魔まし、そろそろ寝ねようかとなった段で「どうせだったら隣となり同士で寝ねようぜ！」となし崩くずし的に添そい寝ねに持もち込こんだのだ。

　だって──言えるわけない。

　──いやあ、実は静しず乃のと添そい寝ねしたら眠ねむれちゃってさ。

　ワンチャン不ふ眠みん治ったんじゃ？　って期待したんだけど、それ以降また普ふ通つうに寝ねれなくなって……。だから、誰だれかと添そい寝ねしたら眠ねむれるのかなと思って、亮りよう祐すけに頼たのんだんだ。

　──まあ、まずいだろう。

　静しず乃のと添そい寝ねしたって前半部もやばいこと言ってるし、後半の理り屈くつもまあまあアレだ。だからここは……なんとか適当に話を逸そらすしかない。

「……いやーははは！　別に理由はないんだよ！」

　テレビを眺ながめている振ふりをしながら、俺おれはできるだけ自然な風を装よそおってそう言う。

「せっかくお互たがい一人暮らしだし、こういうのも青春だろ？　一回やっておきたくて……」

　……すまん亮りよう祐すけ！

　好意に甘あまえておいて噓うそをつくのが申し訳ないけれど、今回限りは許してくれ！

「……ふうん」

　朝食の皿を持って、亮りよう祐すけがこちらへやってくる。

　ローテーブルに並べられる、彼かれの手料理。トースト、スクランブルエッグ、ちょっとしたサラダにコンソメスープ、というシンプルな取り合わせ。

　けれど、

「おお、ありがてえ……」

　それが今の俺おれには、どうしようもなくありがたい。

「一人暮らし始めると、こういうののうれしさがわかるようになるよな。特に俺おれ、いつも朝は眠ねむくて作る気になれないからさ……」

「ならよかった。じゃあ食おうぜ」

「おう！　いただきます！」

「うん、いただきます」

　うなずいて、トーストをかじりはじめる亮りよう祐すけ。

　よかった、とりあえず追つい及きゆうはかわせたらしい。

　ほっとして水を一口飲んでいると、亮りよう祐すけはテレビに視線をやったまま。

　世間話みたいな、何気ない声こわ色いろで──、




「──大おお滝たき、誰だれかと添そい寝ねした？」




　──思わず、硬こう直ちよくした。

　けれど、亮りよう祐すけはさらに──、




「例えば──森もりさんとかと」




　──噴ふき出だした。

　口に含ふくんだ水を全部噴ふき出だしてしまった。

　や、やべえ……お洒しや落れな絨じゆう毯たんがびしょ濡ぬれに……！

　慌あわてて持ってきたタオルで拭ふくけれど、亮りよう祐すけはまったく気にしない様子で、

「その様子だと、当たりみたいだな」

　と、優ゆう雅がにスープを飲んでいる。

「……な、なんで」

　絨じゆう毯たんを拭ふきながら、俺おれは震ふるえ声で尋たずねる。

「なんで、わかったんだよそんなこと……」

「んー。まあ、状じよう況きよう的に大おお滝たきが俺おれの隣となりで寝ねたがったのは、多分不ふ眠みんが関係あるよなって」

　うっすら笑えみを浮うかべて、亮りよう祐すけはこちらを見る。

「誰だれかのそばだと眠ねむれるかもって思ったとか、誰だれかの家だと眠ねむれるかもって思ったとか。でも、普ふ通つうにそう思ったなら素す直なおに俺おれに言うだろ？　これまでも、散々相談に乗ってきたんだし」

「……まあ、そうだな」

「となると、なんか言いづらい事情があるんだろうな。うっかり誰だれかと添そい寝ねしちゃって、眠ねむれることに気付いたとか。しかも、その相手は女子だったとか。で、そうなると、第一候補になるのは森もりさんだ」

「……なんでだよ、いくらでも女子は他にいるだろ」

「二人が保健室でニアミスしてたのは、俺おれも知ってたからさ。六ろく曜ようさんがあの日、先生に森もりさんも保健室で寝ねてるって報告してたし。なのに、大おお滝たきはその後その件について何も触ふれてこない……ってことは、なんかあったろうなって」

「……そういう、ことか」

　確かに、言われてみればそういう推理もできるのかもしれない。

　いやでも……普ふ通つうそこまで察するか？

　こえーよ亮りよう祐すけ……。

　もうなんか、探たん偵ていとかになった方がいいんじゃないか？

　──なんて思いつつ、もう一口水を飲んでいると、

「──ていうのは噓うそで、放課後大おお滝たきの様子見に保健室寄って、森もりさんと寝ねてるの目もく撃げきしたからなんだけど」

　──噴ふき出だした。

　もう一度水を全部噴ふき出だした。

　慌あわててまた絨じゆう毯たんを拭ふく。

　ていうか何なんだよ！　結局俺おれまだ一口も水飲めてねーよ！

「で、その寝ね顔がおが本当に幸せそうだったからさ。俺おれも起こせなかったし、なんとなく今まで言い出せなかったんだ。ちなみに、六ろく曜ようさんも一いつ緒しよだったから、彼かの女じよもその添そい寝ねの件は知ってる」

「……マジ、かよ。亮りよう祐すけ知ってたのかよ、その件……」

　だったら、とんだ独り相撲ずもうじゃないか……。

　何食わぬ顔して一いつ緒しよに寝ねてくれって頼たのんだりとか……。

「教えてくれりゃいいのに、もう知ってるって……」

「ごめんごめん、こっちもどう言い出せば良いのかわからなくてさ。ほら、二人は今繊せん細さいな状じよう況きようだろうし。変にひっかき回したくないなって」

「……そういうことなら、仕方ねえけどさ」

「で、実際どうだった？　俺おれと一いつ緒しよに寝ねてみて」

　トーストをかじり、亮りよう祐すけは小さく首をかしげる。

「ちょっとは眠ねむれたのか？」

「……いや、それが全然」

「だよなあ……」

　亮りよう祐すけは、ちょっと悔くやしそうな顔で笑う。

「そのクマ見ればわかるよ。結局また、一いつ睡すいもできなかったか……」

「ああ、協力してもらったのに、申し訳ないんだけどな……」

　──結局、昨晩俺おれは眠ねむれなかった。

　条件としては、悪くなかったと思うのだ。

　隣となりにいる亮りよう祐すけの体温は感じた。その寝ね息いきも、耳に心ここ地ち好よく思った。

　なのに──静しず乃のと一いつ緒しよだったときとは違ちがい、あの安心感も眠ねむ気けも訪おとずれてくれなくて、結局俺おれは朝まで深く眠ねむることはできなかった──。

「しかし、そうなると」

　オレンジジュースを飲み、亮りよう祐すけは苦い顔になる。

「添そい寝ねの相手は誰だれでもいいわけじゃない、ってことになるよな」

「まあ……そういうことになるな」

「じゃあ、森もりさんと俺おれの違ちがいが何なのか。何が大おお滝たきにとって重要だったのか……。女の子だったり、幼なじみだったりとか……？」

「……なの、かなあ」

「だとすると……参ったなあ」

　亮りよう祐すけは、後ろ手に体重をあずけて苦く笑しようする。

「俺おれ……どっちにもなれそうにないし」

　──そこが問題なのだ。

　亮りよう祐すけがダメなら、次の手段を考えなきゃいけない。

　ただ、亮りよう祐すけより静しず乃のに近い存在で、添そい寝ねを頼たのめるような相手がいないのだ。

　女の子も、幼なじみも、添そい寝ねを頼たのむにしてはハードルが高すぎる。そういう相手と添そい寝ねしないと眠ねむれない、ってのもどうかと思うし……。

　むしろそもそも、誰だれであろうと添そい寝ねを頼たのむってのが無理ゲーすぎるのだ。

　たまたま亮りよう祐すけの度量が広かったから今回はお願いできたけれど、普ふ通つうの友人相手でもそんなこと頼たのむのはちょっと難しい。なんか、変な感じになりそうだし……。

「……あ、じゃあさ」

　と、亮りよう祐すけは思い付いた顔になり、

「うちの姉貴と寝ねてみる？　あいつも、あれで一応女の人だし」

「……あー」

　と一いつ瞬しゆん考えてから、俺おれは首を振ふる。

「……いや、やめておくわ。さすがにそれは気まずい……」

　確かに、中学時代亮りよう祐すけのお姉さんには大分良くしてもらった。

　おととし大学生になった、亮りよう祐すけのお姉さん。

　亮りよう祐すけに似て顔立ちが整っていて、気さくで世話焼きの姉貴、って感じの人だ。

　今一番頼たのみやすいのは、間ま違ちがいなく彼かの女じよだろう。なんとなく、ＯＫしてくれる気もする。

　けれど……だからって添そい寝ねを頼たのむのはどうかと思うし、うっかりそれでぐっすり眠ねむれちゃったら一層まずい。

　今後も、ちょこちょこ一いつ緒しよに寝ねてもらわなきゃいけなくなるし……なんか、それはそれで……どうなんだろうという。

「……まあ、そうだよなあ」

「もうちょっと、色々考えてみるわ」

　言いながら立ち上がり、俺おれは食器類を亮りよう祐すけの分もキッチンに持っていく。

　ここまでもてなしてもらったのだから、せめて洗い物くらいはしていこう。

「なんかまた、進展があったら報告するよ。ありがとな、心配してくれて」

「おう、どういたしまして」

　そんなやりとりをしたけれど、進展なんて全然期待できなくて。

　眠ねむい目をこすりながら、俺おれは整せい頓とんの行き届いたキッチンで洗い物を始めた。







　──休み時間の教室は、浮うわついたざわめきに満ちていた。

　入学してそろそろ一週間。クラス内でのグループや人間関係もはっきり見えはじめた頃ころで、初期の緊きん張ちよう感はちょっとずつ薄うすれかけている。

　そして、そんな中──俺おれは眠ねむ気けに耐たえながらスマホでネットショップを見ていた。

　チェックしている商品は──、

「……抱だき枕まくら、等身大フィギュア……そういうのと寝ねるんじゃ、ダメだろうか……」

　──いわゆる、アニメグッズだ。

　二次元の女子キャラを題材とした、大きめのグッズ──。

　──もう、背に腹は代えられない気分だった。

　静しず乃のと寝ねてからもうずいぶん経たつ。辛つらさが限界だし、そろそろマジで倒たおれてしまいそうだ。

　となれば──あれこれ贅ぜい沢たく言う暇ひまはない。とにかく、静しず乃のっぽくて一いつ緒しよに寝ねることができるものを探さないといけない。

　ということで。思い付いたのが、美少女キャラがプリントされた抱だき枕まくらと、等身大のアニメキャラフィギュアだった。

　これなら、亮りよう祐すけと比べてもまあギリギリ静しず乃のに近い、と言えるんじゃないだろうか……。

　一応、女の子だし……。

　香こう水すいとかかければ、いい匂においもさせられるだろうし……。

　……本当はもっとましなアイデアがあるだろうと思う。

　というか、もうこの段階で「これと添そい寝ねしても意味ないだろうな」と確信もしている。

　さらに言えば、教室でこういう商品をチェックするのもまあまあの危険行こう為いだ。オタク趣しゆ味みに理解のあるクラスメイト相手なら良いいけれど、いわゆる陽キャだとかパリピタイプには引かれるかもしれない。

　けれど……もう頭は回らないし対案は思い付かない。

　だから俺おれはすがるような気分で、俺おれは画面をスワイプして商品をチェックしていた。

　そんなタイミングで──、

「──ふうん、なるほどね」

　声がして初めて、静しず乃のが後ろにいるのに気付いた。

「抱だき枕まくらとフィギュア……か」

　ぎくりとして、弾はじかれたように振ふり返かえる。

　見れば静しず乃のは──不ふ機き嫌げんな表情を隠かくすこともなく。

　俺おれの目を見ることもなく、ぶすっと俺おれのスマホに視線をやっていた。

「え、お、おう……」

　話すのは、あの添そい寝ねのとき以来だ。

　あれ以来あまりにも気まずくて、声をかけることはもちろん視線を向けることさえためらっていた、静しず乃の。そんなあいつが、話しかけてきた──。

　思わず、キョドってしまう。口元に変な笑えみを浮うかべてしまう。

　……もちろん、これは静しず乃のにとって仲直りの合図なんかじゃないんだろう。

　その表情を見れば、声こわ色いろを聞けば、はっきりわかる。静しず乃のは、決して俺おれを許していない。

　──というか、やべ。画面見られた……。

　静しず乃の、どっちかっていうと陽キャっぽいし、引かれたかも。

　普ふ通つうに趣味のグッズ物色してると思われて、どん引きされたかも……。

　こみ上げる焦あせりに、言い訳を考えはじめたところで。

「……まあ、そういうこと考える気持ちはわかる」

「……へ？」

「余よ裕ゆうなければ、そうもなるよね」

　……ど、どういうことだ？

　……わかる？　そうもなる？　それは、どういう……。

　けれど、そんな疑問を口に出す前に、

「ちょっと来て」

　彼かの女じよは視線で廊ろう下かの方を示す。

　次の授業の時間が近いからだろう、人がまばらな静かな廊ろう下か。

　な、何だろう。何の用だろう……。

　とはいえ、断るわけにもいかず、素す直なおに静しず乃のに続いて教室を出た。

　彼かの女じよは廊ろう下かの突つき当あたりまで来ると、小さく辺りを確かく認にんし、短く口ごもってから──、

「──今日の放課後、空いてない？」

「え、ほ、放課後？　……なんで？」

「何でもいいでしょ……。空いてるの、空いてないの？」

「……空いてる、けど」

「忍しのぶって今、一人暮らしだよね？」

「まあ、そうだな……」

「おっけ。じゃあちょっとだけ時間ちょうだい。じゃあね」

「……お、おう」

　言いたいことだけ言うと、静しず乃のは俺おれの返事も待たず教室へ戻もどっていった。

「な、何なんだあいつ……」

　その背中を見送りながら、思わずそうこぼしてしまった。

　どういうことだろう……時間ちょうだいって。

　何か、話したいとか……？　でも、一体何を……？







「──お、おい、どこに行くんだよ……」

　──放課後。

　俺おれは静しず乃のに連れられて、路線バスに揺ゆられていた。

　学校近くにあるバス停から出る、これまで乗ったことのない路線のバスだ。

　景色が少しずつ見慣れない色合いを帯びはじめて、越こしてきたばかりの俺おれはちょっと不安になってしまう。

「そろそろ教えてくれよ、どこに向かってるんだよ、このバス……」

　その問いに、さすがに無視もどうかと思ったのか、

「……わたしの家」

　隣となりに立つ静しず乃のが、ぽつりとそう答える。

「ちょっと、取りに行きたい荷物があって……」

　……荷物、か。

　もしかして、荷物持ちを頼たのみたいってことか？　俺おれ、こんなガタイだし。

　でも……そんなこと、普ふ通つうわざわざ俺おれに頼たのむだろうか？

　他に頼たのめる友達とか家族とか、いくらでもいるんじゃないか？

　そんなことを考えていると、目的の停留所についたらしい。

「降りよう」

　と歩き出した静しず乃のに続いてバスから降車する。

　そして、辺りを見回した俺おれは──、

「……はー、すげえとこだな」

　田舎いなか者もの丸出しで、そんなセリフをこぼしてしまった。

　──高級住宅街だった。

　そこは、見るからに高そうな家々の建ち並ぶ、閑かん静せいな住宅街だった。

　凝こったデザインのマンションや、重じゆう厚こうな造りの戸建てたち。自分の住んでいる地域との差に、思わず息を漏もらしてしまう。

　しかも……スマホでマップを見ると、俺おれの家からも結構近いっぽい。歩いて行けちゃうくらいの距きよ離りだ。

　家の近くにこんな異世界みたいなところがあったんだな。こういう景色、マンガや映画の中だけのものなのかと思ってた……。

　そんなことを考えつつ、お互たがい無言でしばらく歩いたところで、

「……ここ」

　つぶやくように言って、静しず乃のが立ち止まる。

　彼かの女じよの視線の先にあったのは──、

「……おお」

　この街によく似合う、お洒しや落れな戸建てだった。

　二階建て、今風のクールな直線的デザイン。色合いは全体的にモノトーン。

　地元の町にあった静しず乃のの家はごく普ふ通つうの民家だったのに、それとはまったく別の雰ふん囲い気きの建物が目の前にあった。

　そしてその変化は──かつての静しず乃のと今の静しず乃のの違いと被かぶって見える気がした。

「すげえな……こんないいとこに住んでるのか」

　思わず、羨せん望ぼうの声を上げてしまった。

　静しず乃のの両親は揃そろって研究職だ。もともと農業に関する研究を俺おれたちの地元でしていたのだけど、五年前にこちらの大学に招かれて引ひっ越こしすることとなった。

　だからまあ、なんとなくのイメージとしてお金持ちなんだろうなと思っていたけれど、

「……ここまですごいとは思わなかった」

「別に、大したことないよ」

　素っ気ない口調で、そう言う静しず乃の。

「これくらいの家、その辺にいくらでもあるし」

　まあ……確かにそうなのかもしれない。

　この界かい隈わいだけを基準にすれば、さほど大豪ごう邸ていというわけでもないのかもしれない。

　けれど──、

「いやいや、でもこれは両親の努力があってのものだろ？」

　反射的に、俺おれはそう返す。

「あの町から出てきて、こんな立派な家を建てて、きっと仕事も頑がん張ばってるんだろうし。それは純じゆん粋すいに、すごいことだよ」

　素す直なおにそう思ったのだ。

　自分だって将来仕事を頑がん張ばりたいと思っている。けれど……どうだろう、こんな家を建てられるかはちょっと自信がない。だから何の含ふくみも意図もなく、俺おれは静しず乃のの両親をすごいと思った。

　──なのに、

「……っ」

　その言葉に──静しず乃のの顔が一いつ瞬しゆん歪ゆがむ。

　そして彼かの女じよは吐はき捨すてるように、

「本当にそんな、大した両親じゃない」

「……え、そ、そうか？」

「それに、家なんて、何の尺度にもなんない」

「……そんなこと、ないと思うけど……」

「ある」

「……」

　それ以上、言葉を返せなくなってしまう。

　な、何なんだろう……どうしたんだろう。

　急にそんな、頑かたくなになって……。

　何か、地じ雷らいを踏ふんだだろうか？　だとしたら、一体何がまずかったんだ……？

　もしかして、家族に何かあったんだろうか……。

　焦あせりでおろおろしはじめた俺おれに、

「ちょっと、ここで待ってて……」

　静しず乃のは静かにそう言って、門を開け家に入っていく。

「お、おう……」

　なんてなんとか返したけれど、俺おれの動どう揺ようは……はっきりと静しず乃のにもバレただろうと思う。







　──そして、数分したところで。

「お待たせ」

　静しず乃のが家から出てきた。

「お、おう、おかえり……」

　そう返しながら──ちょっとだけ俺おれはほっとする。

　どうやら、怒いかりは収まったらしい。静しず乃のの表情はつんとしたままだけれど、さっきまでの張はり詰つめた雰ふん囲い気きはどこにもなかった。

　ただ──気になるところも一点。

「そ、それは何だよ……？」

　大荷物を、背負っているのだ。

　小こ柄がらな静しず乃のには不ふ釣つり合あいに見える、大きなリュック。

　それだけでなく肩かたには旅行に使うようなバッグまでかかっていて……ずいぶんと重そうだ。

　けれど、

「……あとで説明する」

　と、静しず乃のはなぜかつれない返事だ。

「ええ……あとで話すくらいなら、今でもよくないか？」

「ダメなの」

「んん……じゃあまあ、いいけど……」

　ため息をつき、ひとまず説明は諦あきらめる。言いたくないならしかたない。

　ただ……さすがに見ていられないな。

　静しず乃のがそんな荷物を持って、ふるふると重みに耐たえているのがどうしても看過できない。

「……貸してくれ。俺おれ持つよ」

　言って、俺おれは彼かの女じよに手を差し出した。

　それがずいぶん意外だったようで、静しず乃のは目を丸くして、

「……いいの？　結構重いよ？　ただの、わたしの勝手な荷物だし……」

「ああ、構わないよ。実家でも俺おれ、荷物持ち要員だったから」

「……でも、なんか申し訳ない」

「気にするなって。むしろ手伝えない方が、気になって落ち着かないんだよ」

「……そう」

　と、静しず乃のは相変わらず迷うような表情を見せてから、

「じゃあ、お願いする……」

「おう、任せとけ」

　静しず乃のからリュックをもらって背負ってみた。

　うん、案の定結構重い。

　俺おれにとっては楽勝だけど、やっぱりこれは静しず乃のには無茶だっただろう。

　ほんとこれ、何が入ってるんだ……？

「ありがとう……」

「いいんだって。で、これをどこに運べば良いんだ？」

　どこか他にある倉庫とか？

　あるいは、学校に持っていきたいとか、そういうことだろうか？

　そんなことを考えている俺おれに──静しず乃のは、意外な行き先を告げる。
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「──へえ、ここ……」

「おう……」

　──忍しのぶに連れてきてもらった、そのアパート。

　そのありふれた建物を見上げながら、わたしは激しく緊張しはじめていた。

　いや本当は、今日は朝からドキドキしっぱなしなんだけど……。

　見た目はごく普ふ通つうの建物だ。

　築年数は、割と浅そう。

　こぎれいだけど造りは簡素で、学生や若い社会人の一人暮らし向けに建てられたっぽい。

　──そっか、ここか。

　わたしは、一人小さく息を吐はく。




　今、忍しのぶ──ここで一人暮らししてるんだ。




「……つーわけで、行くぞ」

「うん……」

　うなずいて、わたしは忍しのぶのあとに続いて建物の敷しき地ちに入った。

　──忍しのぶの部屋に、持っていきたいの。

　荷物の運び先を尋たずねる忍しのぶに、わたしはそう答えた。

　事情があって、わたしはこの荷物を忍しのぶが暮らす部屋に持っていきたい。

　そしてそこで──一つ、大切な話をしたい。

　その答えに、忍しのぶはずいぶんと驚おどろいた様子だった。「え!?　俺おれんち!?」「なんで!?」と思いっきりうろたえていた。まあ、それも当然だろう。脈みやく絡らくも全然ないし。

　けれど、そんな彼かれをなんとかごまかして、歩くこと二十分。

　わたしたちは、このアパートに到とう着ちやくしたのだった。どうやら偶ぐう然ぜんわたしの家と忍しのぶの家は、結構近くにあったらしい。

「そこの、廊ろう下かの端はしの部屋だから」

「わかった……」

　向こうの扉とびらを指差す忍しのぶにうなずきつつ……わたしは、ドキドキしはじめる。

　男の子の一人暮らしの部屋にお邪じや魔まするなんて、生まれて初めてだ……。

　どんな感じなんだろ？　マンガとかいっぱい置いてあるのかな？

　なんか、やらしい本とかあったりするんだろうか？　忍しのぶは、あんまりそういうの持ってないイメージだけど……。

　それに……と、わたしは小さく深呼吸した。

　わたしは今から──忍しのぶに『秘密の告白』と『提案』をしなくちゃいけない。

　悔くやしいけれど、恥はずかしいけれど、彼かれにどうしても一つお願いしなくちゃいけない。

　その緊きん張ちよう感と、「断られたらどうしよう」という不安で、心臓はもう破は裂れつしそうだった。







「──へえ……これが、忍しのぶの部屋……」

　到とう着ちやくした彼かれの部屋、ローテーブルのそばに腰こし掛かけ、わたしは辺りを見回した。

　目に映るすべてのものが新しん鮮せんで、なんだかちょっと面おも白しろい。

　機能性重視で選んだっぽい家具家電たち。垢あか抜ぬけないその選び方が忍しのぶっぽい。

　本ほん棚だなに詰つまっているのは、月刊『畜ちく産さん技術』のバックナンバーがたくさんと、小説、マンガ、参考書。これもなんとなくイメージ通り。

　それから、棚たなの上には──、

「あ、おじさんとおばさんの写真……元気そう。それに、賞状とかトロフィーが一杯ぱい……」

「おう、まあ、色々勉強とか運動頑がん張ばったらもらえてさ。……それで」

　と、彼かれはローテーブルに二人分のお茶を置くと。

　ちょっとためらう表情を見せてから──わたしに切り出す。

「その荷物は、何なんだよ？　なんでこんな急に、俺おれの家に……」

「……そうだね、そろそろ話そうか」

　……うん、あんまり引き延ばすわけにもいかない。

　ここらで観念して、本題に入ろう。

　わたしは大きく深呼吸すると──傍かたわらの鞄かばんに手を伸のばし、中のものを取り出しはじめた。

　まず出てきたのは、たくさんのタオル類。

　歯ブラシ、櫛くし。

　ボディソープにスキンケア用品にメイク道具。

　そして──小さなドライヤー。

　さらにリュックのファスナーを開け、枕まくらを出す。

　そこまで見て、忍しのぶも意図を理解したらしい。

「これは……つまり……」

　なんてこぼしながら、目を見開いている。

　そしてわたしは、もう一度大きく息を吸うと──、

「──は……恥はじを忍しのんで、お願いします……！」

　心臓が一層暴れ出すのを感じながら。

　恥はずかしさと不安で泣きそうになりながら──忍しのぶに言う。

「わ、わたしと……もう一回……一いつ緒しよに寝ねてください……！」

　忍しのぶが小さく息を吞のむ。

　そんな彼かれに、

「わたしも……眠ねむれないの」

　まずは、はっきりとそう明かした。

「多分、忍しのぶと同じで、高校に入ってから……わたしも、不ふ眠みんが続いてるの」

「……そ、そうだったんだ」

　驚おどろきの表情で、そう言う忍しのぶ。

「す、すごい偶ぐう然ぜんだな。まったく同じタイミングなんて……」

　……まったくその通りだ。

　新生活が始まるとそういう風になる人もいるだろうけれど、それでもこんな偶ぐう然ぜんなかなかないと思う。

　それでも……なってしまったものはしかたない。

　わたしと忍しのぶは、偶ぐう然ぜんにも、まったく同じトラブルに見み舞まわれている……。

「そんなわたしが、この間の保健室では眠ねむれた。忍しのぶと同じように、本当に久しぶりにぐっすり眠ねむれた……。だから、あれから色々試ためしたんだ。何が良かったんだろう……なんで、あのとき寝ねれたんだろうと思って……それを、もう一回再現できないかって」

　真面目な顔で、話を聞く忍しのぶ。

　わたしは唇くちびるを嚙かみ、

「でも、なんか……全然ダメで……。花音かのんに一いつ緒しよに寝ねてもらっても、全然眠ねむれなくて。むしろあのときは、あの子も変に興奮して二人とも徹てつ夜やしちゃったし……。だからつまり、あの保健室の日以来全然眠ねむれてない……」

　本当に、何をやっても清すが々すがしいほど効果がなかった。

　結局、わたしの不ふ眠みんはまったく治っていない。

「だから……忍しのぶだけなのかもしれない……。なんでかわかんないし、納なつ得とくもいかないし、ほんと困るけど……わたしは、忍しのぶと一いつ緒しよのときだけ、眠ねむれるのかも……」

　今のところ、そうとしか思えないのだ。

　もしかしたら、他にもそういう相手はいるのかもしれない。

　手て当あたり次し第だいに添そい寝ねをお願いすれば、他にも眠ねむれる相手はいるのかもしれない。

　けれど……現実的にはそんなの絶対無理。

　そして、わたしの体力はそろそろ限界。

　となると──頼たよれるのは、忍しのぶだけ。

「……あのっ、絶対迷めい惑わくはかけないから！」

　唇くちびるを嚙かんでいる忍しのぶに、わたしは続ける。

「忍しのぶのお父さんお母さんには言わないし、うちの親も今は、研究で内地にいることが多くて実質一人暮らし……。バレることもなければ、問題になることもないよ！　あ、あと……」

　と、そこまで言って、わたしは気まずさに口ごもりながら、

「ちょっとくらいなんか……当たったりしても怒おこらない！　こっちのなんか、身体からだとか、そっちのとか……色々……」

　そういう事故も、起きちゃうと思う。

　前回胸が当たったのも、今考えてみれば事故だったんだと思う。

　逆に──忍しのぶの何かが当たることもあるだろう。まあ、なんというか、諸もろ々もろ……。

　本当は、そういうのも恥はずかしくてしかたない。できれば避さけたいと思う。

　けれど、こうなった以上いちいち騒さわいではいられない──。

「……だから！」

　そして──わたしは、まっすぐ忍しのぶに向き合うと。




「お願い……ひ、一晩、わたしと試ためしに添そい寝ねしてください！」




　──部屋に沈ちん黙もくが下りる。

　息ができなくなるような、身動き一つ取れないような、張はり詰つめた静けさ。

　──どうなるだろう。

　断られる？　受け流される……？

　保健室で、わたしはずいぶんと忍しのぶに酷ひどいことを言ってしまった。

　それなのに今さらこんなこと言って……怒おこられるかもしれない。

　こみ上げる不安に身を固くしながら、待つこと数秒。

　忍しのぶが──予想外の言葉を口にする。

「……ごめん。静しず乃のにそんなこと言わせて」

「……へ？」

「本当は、俺おれから切り出すべきだった……。ごめん、気が利きかなくて……」

　俺おれから、切り出すべき……？

　……どういうこと？

　困こん惑わくするわたしに、忍しのぶは自分を責めるような口調で話しはじめる。

「静しず乃のももう、わかってるだろうけど……俺おれも全く同じ状じよう況きようなんだよ。あれから一度も眠ねむれていないし、色々試ためしてもダメだった。だから……本当は、俺おれがお願いするべきだった。女子がそんなことをお願いするのは……すごく苦しいだろうし。しかもその相手が、ちょっとケンカ中だったならなおさら……」

　そして、忍しのぶは悔くやしげに唇くちびるを嚙かむと。

「ごめん、俺おれの配はい慮りよ不足だ……」

「……そ、そんな、忍しのぶが謝あやまるようなことじゃ！」

「いや、申し訳ねえ……。ちくしょう、まだまだだなあ、俺おれ……」

　自分を責めるように、そんな言葉をこぼす忍しのぶ。

　そんな彼かれに──わたしは思わず、小さく笑ってしまう。

　どれだけ真面目なやつなんだろう……忍しのぶは。

　そこまで気き遣づかいなんてできなくてもいいし、そんなに悔くやまなくてもいいのに……。

　そして……わたしはようやく実感する。

　忍しのぶは、変わらないんだ。

　忍しのぶはあの頃ころと変わらず、すごく優やさしくて、周りの人を大切にできる男の子のままなんだ……。

　──認めよう、ちょっと気持ちが揺ゆらいだ。

　少しだけ、思う。

　もう、色んなことは一いつ旦たん忘れて、仲良くしちゃえばいいんじゃない？

　これからの高校生活、普ふ通つうに忍しのぶと一いつ緒しよに楽しく過ごせば良いんじゃない？

　それが彼かれにとってもわたしにとっても、一番良いい未来なんじゃ……。

　──けれど、

「……うん、ありがとう」

　短く考えると、わたしは気持ちを切きり替かえる。

　表情を引ひき締しめて、背筋を伸のばして忍しのぶに言う。

「じゃあ、ひとまず今夜は試ためしに一いつ緒しよに寝ねてみようか。ご飯食べてお風ふ呂ろ入ったら、タクシーでまた来るから。用意して待ってて」

「おう、わかった」

　──やっぱりダメだ。

　約束を忘れていたことは、簡単に許しちゃダメだと思う。

　それは、わたしにとって本当に大切な約束だったんだ。

　なかったことにしちゃいけない。

「それじゃ、またあとで」

「おう、じゃあまた」

　言い合って、わたしは部屋を出る。

　──ひとまず、一つ大きな山を越こえられた。

　断られる可能性もあったし、どん引きされる可能性もあったと思う。

　よかった、忍しのぶにＯＫもらえて……。

　そして、わたしは自宅に向かって歩き出しながら──小さく気合いを入れた。

　あとは、彼かれと添そい寝ねするだけ。

　実際に一いつ緒しよに寝ねて、どうなるか確かく認にんするだけだ──。







　そして──夜の十一時過ぎ。

　ご飯を食べ終えお風ふ呂ろにも入ったあと、忍しのぶの家の前で。

「……こんばんは」

　開いた玄げん関かんの扉とびらから、彼かれが顔を出した。

「うん、こんばんは」

　ぺこりと頭を下げ、わたしはそう返事する。

　──思った以上に、穏おだやかな気分だった。

　自宅でいつも通りにご飯を食べ、お風ふ呂ろに入ったおかげか──完全にわたしは平常心。肩かたの力も抜ぬけてリラックスしていた。

　確かに──これからわたしと忍しのぶは添そい寝ねをする。

　前回のように事故でなく、自分たちの意思で添そい寝ねをする。

　結構緊きん張ちようしそうだな、と思っていたし冷静でいられる自信もなかった。実際、保健室では大混乱しちゃったわけだし……。

　けれど……考えてみればこれは全部ぐっすり眠ねむるためなんだ。

　そこにあるのは利害関係だけだし、動どう揺ようなんて必要ない。

　ただ、粛しゆく々しゆくと添そい寝ねすればいい──。

　部屋に入れてもらって、ベッドのある部屋へ向かいながら、わたしは気持ちに余よ裕ゆうができたのをはっきりと感じる。

　うん、全然いけそう。この部屋の感じにももう慣れたし、楽勝だ。

　むしろ……忍しのぶがちょっと心配かもしれない。

　彼かれは今も、純じゆん朴ぼくな田舎いなか少年のままなんだ。女子と添そい寝ねなんてきっと動どう揺ようしてしまうし、うまく寝ね付つけなくなるかもしれない。

　もしもそうなったら……しかたない。わたしがなんとかしてあげないと。彼かれの緊きん張ちようをほぐして、眠ねむれるようにしてあげないと。

　寝ねる場所を提供してもらったんだし……恩返しにそれくらいはしてあげよう。

　──この段階までは、そんなことを考えていた。







「……じゃあ、寝ねるか」

「うん、そうしようか……」

　諸もろ々もろの準備を済ませて、忍しのぶが電気を消す。

　先にベッドで待っているわたしのところに、忍しのぶが来る。

　近づいてくる足音と衣きぬ擦ずれの音。伝わる彼かれの気配。

　そして、マットをきしませて彼かれがベッドに腰こし掛かける──。

　……。

　……。

　……。

　……ん？

　なんか、おかしい。

　心臓が、妙みように加速をしはじめた。

　全身が熱くなって、汗あせが滲にじみはじめた。

　……どうしたんだろう？　なんか、部屋が暑すぎるとか？

　もしかして、不ふ眠みんとは別でわたし体調悪いのかな……？

　けれど──忍しのぶが隣となりで横になって。

　その体温を肌はだで感じた瞬しゆん間かん──理解した。

　──あ、ダメだ。

　──ダメだこれ。




　──めちゃくちゃドキドキする!!!




　自覚した途と端たん──叫さけび出しそうな動どう揺ように襲われた。

　え、ど、どうしよ……！

　これ、どうしよ……！

　近！　忍しのぶ近い！

　体温がほんとすぐそこにあるんですけど！

　なんか……懐なつかしい匂においもするし！　昔忍しのぶとよく遊んでいた時期を思い出す、懐なつかしくて心ここ地ちいい匂におい……！

　おおおおおおお……！

　やっぱり無理だ！　男子と添そい寝ねなんて！

　で、でもどうしよう!?　今さら帰るなんて言えない！

　ここまで来ておいて、今さらやっぱりなし！　なんて……。

　そんなわたしに気付かない様子で、

「……狭せまくてごめんな」

　忍しのぶはそう言って、布ふ団とんの上で身じろぎする。

「まさか、誰だれかと寝ねると思ってなかったから、普ふ通つうのシングルベッドで……」

「や、だ、大だい丈じよう夫ぶ！　割と、スペース余よ裕ゆうあるし！」

　──わけのわからない噓うそを言ってしまった。

　むしろ、本当はめちゃくちゃ狭せまい。そのせいで腕うでが密着して、忍しのぶの身体からだを妙みように生々しく感じている。

　……でもしょうがないでしょう！　わたし、男子と添そい寝ねしてるんだよ!?

　しかも、彼かれ氏しでも何でもない男子と！　冷静に返事なんてできないって！　いや彼氏もいたことないけど！

　……これは、これはどうすれば……。

　寝ね返がえりを打ち、忍しのぶに背を向けながらわたしは考えはじめる。

　こんなんじゃ、絶対朝まで一いつ睡すいもできない……。

[image: ]

　どうやって、これからの時間をしのげばいいんだ……。

　……ていうか忍しのぶは何なの！

　なんでそんな冷静な感じなの!?

　こんなにわたしと密着してるんだから、ちょっとくらい取り乱してくれてもいいじゃない!?

　まさか──わたしだけが、一人こんなにテンパってるの!?
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　──やばいんだが。

　ドキドキがマッハでやばいんだが。

　部屋の電気を消し、静しず乃のの隣となりでベッドに横になり。

　──俺おれは完全に、テンパっていた。

　なんか……めっちゃいい匂においする……！

　え、何これ？　シャンプーとかなんかそういうのの匂においか……!?

　静しず乃のって普ふ段だんからこんなに良いい匂においさせてるの？　どういう仕組みだよ……。

　ていうか……なんか、触ふれ合あってる腕うでの部分が妙みように柔やわらかくて温かい。

　自分の腕うではめちゃくちゃごつごつしてるのに、静しず乃ののはなんかこう、丸っこいというか……。

　女子と男子の身体からだって、こんなに造りが違ちがうのかよ……。

　たかが腕うででこんなに柔やわらかいなら……他の部分とか、どうなってしまうんだ……。

　ちなみに、現在静しず乃のはパジャマを着ている。

　薄うす手でのシャツと、同じ素材のズボンという、マンガに出てくるようなベタなパジャマだ。

　それが……まあ……本当に無防備で、完全に防ぼう御ぎよ力ゼロなのだ。

　身体からだのラインもわかるものだったし、今も割とこう……薄うすい生き地じ越ごしに彼かの女じよの肌はだを感じて、呼吸が止まりそうになる。

　……あと吐と息いき！

　聞こえてくる静かな吐と息いき！

　何なんだ……！　なんでただの呼吸音がこんなかわいいんだ……！

　すーすー小動物みたいな音立てて……。これで多分わざとじゃないんだから、本当に恐おそろしい……。

　……うん、認めよう。

　正直なところ、静しず乃のはかわいい。

　思ってたのと違ちがう感じになってたとはいえ、正直めちゃくちゃかわいい。

　そんな女の子と添そい寝ねなんて、考えてみれば冷静になれるわけないんだ。

　ましてや、熟じゆく睡すいなんて絶対に無理だろ……！

　……しかしまあ、こんな状じよう況きようでも静しず乃のは冷静だな。

　この部屋に来たときから全然落ち着いてたし。

　こんな風に密着していても、挙動不ふ審しんになる様子なんて微み塵じんもないし。

　そう考えると、なんかこう……負けた気分だ。

　別に勝負でも何でもないんだけど。

　お互たがいが眠ねむれればそれでいいんだけど……妙みように悔くやしいし、納なつ得とくいかない。

「……はぁ」

　とりあえず、このままじゃダメだ……。

　気分を変えるため、水でも飲みに行こう。

　こりゃ一いつ旦たん仕切り直さないとどうにもならないわ……。

　身体からだに力を入れて、起き上がろうとする。

　静しず乃のは寝ねそうになってるかもしれないから、できるだけこっそりと。

　けれど──、

「……？」

　身体からだが動かない。

　……ああ、これは。

　……保健室でも覚えがあるやつだ。

　やっぱり、俺おれは静しず乃のと──。

　そこまで考えて──意識はブラックアウトした。







　──心ここ地ちいい音と香こうばしい匂においで、目が覚めた。

　何……だろう。

　何かが焼けているような……料理中みたいな、音と匂においだ……。

　布ふ団とんから身を起こし、スマホで確かく認にんすると──時刻は六時ちょっと過ぎ。

　カーテンの開けられた窓からは朝日がさんさんと差さし込こんでいる。

　そして──そんな中。

　こじんまりした俺おれの部屋、その片かた隅すみのキッチンで──すでに制服に着き替がえた静しず乃のが、朝ご飯を作っていた。

「……あ、お、おはよう」

　静しず乃のがこちらを見て、短くそう言う。

　どこか気まずそうな、酷ひどく恥はずかしそうな揺ゆれる口調で。

「……ど、どうだった？　忍しのぶは眠ねむれた……？」

　その問いで、ようやく俺おれは思い出す。

　そうだ、俺おれと静しず乃のはまた添そい寝ねしたんだ……。

　今度は、お互たがい了りよう承しようの上、俺おれの家で……。

　そして俺おれは、

「……寝ねれた」

　まずは端たん的てきに、彼かの女じよにそう答える。

「というか正直──めちゃくちゃよく眠ねむれた」

　──ぐっすりだった。

　あんなにドキドキして、絶対に眠ねむれないと思ったのに……ほんとに、朝までぐっすり眠ねむれてしまった。

　こんなに身体からだが軽いのは久しぶりだ。頭痛はしないし頭は回るし、これまで自分がどれだけパフォーマンス低下していたかを改めて実感する。

　眠ねむりに就ついたのは……多分午後十一時過ぎ。

　ということは、七時間くらい寝ねたことになる。

　こんなに長時間の睡すい眠みんを取れたのは、高校生になって初めてかもしれない……。

「……静しず乃のは、どうだった？」

　その問いに──静しず乃のは料理中だったフライパンに視線を落とす。

　そして、その小さな口の隙すき間まからこぼすように、

「……すごく眠ねむれた」

　とつぶやいた。

「最初は、絶対無理と思ったけど……気付いたら朝だった……」

「ああ、じゃあ俺おれと同じ感じだな……」

「……なんでなんだろう」

　料理を皿に盛り付けながら、静しず乃のは不本意そうに言う。

「なんでこんな、忍しのぶと一いつ緒しよのときだけ眠ねむれるんだろう……。ずっと仲良かったとかならわかるけど、五年も間が空いてたのに……」

「そこ、だよな……」

　──それが俺おれも、わからなかった。

　昨日だって、実際緊きん張ちようしまくったのだ。

　ドキドキしてそわそわして、客観的に見ても眠ねむれるような状じよう況きようじゃなかった。

　けれど──気付けば身体からだが動かなくなっていて、眠ねむ気けがもうすぐそこまで押おし寄よせていて、あっという間に眠ねむりに就ついてしまった。

　それが一体どうしてなのか、まったくわからない。

「でも、わかってるのは……」

　深く息をつき。

　諦あきらめと困こん惑わく交じりに──俺おれは静しず乃のに言う。

「しばらく……俺おれたちはこうするしかない、ってことだろ……」

　言いながらも、恥はずかしさで顔が熱くなってくる。

　俺おれは今、同級生の女子に毎日一いつ緒しよに寝ねようと提案してるんだ。

　恥はずかしいし照れくさいし、どんな表情をすればいいのかわからない。

　けれど──今度は俺おれから言いたいと思うのだ。

　静しず乃のが最初に、一いつ緒しよに寝ねようと言い出してくれたように。

　今回は、俺おれが彼かの女じよに切り出したいと思うんだ。

「だから、静しず乃の──」

　顔を上げ、俺おれは彼かの女じよに提案する。

「少なくとも、この不ふ眠みんが治るまで……俺おれと一いつ緒しよに寝ねてほしい」

　静しず乃のは───ちょっと驚おどろいたように口元をもごもごさせると。

　視線を泳がせてから、小さく俺おれにうなずいてみせた。

「……う、うん、お願いします」
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　──あれから、一週間。

　静しず乃のと俺おれが毎日添そい寝ねをするようになってから、一週間が経たっていた。

　毎晩、夕飯とお風ふ呂ろのあとに静しず乃のがタクシーでやってきて、朝まで一いつ緒しよに寝ねて、翌日何事もなかったかのように別々に登校する日々。

　おかげで、眠ねむ気けは完全に解消した。

　頭痛も目め眩まいもきれいに吹ふっ飛とんだ。

　高校生になって二週間。ようやく俺おれは最低限健康的な生活を手に入れることができたのだ。

　ただ──彼かの女じよと一いつ緒しよに寝ねるドキドキは、どうしても変わらなかった。

　静しず乃のが来る時間が近づくとそわそわするし、並んで布ふ団とんに入れば心臓が飛び出しそうになる。こればっかりは、慣れることができそうにない。むしろ、睡すい眠みん不足が収まった分そっちがより酷ひどくなったかも……。

　ちなみに……静しず乃のの方は、相変わらずそうでもないっぽかった。

　あの夜以降も、彼かの女じよはずっと冷静にこの状じよう況きようを受け止めているようだし、添そい寝ね以外は塩対応なのも変わらない。

　……やっぱり、まだ例の約束のことを引きずっているんだろう。

　完全に食くい違ちがった、俺おれたちの約束。牧場と、東京の件。

　そのことは……まあしかたないとも思う。

　俺おれだって、今もどうしてあんなことになったのか気になるし、納なつ得とくもいっていない。

　ただ……こんなにそばにいて、なんなら密着して一晩過ごしているのに、あれだけ落ち着いていられるのもなんだか寂さびしかった。

　あいつにとって俺おれは、そばにいて一いつ緒しよに寝ねてくれる、大きな温かい生き物──それこそ、牛みたいな扱あつかいなんだろうか……。

　それに──困った変化も一つ。

「……うう……」

　その朝──アラームの鳴る前に目覚めた俺おれは、自分が置かれている状じよう況きように、思わず呻うめいてしまった。

　──しがみつかれていた。

　布ふ団とんの中、眠ねむったままの静しず乃のに思いっきりしがみつかれていた。

　俺おれの腕うでに抱だきついて、寝ね息いきを立てている静しず乃の。

　見れば、その口からはわずかによだれが垂れている──。

　──まあ、緩ゆるんできたのだ。

　添そい寝ねにちょっとずつ慣れてきたのか、警けい戒かい心が薄うすらいだのか。

　静しず乃のの緊きん張ちよう感が、全体的に緩ゆるんできたのだ──。

　こういう風に思いっきりくっついてきたり、パジャマのボタンが外れていることもしばしば。ただでさえ添そい寝ねでどぎまぎしているこっちとしては、追加攻こう撃げきを受けてノックダウン寸前だ。

　実際今も……、

「……ッ！」

　見下ろすと──大分見えている。

　パジャマの胸むな元もとから、谷間が思いっきり見えている。

　しかも、生き地じに隙すき間まができたせいで、大分きわどいところまで肌はだが露ろ出しゆつしてしまっている。

　細身の静しず乃のだけど、そこはかなりボリュームがあるらしい。ややもすれば、こぼれてしまいそうな危あやうい状じよう況きようだ。

　──いけない。

　──このままでは、諸もろ々もろまずい。

　特に──密着しているこの体勢だと、なんというか、色々あれだ。

　俺おれは実家の仕事で培つちかった強きよう靱じんな精神力で、視線を静しず乃のから外す。

　そして、一㎜ずつ──ほんの少しずつ、彼かの女じよの拘こう束そくから逃のがれようとする。

　この状じよう況きようで静しず乃のが目を覚ませば、これまで以上に気まずい状じよう況きようになるのは間ま違ちがいないし……最悪また、変な疑いをかけられるかもしれない。

　そして──格かく闘とうすること五分。

　ようやく静しず乃のの腕うでを外し、ベッドの横にしゃがみこんで呼吸を整えていると、スマホのアラームが鳴った。

「……ん、んん……」

　静しず乃のが目を覚まし、身体からだを起こす。

　そして、こちらを見ると首をかしげ、

「おはよう、忍しのぶ……ていうか、何してるの？」

　──怪け訝げんそうな表情だった。

　まあ確かに俺おれ、ベッドの横で、妙みように疲つかれた様子で息を荒あらくしているわけだしな。そりゃ困こん惑わくもするわ……。

　ひとまず、俺おれは膝ひざを曲げ伸のばししてみせ、

「……や、日課の筋トレをさ！」

　なんて静しず乃のに説明した。

「やっぱ、毎日やらねーと身体からだなまっちゃうし……」

「……これまでは、やってなかったよね？」

「……いや、それは……ほら、静しず乃のがいないときとか、先に起きたときにやってたんだよ、実は！」

「……ふうん」

　いぶかしげな顔の静しず乃の。

　一応納なつ得とくはしたようだけど、微び妙みように疑いは消えていない表情……。

　……このままじゃ、まずいかもしれない。

　このまま静しず乃のがどんどん緊きん張ちよう感を失って、無防備になっていったら……。

　いつかボロを出して、こっちの動どう揺ようが伝わってしまうかもしれない。

　……俺おれ、どうすればいいんだろう。

　延々スクワットを続けながら、俺おれは一人そんなことを考えていた──。
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「──朝から、筋トレって……」

　目を覚まして身み支じ度たくをしながら、わたしは小さくため息をつく。

　添そい寝ねを始めてから、一週間。

　体調は完全に元通りだし、やっと高校生活を楽しめるようになってきた。

　ただ……、

「ふっ……ほっ……」

　ベッドのわきで、一人筋トレを続けている忍しのぶ……。

　──仮にも、将来を誓ちかった幼なじみと添そい寝ねしたのに。

　結構無防備なわたしを見ているはずなのに──彼かれは動どう揺ようすることも照れることもなく、ごく普ふ通つうの生活を続けているのだ。

　……こっちは、今でもドキドキしてるのにさ。

　忍しのぶの家につくたびに、一いつ緒しよにベッドに入るたびに、心臓が破は裂れつしそうになるのに……酷ひどくない？

　もうちょっと、女の子扱あつかいしてくれたっていいんじゃない……？

「……朝ご飯作るね」

　もう一つため息をついてから、わたしはキッチンに立つ。

「和食でいい？　冷蔵庫に卵あったから、卵焼きとお味み噌そ汁しると……」

「ああ、いいよ、俺おれやるよ」

「……そう？」

「ああ、昨日も作ってもらったし」

「……わかった、じゃあお願い」

　うなずくと、わたしはお言葉に甘あまえてローテーブルのそばに座り、ぼんやりスマホのチェックを始める。

　……なんか、こんな感じになっちゃうと。雑な扱あつかいが当たり前になっちゃうと、どんどん新しん鮮せん味みが薄うすれてありがたみも忘れられて……いつか本当に、どうでもいいやつって思われちゃいそう。







「──で、最近は、どうなの……？」

　昼休み。いつものように教室で花音かのんとお昼を食べていると、彼かの女じよは恐おそる恐おそるそんなことを聞いてくる。

「うまくいってるの？　どういう感じ……？」

「……どうって、何が？」

「いやそりゃもちろん……」

　と、彼かの女じよは視線をちらりと教室の向こうに──忍しのぶの方に向けると、

「彼かれのことだよ……！」

　──忍しのぶは今日も廊ろう下か側の席で、小こ峰みねくんと一いつ緒しよにご飯を食べていた。

　何やら楽しげに談だん笑しようしていて、こちらのやりとりにはまったく気付いていない様子。

　ちなみに──彼かれとは相変わらず学校では口を利きいていない。

　はたから見たらただのクラスメイト同士にしか見えないだろうし、まさかわたしたちが毎晩一いつ緒しよにいるなんて想像もつかないだろう。

　けれど花音かのんは、どこか緊きん張ちようした面おも持もちで声を潜ひそめ、

「あれから毎日……添そい寝ねしてるんでしょ？　どう？　彼かれとの仲は……」

　──忍しのぶと添そい寝ねを始めたことは、この花音かのんだけには説明してあった。

　先日の保健室でもずいぶん心配をかけてしまったし、あんまり隠かくし事ごともしたくなくて。

　まあ、花音かのんはずいぶんと驚おどろいた様子で「マ!?」「それ、大だい丈じよう夫ぶなの!?」「……大おお滝たき忍しのぶ、名前覚えたからな……」なんて言っていたけれど。最終的には、わたしがそれで元気になるならと納なつ得とくしてくれた。

　だから、少しでも安心させたくて、わたしは彼かの女じよに笑いかけると、

「うん……おかげでぐっすり寝ねれてるよ。心配してくれてありがと」

「──なん……だと？」

　なぜか驚きよう愕がくに目を見開く花音かのん。

　そして彼かの女じよは、もう一度キッと忍しのぶの方をにらみ──、

「大おお滝たき忍しのぶ、どんなやつかと思ったけどなかなかやるな……！」

「何その、バトルマンガの敵キャラみたいな……」

「わたしですら、静しず乃のをゆっくり寝ねかしつけることができなかったのに！」

「そ、そこまでライバル心燃やす……!?」

　──確かに。

　わたしは忍しのぶに添そい寝ねをお願いする前に、花音かのんにも同じことをお願いしている。

　そしてその結果──うまく眠ねむれなかった。

　結局朝まで熟じゆく睡すいはできず、むしろ花音かのんも謎なぞにわたしとの添そい寝ねに興奮してしまい……無む駄だに二人で徹てつ夜やしただけで終わってしまった。

　でも……、

「たまたまそうだったってだけだし、気にすることないよ……。別に、花音かのんがダメだったとかそういうことじゃないよ」

「そうは言ってもね、心穏おだやかではいられないよ！」

　そして、花音かのんはこちらに身を乗り出すと、

「ねえ、どういうやつなの？　大おお滝たき氏は。静しず乃のを任せるに足るやつなの!?」

「ちょ、声大きい！　ていうか、どういうスタンスなのそれ……」

「普ふ通つう推おしが男子と添そい寝ねするとなったら心配にもなるでしょう！　大だい丈じよう夫ぶ!?　変なことされてない？」

「……変なことは、されてない。むしろ、わたしのこと全然興味ないみたいで……」

　言いながら、今朝のことを思い出す。

　こちらに目もくれず、延々スクワットしてた忍しのぶ……。

　……なんか、イライラが蘇よみがえってきた。

「わたしが横にいるのに、何食わぬ顔して……。添そい寝ねしたあとなのに、別にしれーっとした顔で筋トレしてるんだよ？　何なの、あいつ……」

「……グッ！」
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「ちょ、どうしたの!?　何ダメージ受けてるの……？」

「いや、今の……静しず乃のの表情は……効いた……」

「どういうことなの……」

「じゃあ……大おお滝たき氏は気を遣つかえない鈍どん感かん野や郎ろうって感じなの？　乙おと女め心を全然理解しない感じの……」

「……ううん、そうでもない。朝ご飯作ると、毎回ありがとう、おいしいって言ってくれる」

「うっ……！」

「というか、割と忍しのぶが作ってくれる。わたしが作るよりずっと凝こったやつ」

「ぐはっ……！」

「あと……添そい寝ねにかかった費用はちゃんと向こうも持ってくれた。タクシー代とか、ボディソープとか細々したのの代金とか……」

「ぐああああッ……！」

　断だん末まつ魔まみたいな声を上げて、花音かのんが机に倒たおれ伏ふす。

「え、だ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……。でも思いのほかやるな、大おお滝たき氏……」

　顔を上げた花音かのんの口からは……血がこぼれ出している。

　え、そ、そんな実際に肉体的ダメージを……!?

　……と驚おどろいたけれど、よく見たらさっき食べたオムレツについてたケチャップっぽい。

　そして花音かのんは、そのケチャップをお上品にハンカチで拭ぬぐうと、

「しかしその様子だと、彼かれ、めちゃくちゃいいやつなのでは……？　我々世代としては珍めずらしいほどの……紳しん士しな少年なのでは？」

「え!?　全然違ちがうよ！」

　怒いかりに任せて、わたしは首をブンブンと振ふった。

「そんな、花音かのんが言うほどいいやつじゃない！　紳しん士しって言うか……」

　……言いながら、わたしはこれまでのあいつの言動を思い出す。

「変なとこで気を遣つかえて……わたしを尊重してくれて……時々すごく優やさしいだけだよ……」

　……うん、本当にただそれだけのことなのだ。

　そういう良いいところが、ちょろっとあるだけ。

　花音かのんはあいつのことを過大評価しすぎじゃない……？

　けれど、花音かのんは生暖かい目でわたしを見ると、

「……それを紳しん士しって言うのでは？」

　……。

　……。

　……。

「……ああ～……」

　──思わず、納なつ得とくしてしまった。

「そう……かも。なるほど……それが紳しん士しか……」

　──言われてみれば、そうかもしれない。

　約束を忘れてたことも添そい寝ねしなきゃいけないことも納なつ得とくいかないけれど……紳しん士し。

　うん、まあ……認めざるをえないかも。

「確かに……わたしが行くようになってから、忍しのぶは部屋の掃そう除じを前より頻ひん繁ぱんにやるようになったみたいだし……そういうのに関しては、ありがたいって……思わなくもない」

「ちくしょう、文句のつけようがねえ！」

　言って、花音かのんは頭を抱かかえる。

「毎日家に女子が来るって、多分男子としては負担な面もあるぞ！　なのにそれさえも、ジェントルに受け止める……推おせる……二人の添そい寝ね、推おせてしまう……！」

「ほんと、どういうテンションなのそれ……」

　思わず笑い出してしまう。

　さっきから花音かのん、ちょっと情じよう緒ちよ不安定すぎない？

　確かに、自分の仲のいい友達が男子と添そい寝ねを始めた、なんて言い出したら、わたしもそこそこ動どう揺ようするだろうけど……。

　それから、

「……負担、かあ」

　花音かのんが言った言葉を、わたしは口の中で繰くり返かえす。

　あの日以来、当たり前みたいに毎晩忍しのぶの家のお邪じや魔ましちゃっていたけれど、花音かのんの言う通り確かに迷めい惑わくかもしれない。

　しかも、わたしみたいに異性で、気持ち的に壁かべのある相手だったらなおさらだ。

　──だったら、と。

　わたしは、忍しのぶの方をちらりと見て考える。

　だったらちょっと……提案してみようかな。







「──ほ、本当にいいのかよ？」

　リュックを背負った忍しのぶは──この期に及およんで。

　わたしの家の前についたところで、おろおろそんなことを言いはじめる。

「いきなりお邪じや魔まする上、泊とめさせていただくとか……マジで大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　不安になるのは理解できる。

　普ふ通つうに考えれば、高校生にもなって異性の家にお泊とまりなんてちょっとありえない。

　それでも……わたしたちはもうとっくにそういう『普ふ通つう』を外れちゃっているんだし、何度もその『ありえない』を繰くり返かえしているんだ。

　今さらそんなこと気にしたってしょうがない。

　それに、花音かのんの言う通り彼かれの家ばかりで寝ねるのも正直迷めい惑わくだろう。

　だから、ちゃんとこうやってわたしも一いつ緒しよに寝ねる場所を提供したかった。

「気にしないでって。前にも言ったけど、お父さんとお母さんもいないから、気を遣つかうこともないよ。そんなことより、家の前でうだうだしてる方が近所の人に変だと思われるよ」

「そ、それもそうだな……」

　真面目な顔で、忍しのぶはこくこくとうなずく。

　そして、どこか覚かく悟ごを決めたような顔になると──、

「じゃあ……よろしくお願いします！」

　試合前のスポーツ選手みたいな声こわ色いろで、そう言った。







「──広ひろっ……！　え、何これエントランスホール!?　個人宅にそんなんあるの!?」

「──テレビでか！　これ畳たたみ……？　畳たたみサイズじゃね……？」

「──これが間接照明!?　話には聞いていたけど、実物見るのは初めてだ……」

　我わが家やにやってきた忍しのぶは……初めて文明に触ふれた原始人みたいに、目に入るもの全部に派手なリアクションをしていた。

　間取りに驚おどろき、家電に驚おどろき、家具に驚おどろき……。

　ちょっと大げさすぎない？

　まあ、引ひっ越こし当初はわたしも喜んだけど、そこまではしゃがれるとむずがゆいし気き恥はずかしい……。

　そして、最後に案内したわたしの部屋で、

「……今夜は、ここで寝ねるから」

「ほー……」とか「広ひろ……」とか言いながら、控ひかえめに周囲を見回す彼かれに説明する。

「荷物は、基本この部屋に置いておいて。洗面用具とかは、洗面所で大だい丈じよう夫ぶ」

「お、おう！　わかった！」

「あと、本ほん棚だなの本は好きに見てもらってもいいし、必要があればパソコンとかタブレットも貸すから。欲ほしいものがあったら教えて」

「おう、至いたれり尽つくせりだな……ありがとう」

　そして、彼かれはごく当たり前のような顔で、

「よし……じゃあ、一いつ旦たん帰るわ」

　そんなことを、言い出した。

「また夕飯食べて、風ふ呂ろとか入ったら来るよ。男一人だし、タクシーじゃなくて歩こうと思うから、ちょっと遅おそくなるかもしれないけど」

「……え？　ここにいないの？」

　反射的に、そう尋たずねてしまう。

「……へ？」

「帰るのめんどくさいだろうし、今日はもう寝ねるまでここにいるかと思ってたんだけど……」

　──呆ほうけたように、目を丸くする。

　あれ、どうして？

　わたし、なんか変なこと言った……？

　てっきり、そうするつもりだと思ってたけど……。

「いや、その……」

　申し開きするように、彼かれは視線を泳がせながら話しはじめる。

「静しず乃のもいつも、帰ってたし。寝ねるときだけの方が、いいかなと……」

「ああ……あれはほら、わたしやること色々あるから。スキンケアとか髪かみのケアとか。そういうの、全部忍しのぶの家に置いておくわけにもいかないし。しかたなくだよ」

「そ、そうだったのか……」

「忍しのぶも家で、何かやりたいことあるの？」

「いや、特にはないけど……。というか、寝ねるまでまだ結構時間あるだろ？　それは……いいのか？」

　探さぐるように、そう尋たずねてくる忍しのぶ。

　その口調に──ふとわたしは、思ってしまう。

「……もしかして、わたしと一いつ緒しよにいたくない？」

「……えっ」

「わたしと一いつ緒しよに、この家にいるのがいや……？」

　そうだ、そうとしか思えない。

　確かに、今のわたしたちには距きよ離りがある。

　昔みたいに何の気き兼がねもなく一いつ緒しよにいる、ってわけにもいかないかもしれない。

　けれど、わざわざ一回家に帰ってまた来るなんて……忍しのぶは本当に、わたしと一いつ緒しよにいるのがいやなんだ。

　添そい寝ねをしなきゃいけないから最低限一いつ緒しよにいるだけ。本当なら、この家にだって来たくなかったのかもしれない。

　だとすれば、徹てつ底てい的てきにわたしに興味ない感じなのも説明つくし……。

「そ、そういうわけじゃない！」

　忍しのぶは慌あわてた様子で、そんなことを言う。

「別に、静しず乃のと一いつ緒しよにいたくないとかじゃなくて……なんか、いいのかなって……」

「……なんでいけないの？」

「いやほら、色々あるだろ……この年になれば色々！」

「……わたしたちもう添そい寝ねしてるんだし、今さらすぎない？」

「添そい寝ね以外にも、色々問題あるだろ……！」

「……具体的に、どういうこと？」

「……具体的には……いや、いいや。何でもない！」

　髪かみをガシガシ搔かいて、忍しのぶは諦あきらめたようにそう言う。

「よしわかった！　いさせてもらう！　夜までいさせてもらうよ！」

「……無理はしなくていいよ？」

「無理とかはしてないって！」

　取とり繕つくろうような言い方の忍しのぶ。

　それが本心なのか、口から出任せなのかわからなくて、

「……ふうん、わかった」

　わたしは疑わしい気分のまま、ひとまず彼かれにうなずいてみせた。







　──そこからも、特に変わったことはなかったと思う。

　わたしの教材を貸して一いつ緒しよに宿題をやって。

　ご飯を食べてちょっとテレビを見て軽くゲームをやって。

　そろそろ夜も更ふけた頃ころに、順番でお風ふ呂ろに入ることになった。

　お客様だから、と先に忍しのぶに入ってもらって、次にわたしの番だ。

　身体からだを洗って、いつものように湯船につかる。

　ついさっきまで、忍しのぶが入っていたお風ふ呂ろ──。

　そんなことを考えていると、

「……昔は」

　ふいに、そんな言葉がこぼれ出てしまう。

「昔はお風ふ呂ろ、一いつ緒しよに入ったりしたんだよなあ……」

　小学校、三、四年生くらいまでだったと思う。

　地元で暮らしていた頃ころ、わたしたちは揃そろってどろんこになると、決まってお風ふ呂ろに一いつ緒しよに入っていた。純じゆん朴ぼくだった忍しのぶは恥はずかしそうにもしていたけれど、わたしはそのことを不自然だとも思わなかったし、それくらいの距きよ離り感がずっと続くのだと思っていた。

　……もちろん、今はそうもいかない。

　あの頃ころと同じくらい仲が良かったとしても、わたしたちはもう高校生だ。

　一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るなんて絶対に無理だし……正直に言えばこうしているだけで。忍しのぶのあとにお風ふ呂ろに入っている、という事実だけで、悔くやしいけれどちょっとドキドキしてしまう。

　それでも──あれだけ仲が良かったわたしたちが、こんな風になるなんて。

　ケンカして、距きよ離りができて、よそよそしくなるなんて……。

　……それに。

　もうちょっと、忍しのぶも動どう揺ようしてくれれば良いのに。

　湯船の中にある身体からだは、あの頃ころよりもずいぶん成長したんだ。

　それこそグラビアアイドルみたいに、とはいかないけれど、胸だってまあまああるし、肌はだもきれいな方だと思うし……。

　ちょっとくらい、気にしてくれても良いんじゃない？　女子として、意識してくれてもいいんじゃない……？

　まあ……と、ため息をつきながらわたしは自じ嘲ちようする。

「……忍しのぶが興味があるのは、牛の乳の方かあ」

　昔からそうだった。

　小学校に入って結構経たって、みんながちょっとずつ恋こいの話をするようになっても、忍しのぶは女子よりも牛の方に夢中だった。

　確かに、わたしもそこに勝つ自信はあんまりない。

　ボリューム的な意味でも、あいつの興味的な意味でも。

「……そろそろ上がろ」

　考えすぎたせいで、ちょっとのぼせてしまった。

　もう時間も遅おそくなったし、早く身み支じ度たくして寝ねてしまおう。

　さっとお風ふ呂ろから出て身体からだを拭ふいて、着き替がえも済ませて髪かみを乾かわかす。

　そして、忍しのぶの待っているわたしの部屋につくと、

「お待たせ」

「……お、おう！」

　なぜか忍しのぶは、びくりと背筋を伸のばし視線をこちらから逸そらした。

「……どうしたの？」

「あ、ああ……別に何でもないよ！」

「……？」

　……なんだろ、なんでそんなに、ぶっきらぼうなんだろう。

　何かわたし、気に障さわるようなことした……？

　……わかんない。

　わかんないんだけど、その距きよ離り感がやっぱり寂さびしくて、

「……何よ、もういいもん」

　それだけ言うと、わたしは忍しのぶより先にベッドに入って、布ふ団とんに横になったのだった──。
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　──確かに、ぶっきらぼうに見えるかもしれないと思う。

　初めて静しず乃のの家に泊とめてもらった、その朝。

　目を覚ました俺おれは、布ふ団とんの中でそんなことを考える。

　壁かべを作っていて、扱あつかいも雑で……ともすれば、避さけているように見えるかもしれない。

　だから、静しず乃のが寂さびしそうにするのも、不ふ機き嫌げんそうにするのも、当然だと思うのだ。

　昨日は心底不満そうだったしなあ……。正直申し訳ない。

　そして俺おれだって、できればそんな態度取りたくないんだ。

　本当はもっと自然に、距きよ離りを作らず静しず乃のとは接したい。

　けれど、

「……っ！」

　布ふ団とんの中、改めて静しず乃のの方を見て──俺おれは思う。

　いや、ダメだわ。

　これは、普ふ通つうに接するなんて無理だわ。

　どうしたって、ぶっきらぼうに壁かべを作るしかないわ。

　だって……と、俺おれは深呼吸して、自分の置かれた状じよう況きようを再確かく認にんする。

　──抱だきついてきている。

　静しず乃のは、布ふ団とんの中で、両手で俺おれにぎゅっと抱だきついてきているのだ。

　しかも、腕うでだけじゃない。

　脚あしまでこっちに巻き付けて、全身でくっついてきている。

　──はっきりと感じる、彼かの女じよの身体からだのライン。

　丸みを帯びた腕うでと脚あし。そしてもう、ごまかしようのない胸の柔やわらかさ……。

　……なんで、こんなことになるんだよ……！

　いや多分、布ふ団とんとかにいっつも抱だきついてるんだろうけど……！

　それでも、抱だきつかれる方としてはこんなの色々爆ばく発はつ寸前だよ……！

　さらに言えば、格好まですごい有あり様さまだ。

　色々めくれたりはだけたりで、半はん裸らと言っても言いすぎじゃないレベル。

　この状じよう況きように耐たえなきゃいけないとか、これまでしてきたどの牧場仕事よりも過か酷こくだぞ……。

　そして……うん。

　俺おれは──一つ決意する。

　このままじゃダメだ。

　こんな状じよう況きようのまま添そい寝ねするなんて、無理だ。

　ちゃんと静しず乃のと話そう。

　これからもできるだけ健全に添そい寝ねするため、話すべきことはきちんと話しておこう──。

「……ん、んん……」

　そんなタイミングで、静しず乃のが声を上げる。

　もぞもぞと身をよじらせ、ゆっくりと目を開けると──こちらを見上げた。

　そして、まだ半分眠ねむっているような表情で、

「……ん、おはよう……忍しのぶ……」

　と舌足らずにつぶやいた。

「……おう、おはよう……」

「ふぁ……よく眠ねむれた……」

　一度小さくあくびする静しず乃の。

「まだちょっと……眠……い……」

　──なんて言いながら。

　静しず乃のは徐じよ々じよに──『自分の体勢』に気付きはじめる。

　目を見開き、顔を真っ赤にし、口をぱくぱくしてから──、

「──ご、ごめん！」

　慌あわてて彼かの女じよは抱だきつきを解除。

　ガバッと布ふ団とんの上に起き上がり、しどろもどろで申し開きを始める。

「べ、別に、これはそういうあれじゃなくて……！　なんか、その……ただ、そうすると寝ね心ごこ地ちが良くて！　そんなつもりじゃ、なかったんだけど、うっかりみたいで……」

「お、おう……」

「一度きりの過あやまちと思って、忘れてもらえると……」

「……まあ、割と普ふ段だんからこんな感じなんだけどな……」

「噓うそ!?　い、今までも、そうだったの……!?」

「ああ。ていうかな……」

　と、俺おれは身体からだを起こすと静しず乃のに向かい合い、小さく咳せき払ばらいする。

　そして、

「ちょっと……お話があります」

「な、何……？」

「添そい寝ねするにあたって、ルールを決めておきたいんだよ」

「ルール……なんで？」

「まず……静しず乃の……」

　言いながら、俺おれは鋼はがねの意思で静しず乃のから目をそらし、

「今の……自分の服装……見てみろよ……」

「……服装？」

　首をかしげ、自分の身体からだを見下ろす静しず乃の。

　そして彼かの女じよは──、

「……っ！」

　──慌あわててパジャマの前を。

　ほとんどのボタンが外れていたそれを合わせて、身体からだを隠かくした。

　まあ、丸見えだったのだ。

　かろうじて止まっているボタンは、胸むな元もとの一つだけ。

　他は全部外れて、谷間からお腹なかから丸出しだったのだ。
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　……しかも、である。

　自宅だったからちょっと無防備になっていたのか、今日静しず乃のはブラをつけていないようだったのだ。

　俺おれの家では一応そこはしっかりしていたのに、今日の静しず乃のは限界ギリギリまで軽装備。

　そんな彼かの女じよを、男子としては直視できるはずがなかった。

「……ちなみにパジャマのボタン、お風ふ呂ろ上がったときからまあまあ外れてたからな」

「そ、そうだったの……？」

　静しず乃のが部屋に戻もどってきたときにはびっくりした。

　胸むな元もととお腹なかが見えまくっていたのだ。チラ見えとかいう次元じゃない。もはやガン見せだ。

　正直、わざとやっているのかとも思った。なんか、俺おれをからかいたいとか、反応を見たいとかでそうしているのかと……。

　けれど──静しず乃のはあくまでごく自然な態度で。

　別にいつもとまったく変わらない態度で──俺おれは理解した。

　ああ、こいつは天然なのだと。

　何の狙ねらいもなく危機感が薄うすいタイプで、素で気を抜ぬきはじめているだけなのだと……。

「そ、そのとき言ってくれればいいじゃない！」

「な、なんか言いづらかったんだよ！　その……変な雰ふん囲い気きになりそうだし！」

「それでも、朝までこの格好の方がずっと恥はずかしかったよ！」

「そんなお前と添そい寝ねするこっちも色々と大変だったんだよ！」

　それにそもそも、俺おれをこんなに気軽に家に上げるのも、夜まで二人っきりでいようと言い出すのもなかなか大だい胆たんな提案なんだ。

　そのうえ、ゲーム中にはくっついてきたし、順番で風ふ呂ろに入ろうなんて言い出すし……。

　そういうのすら、高校生男子にとってはあまりに刺し激げきが強すぎる。

「だから……この際はっきり言っておく！」

　そして、俺おれは大きく息を吸すい込こむと──、

「静しず乃の、お前は無防備すぎる。男子の前で、気を抜ぬきすぎてる！」

　彼かの女じよに、ビシッとそう告げた。

「え！　そ、そうなのかなあ……」

「そうだよ！　添そい寝ねすることになったのは仕方ねえよ。こっちにも原因はあるし、そこは文句言わねえ。けど……たった一週間でここまでだらしなくなるのは、さすがにアウトだ！」

「だ、だらしない……!?」

　その言葉に、静しず乃のはショックを受けた様子で目を見開いた。

　どうやら、自分ではそういうタイプだとは思ってなかったらしい。

「これからも、俺おれたちは添そい寝ねをしなきゃいけない。でも、だからこそ男女として一線は引いていこう。だから、ルールを決めておきたいんだよ！」

「……わ、わかった」

　俺おれの勢いに気け圧おされた様子で、静しず乃のはこくこくとうなずいた。

　神しん妙みような表情を見る限り、俺おれの危機感が伝わったらしい。

「じゃあ、例えばどんなルールを作る？」

「そうだな。まず……パジャマはちゃんと着ること。着き替がえが終わったら、ボタンがちゃんと全部止まってるか、ズボンが上まで上がってるかチェックすること！」

「う、うん……」

　母親に着き替がえのコツを教わる幼児みたいな表情で、静しず乃のはうなずく。

「あと、絶対に下着はつけること！　寝ね苦ぐるしいかもしれないけど、そこはなんかいいやつを見つけて、我が慢まんしてくれ……さすがに目に毒だ……」

「わ、わかった……」

　自分を抱だくようにして胸むな元もとを隠かくしながら、もう一度静しず乃のはこくこくうなずく。

「あと、寝ねてるとき過度な接せつ触しよくはしすぎないように！　もちろん、寝ね返がえり打ってぶつかるとかはしかたないけど、触さわったり、抱だきついたり、そういうのは……」

「……で、でも！」

　と、静しず乃のは質問する生徒みたいに小さく手を挙げ、

「わたし……気付いたら抱だきついてたんだけど。だから、気を付けようにも、ちょっと限界があるというか……」

「まあ……ある程度はしかたないよ。けど、基本的にそういうのは最小限にって意識してもらいたい！」

「……わ、わかった！」

　負い目を感じているのか何なのか、静しず乃のはまた神しん妙みような表情でうなずいた。

　それからも、俺おれたちはルールを一つ一つ決めていった。

「──俺おれがお風ふ呂ろ入る前に、洗面所に替かえのパンツを置いておくのはやめてくれ……」

「──あと、ゲーム中にめちゃくちゃくっついてくるのもちょっと……」

「──部屋に洗せん濯たく物が干してあるのも、先に取とり込こんでおいてもらえると……」

　そして、すべてを話し終え。

　ルールをスマホのメモ帳に書かき込こみ終えた静しず乃のは、

「……なんか、すごく多いんですけど」

　不満げな顔で俺おれにそう訴うつたえる。

「なんでここまで、厳重にやらないといけないの？　わたしの家なのに、なんかやりづらい……」

「……申し訳ないけど、協力してくれよ」

　確かに、それらを全部守るのはめんどうだろう。

　抱だきつかないとかそういうのは別として、静しず乃のの生活に口を出すようなルールもたくさんあるのだ。それは確かに、申し訳ないと思う。

「けど……こっちも、困るんだよ。あんまり色々、見えちゃうと」

「……ん？」

　その言葉に、なぜか静しず乃のはちょっと不思議そうな顔になる。

「困る？　困るって、それは……」

　と、彼かの女じよは俺おれの顔を覗のぞき込こむと。

　どこか恐おそる恐おそる、といった表情で──こう尋たずねてきた。

「もしかして……ドキドキしちゃうってこと？」

「……んん。まあそうだな」

　恥はじを忍しのんで、俺おれは素す直なおにそう認める。

「あそこまで露ろ骨こつになると、さすがにな……。だから、協力してもらえると助かる」

「……ふうん、そっかー」

　そう言って──笑う静しず乃の。

　なぜだろう、その表情は、久しぶりにどこか上じよう機き嫌げんに見える。

「ふふ、そっか。ドキドキしちゃうんだ、忍しのぶ」

「おう……」

「へー……ふふーん。そっかそっかー」

　静しず乃のは歌うような口調で、何度もうなずいている。

　……なんだそれ？

　何だそのテンション……。

　よくわからない。

　よくわからないんだけど……。

「じゃあ……このルールリストは、忍しのぶがドキドキしちゃうことリストでもある、ってことだね！」

「そういう解かい釈しやくはやめろォ!!」

　うれしげな静しず乃のに──俺おれは思わず大声を上げてしまったのだった。
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「──おっ、やあやあ小こ峰みね氏」

「ああ、こんにちは、六ろく曜ようさん」

　小こ峰みね亮りよう祐すけが廊ろう下かで六ろく曜よう花音かのんに鉢はち合あわせたのは──とある放課後。

　大おお滝たき忍しのぶと森もり静しず乃のが添そい寝ねに関する約束を取とり交かわした、一週間ほど後の夕方のことだった。

　そのまま立ち止まり、二人は密談にふけりはじめる──。

「どう？　最近大おお滝たき氏の様子は。何か変化はあった？」

「変化か……いや、それが意外とないんだよね。これだけ一いつ緒しよに寝ねればちょっとは慣れるかと思ってたけど、まだまだ落ち着かない感じで」

　──片やモデルかと見まごうイケメン。片やオタク気質のサブカル女子。

　何の繫つながりもなさそうに見える二人だけれど──例の保健室の一件をきっかけにして、彼かれらはちょっと意気投合。

　こうして時々大おお滝たき・森もりペアの添そい寝ね情報を交こう換かんをしあう仲になっていた。

　もちろん、立場はそれぞれ違ちがう。

　小こ峰みねは親友である大おお滝たきを心底気き遣づかう立場で。

　六ろく曜ようは推おしである森もりの幸福を願う立場で。

　必要があれば二人の関係の調整を図はかることができるよう、それぞれの持っている情報を交こう換かんしてきた。

　実際これまでもちょこちょこ裏で情報を共有し、結果二人とも、それぞれ大おお滝たき、森もりから添そい寝ねの相談を受ける立場に収まることに成功していた。

　そして今回、

「そうねえ、落ち着かないねえ……」

　六ろく曜ようは、そう言って腕うでを組む。

「落ち着きすぎるのも問題だけど、もうちょっと……慣れた方がいいかもねー」

「だと思う。関係が進むには、安心感も大事な気がするし」

　小こ峰みね、六ろく曜よう、タイプも性別も違ちがう二人ではあるけれど──彼かれらの目的は、共通していた。

　大おお滝たき、森もりがお互い素す直なおに接するようになれること。

　二人は表面上揉もめているけれど、彼かれらからしてみれば意地を張っているだけなのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。うまくわだかまりが解ければ、相思相愛の仲になるとしか思えない。

　だからこそ、なんとかして二人の背中を押おしてあげたいところなのだけど、

「けどな～……」

　六ろく曜ようはそう言って、眉み間けんにしわを寄せぐいんぐいんと身をよじる。

「どうすれば、慣れることができるかだよね～」

「それが問題だよな」

　言って、小こ峰みねは窓の外の景色に目をやる。

「実際、女子と添そい寝ねなんてなかなかないことだし、俺おれだって同じ状じよう況きようになったら慣れたりなんてできないよ」

「それな」

　六ろく曜ようは、その言葉に深くうなずく。

「実際、わたしも静しず乃のと寝ねたときはもう大興奮でさ。結局朝まで寝ねられなかったし」

「ええ……それもどうかと思うけど」

「しかたないでしょう！　静しず乃のあんなにかわいいんだから！　むしろ、小こ峰みね氏だって大おお滝たき氏と一いつ緒しよだったら寝ねられないんじゃないの!?」

「いや、普ふ通つうに眠ねむれるけど……」

「なんでよ！　それちょっと、愛情不足なんじゃないの!?」

「あいにく、こっちにあるのはあくまで友情だからね……」
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　言って、小こ峰みねは苦く笑しようする。

「……とにかく。どうすれば、二人がもうちょっと落ち着いてくれるかだな」

「うん、そうだねえ……」

　腕うでを組み、考かんがえ込こむ二人。

　そして、しばし間を置いてから、

「……あ、じゃあさ」

　と、六ろく曜ようは何か思い付いたような顔になる。

「わたしに一つ、アイデアがあるんだけど──」





♠






「──お待たせ……」

「お、おう……」

　──添そい寝ね時のルールを決めてから、十日ほど。休日の昼過ぎ。

　待ち合わせしていた札さつ幌ぽろ駅えき前に、静しず乃のが小走りで現れた。

「ごめん、ちょっと遅おくれたね……。待った？」

「いや、そうでもない、俺おれもちょうどくらいに来たから」

「そっか、よかった……」

　言って、ほっと胸をなで下ろす静しず乃の。

　なんとなく──その姿に、ちょっとドキッとしてしまう。

　別に、普ふ段だんの静しず乃のと変わらないはずなのだ。

　学校とは違ちがって私服姿だけど、添そい寝ねのときに彼かの女じよのその姿は何度も見ている。

　けれど……こうして、昼間の街中で目にすると。

　彼かの女じよのお洒しや落れさとセンスの良さ、かわいさは、夜とは違ちがう色合いを持っているように見えてどぎまぎする。

「じゃあ、行こうか……まずは、どこから回る？」

「そうだな……俺おれのいつも行ってる服屋でいいか？　ここから近いし」

「わかった、そうしよう」

　うなずきあうと、俺おれと静しず乃のは並んで札さつ幌ぽろの街を歩き出した。

　こんな風に二人で買い物に来たきっかけは、数日ほど前。

　昼休みに、亮りよう祐すけから言われたセリフだった──。




『──え、大おお滝たき、今も添そい寝ねのたびにパジャマとか持っていってるのかよ』

『──さすがに、そろそろ相手の家に置く用に色々揃そろえたらどうだ？』

『──歯ブラシとか、枕まくらとか、色々あるだろ、必要なもの』




　……確かに、と思った。

　俺おれは今も、静しず乃のの家に行くたびに大荷物を持って移動している。

　静しず乃のもそれは同じで、タクシー移動の彼かの女じよは、毎回大きいリュックをタクシーに運はこび込こんでいるようだ。

　けれど、ここまで添そい寝ねが日常的になった以上、そして毎晩使う必要がある以上、お互たがいの家に置いておく用のものを買ってもいいのかも……。

　そんな風に思った俺おれは、さっそく静しず乃のにそれを提案。

　ちょうど彼かの女じよも、六ろく曜ようさんに同じようなことを言われて、買い物に行こうと考えていたそうだ。なら、お互たがい必要なものを買いそろえよう、という話になったのだけど、静しず乃のが続けてこんなことを言う。

「──じゃあ、その……一いつ緒しよに買いに行かない？」

「──ほら、お互たがいの家に置くものだから、相手の了りよう承しようも得ながら買った方がいい気がするし」

「──あ、あの、ほんとはわたしも、どっちでもいい気がしてるんだけど……花音かのんがそうしなよって」

　それも、確かにおっしゃる通りな気がする。

　サイズ的に置けないものとか、使えないものとかもあるだろうし。

　……亮りよう祐すけにしろ六ろく曜ようさんにしろ、俺おれたちの周りには妙みように気の回せる人が多いな。

　何なんだろ、偶ぐう然ぜんか？　あとなんか……うまく乗せられたような気分なんだけど、それも気のせいだろうか……。

　──ともかく。

　そんな事情で、俺おれたちは揃そろって札さつ幌ぽろにやってきて、これからパジャマや洗面用具、寝しん具ぐなどを買う予定だった。

　……考えてみれば、二人でこうして出かけるのなんて、初めてのことかもしれない。

　静しず乃のが引っ越す前はお互たがい幼すぎたし、再会後はこんな余よ裕ゆうなかった。

　そもそも──今回だって、亮りよう祐すけに勧すすめられなければこんなことしなかっただろうと思う。

　……まあでも、これもいい機会だ。

　これで少しは、気軽に添そい寝ねできるようになりつつ……静しず乃のとの仲も、ちょっとはましになるといいんだけど……。

　──そんな風に、思っていたけれど。







　まずやってきたのは、俺おれ愛用のファストファッションの店だった。

　リーズナブルな値段とシンプルなデザインで老ろう若にやく男なん女によに愛されている、全国展開の有名店。

　俺おれも地元にいたときからここの服を愛用してきたし、今も持っている服の九割はここで買ったものだ。基本的に外れがない上、万が一気に入らなかったり破れたりしても、懐ふところのダメージが小さい辺りがお気に入り。

　ただ、

「よし、行こうぜ」

　そう言って、入店する際。

「え、う、うん……」

　静しず乃のがなぜか、困こん惑わく気味の声を上げる。

「ん……？　どうした？　なんかあったか？」

「……ううん、何でもない」

　言って、小さく首を振ふる静しず乃の。

　どうしたんだろう……。なんか、店に入りにくいとか？　別にそんな、ハードルが高い感じではないと思うけれど……。

　……ともかく。俺おれたちは店に入ると、部屋着コーナーへ向かう。

　そして、棚たなにあった上下のスウェットセットを適当に手に取り、

「──ふん、これでいいか」

　しばらくそれを眺ながめてから、俺おれはうなずいた。

「サイズはＬだし、上下で１９８０円。色は……黒でいいよな」

　うん、こんなもんだろう。

　自宅でもこの店のスウェットをよく着ているし、お値段も手て頃ごろだ。

　生き地じも分厚くて丈じよう夫ぶそうだし、ポケットもあってスマホも入れられる。

　これで十分だろう。

　じゃあさっそく、これをレジに──、

「──ちょちょちょちょ！　ちょっと待って！」

　──止められた。

　静しず乃のに服を摑つかまれ、すごい勢いで止められた。

「え、そ、それを買うの……？」

「な、何だよ、そのつもりだけど……一着じゃ足りないか？　二着とかあった方がいいか？」

「いやいやいや、そういうことじゃなくて……」

　頭痛にでも耐たえるような顔で、静しず乃のは首を振ふっている。

　そして彼かの女じよは──、

「……ダサすぎない？」

「は……？」

「店についたときから嫌いやな予感がしてたけど……ダサすぎない？」

　……ダサい？

　このパジャマが？　スウェットが？

「……いや、こんなシンプルな服で、ダサいも何もないだろ……」

「いやいや、もうこのパッケージの写真の段階でわかるでしょ！　こんな、おじさんくさいやつ！」

　静しず乃のの指差すパッケージには、海外のイケメンモデルがそのスウェットを着た写真がレイアウトされている。確かに、言われてみれば結構野や暮ぼったいというか。海外モデルが着ているからなんとかなってる、感があるかも……。

　俺おれが着たら、もしかしたら普ふ通つうにダサい感じになるのかもしれない……。

　ただ、

「そうかもしれないけど……別に寝ね間ま着きなんだしよくないか？　誰だれも見ないし……」

「わたしが見るんですけど！　他ならぬこのわたしが！　ていうか、誰だれも見なくてもさすがにこれはないでしょ！」

「え、ええ……そんなに悪くないと思うけど」

「悪い！　というかこれ……ちょっと洗せん濯たくしたらすぐ生き地じがごわごわになりそう。こんなんじゃ、気持ちよく寝ねられないじゃない！」

「いや別にいいだろ生き地じくらい。布は布だろ……」

「その布にもピンからキリまであるんだよ！」

「でも、その分値段も安いんだって！　これで定価２０００円もしないんだぞ！」

「……確かに、それはすごいけど」

　静しず乃のは、ちょっとそこでトーンダウンする。

　いくら彼かの女じよと言えども、このコスパは否定できないらしい。

「……へえ、この値段なのに、確かにしっかりしてる。それは……すごいね。でも！」

　と、静しず乃のは勢いを取とり戻もどし、

「安けりゃいいってわけじゃないでしょう!?　安物買いの銭ぜに失うしないって言葉もあるじゃない！」

「じゃあ、静しず乃のはどういうパジャマならいいんだよ？」

　と、そこで俺おれは話を切り返す。

「どんなやつなら、これでもいいって認めてくれるんだよ」

　──ここでこんな風に言い合いをしていても仕方がない。

　実際に、静しず乃のがＯＫを出すようなパジャマを見なければ、こっちだって判断できないのだ。

　だから、具体的な対案を出してもらわない限りはどうにもならない──。

「……ふん、わかったよ！」

　静しず乃のはそう言って、鼻息荒あらく俺おれにうなずいてみせる。

「じゃあこれから、わたしがいつも行く部屋着屋さんに行くから……そこで、本当にいいパジャマ、っていうものを教えてあげるよ！」

　どことなく料理マンガの主人公みたいなセリフを言い、静しず乃のはずんずん店の出口へ向かって歩き出す。

　こうなったら……こちらもお手並み拝見といかせてもらおう。

　俺おれの愛用する店をここまでディスられたんだ、よっぽどのものでない限り、こっちだって絶対納なつ得とくしないからな……！







「──ここだよ！」

　そう言って、静しず乃のが指差してみせたのは──、

「ここでわたし──いつも部屋着買ってるんだよ！」

　デパートの中にある、部屋着専門ブランド店だった。

「……ほう、ここか……」

　──見た目からして、独特のオーラがあった。

　店全体がパステルカラーで彩いろどられていて、店名はフランス語で、置かれている商品もふわふわもこもこ。店員さんまで、全員そういう格好をしている──。

　まあ、縁えんのないタイプの場所だった。

　こういう機会がなければ、おそらく俺おれは一生入店することもないままだった感じの店──。

　へえ、静しず乃のは、いつもこういうところで買ってるのか……。確かに言われてみれば、普ふ段だん着てる部屋着は全体的にこういうテイストだったかも……。

　その独特のオーラに気け圧おされる俺おれに、

「よし、じゃあさっそく見ていこう！」

　と、静しず乃のが言う。

「わたしは絶対ここで買うし、実際品物を見たら忍しのぶも絶対買おうって思うから！」

「お、おう……」

　おずおずとうなずくと、俺おれは静しず乃のに続いてその店に入った。

　一いつ緒しよに寝ね間ま着きコーナーへ向かいながら、棚たなの上の服たちを眺ながめる。

　店の印象と同じく、ここの商品は全体にパステルカラーが多いらしい。

　メンズの服はネイビーのものなどもあるようだけど、女性向けは基本的に、クリーム色や薄うすピンク、水色などの淡あわい印象のものばかりだ。

　そして──寝ね間ま着きコーナーで。

　いくつかの商品を見比べた静しず乃のは、

「──これ！　わたしこれにする！」

　そう言って──薄うす手でのパーカーみたいなものをこちらに差し出した。

　ガーゼ生き地じ？　タオル生き地じというんだろうか、柔やわらかそうな印象の、クリーム色のパーカー。

　そして、彼かの女じよはそれを自分の身体からだにあてがうと、

「どう!?　かわいいでしょ!?」

　と、自じ慢まんげな顔で尋たずねてくる。

「実はこれ、前からずっと狙ねらってたの！」

「ほ、ほう……」

　……確かに、かわいかった。

　これまで、あまり女子のパジャマ姿なんて見たことがなかったけど……それでも、はっきりと思う。そのパジャマは、静しず乃のに似合っている。

　ふわふわの生き地じは気持ちよさそうだし、全体にくたっとした形なのが静しず乃のの柔やわらかい表情にぴったりだ。

「……うん、いい感じだと思う」

　悔くやしいけれど、俺おれはもう認めざるをえない。

「確かにこれは……似合ってるよ」

「でしょでしょー！」

　もはや踊おどり出しそうなテンションで、静しず乃のは笑えみを浮うかべる。

「これ、こっちのショートパンツもセットにできるから、合わせて買うことにする！　で、次に忍しのぶのを選ぶとしたら……」

　言いながら、隣となりのメンズコーナーに移動する静しず乃の。

　そして彼かの女じよは、しばらくいくつかの商品を吟ぎん味みしたあと、

「……これ！　これなんていいんじゃない!?」

　言って──俺おれに、シャツタイプの形のパジャマを差し出した。

　ネイビーと白のストライプの入った、てろんとした生き地じのパジャマだ。

　商品の札を見ると──サテン生き地じシャツ、とある。

　手に取ってみると、

「……お、おお！」

　思わず、そんな声が出た。

「ね！　いい手て触ざわりでしょ！」

　俺おれの反応がうれしかったらしい、静しず乃のが顔をほころばせこちらを覗のぞき込こんできた。

「このブランドね、見た目がかわいいだけじゃなくて、手て触ざわりとかシルエットとか、寝ね心ごこ地ちを考えてすごく工く夫ふうしてあるの！　さらさらして、気持ちいいでしょ？」

「お、おう……これはいいな……」

　──もうずっと、触さわっていたくなるほどだった。

　滑すべるような指触ざわりの、そのパジャマ。確かに、いつも俺おれが着ているようなスウェットとは大違ちがいだ。こんな服を着て眠ねむったら、さぞ気持ちいいだろう……。

「……これは、決まりっぽいですねえ」

　ご満まん悦えつの笑えみを浮うかべ、静しず乃のは言う。

「忍しのぶが素す直なおで助かったよ。ちゃんと、いいものはいいって認められる人で」

「おう、まあ……ここまでものが良いいとな」

　正直なところ、今もファストファッション店のスウェットがダメだとは思わない。

　あれはあれで気軽だし、汚よごしてもダメにしてもそんなに罪悪感が湧わかない辺り、やっぱり使いやすい。

　けれど──こういうちょっと次元が違ちがうものを見せられると。

　明らかに、ワンランク上のものを見せられると、もうどうしたって否定のしようがなかった。

「ちなみに、そのパジャマのパンツはこっちだね。合わせて買おう」

「お、おう……」

「よし、じゃあレジ行こうか」

「……うん」

　──と、うなずきかけた俺おれは、さりげなくもう一つの『ポイント』をチェックする。

　静しず乃のはあんまり気にしていないけれど、俺おれにとっては本当に重要な一つのポイント。

　そして俺おれは──とんでもないことに気付いた。

「……お、おい、静しず乃の」

「ん？　どうしたの？」

「これ、このパジャマ……」

「うん、それがどうかした？」




「……めちゃくちゃ高いんだが」




　言いながら──俺おれは値札を静しず乃のに向ける。




「セットで──２万越こえ……。さっきの店の、十倍以上だぞ！」




　──最初は、見み間ま違ちがえかと思った。

　桁けたを一つ見み間ま違ちがえただけなのかと。実際は、さっきの店と同じくらいの値段なのかと。

　──違ちがった。

　本当に、十倍だった。

　たかだか薄うすいシャツとパンツが、あの店のスウェットの十倍……。

　これはちょっと、さすがにありえない。

　なのに、

「ああ、まあそれくらいするでしょ」

　静しず乃のはそれが当然、みたいな顔でうなずいている。

「むしろ、このブランドのパジャマとしては安い方かも。長く使えるし、お得なんじゃない？」

「……いやいやいや！」

　思わず、声を上げてしまった。

　ファンシーな店の真ん中で、ちょっと大きめの声を出してしまった。

　近くにいた店員がびくりとこちらを向いて、俺おれはちょっと反省する。

　そして、わずかに声を潜ひそめ、

「さ、さすがにこの値段は無理だ……予算的にも！」

「ええ!?　いやこんなもんでしょ！　むしろ、安いの買うよりコスパいいくらいでしょ！」

「そうは言ってもパジャマにこんなには出せねえよ！」

「……じゃあ、わたしがちょっとお金貸す？」

「そういう問題じゃなく！　俺おれの金銭感覚的に、これはありえないんだよ……！」

「……なんでよ！　ものがいいのは忍しのぶもわかってくれ──」

　──そのとき、そばにいた店員さんが咳せき払ばらいする。

　ちょっと困ったような顔で、こちらを見ている店員さん。

　気付けば──店にいた他のお客さんたちが、「何事だろう」とこちらに視線を向けていた。

　──し、しまった。

　俺おれたち、お店にご迷めい惑わくを……。

「……は、はははは、行こうか、静しず乃の」

「そ、そうだね……」

　同じく気配を感じ取ったらしい、静しず乃のが額に汗あせを浮うかべこくこくうなずく。

「とりあえず、パジャマはまたあとで……先に、他のを見に行こう」

「お、おう、そうしよう……」

　そして──俺おれたちはそそくさと店から退散。

　ひとまず、パジャマ以外のものから買っていくことにした。







　──けれど、結局そこからも。

　俺おれたちの意見と感覚は、ひたすらすれ違ちがい続けた。

「──な、何そのシャンプー！　そんな昭和みたいなの、うちに置きたくない！」

「──いやいや、その歯ブラシは高すぎだろ！　大事なのは磨みがき方だろ！」

「──何そのクソダサスリッパ！　せめてもうちょっと、デザイン意識したやつにして！」

「──タオル買いすぎだろ！　置き場ねえよ！　ていうか全部高いよ！」
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　手にする商品そのすべてで、言い合いが発生する。

　そして──何も買うことができないままどんどん時間が経たち。

　険悪な雰ふん囲い気きのまま、俺おれたちは最後の目的地──寝しん具ぐ店に到とう着ちやくした。







「──だから、なんでまず一番安いやつ手に取るの！」

「──そっちこそ、とりあえず最初に高いやつ触さわってるじゃねえか！」

　結局──この店でも同じことで揉もめていた。

　買おうとしているのは、俺おれが静しず乃のの家で使う枕まくらと、静しず乃のが俺おれの家で使う掛かけ布ぶ団とんだ。

　ちょうどそれらの売り場がすぐ隣となり同士で、俺おれたちはそれぞれ欲ほしいものを探しはじめたのだけど……お互たがい有力候補が決まったところで、いつものやりとりが再開した。

「ていうか……そんな変な形の枕まくら、絶対微び妙みようだって！」

　汚きたないものでも見るような目で、静しず乃のはその枕まくらを見る。

「寝ねにくいし、なんかかっこ悪いし絶対嫌いや！」

　──俺おれが手にしているのは、ちょっと不思議な形の低反発枕まくらだ。

　肩かたこりにも効果あり、というのが売り文句で、触さわってみると面おも白しろいほどに柔やわらかい。

　ちなみに、値段は俺おれとしてはちょっと奮発して３０００円。

　どうやら、静しず乃のはどうしてもこれが気に入らないらしい。

　けれど──、

「いやこれ、人間工学に則のつとって作られたやつなんだよ！　これが一番身体からだにいいの！」

　俺おれだって、一歩も譲ゆずる気はない。

　むしろ、静しず乃ののチェックしている掛かけ布ぶ団とんに目をやり、

「……ていうかその布ふ団とん、10万近くするじゃねえか！」

　──静しず乃のが手にしているのは、国内の有名な布ふ団とんメーカーの掛かけ布ぶ団とんらしい。

　スポーツ選手が出演するＣＭを俺おれも何度か見たことがある。

　静しず乃のはその最上位商品、羽う毛もうの入ったプレミアムタイプがお気に召めしたらしい。

　確かに、きっとその値段に見合う最高の寝ね心ごこ地ちなんだろうな、とは俺おれも思う。

　それでも……、

「高すぎだよ！　そんなん落ち着いて眠ねむれないよ！」

「ちょっと、すぐ値段で判断しないでよ！　ちゃんとものを見て考えてよ！」

「いやいや！　俺おれ、その布ふ団とんが家にあるの自体怖こわいよ！　……まあ、うっかりコーヒーとかこぼしても許してくれるなら別だけど」

「許すわけないでしょ！　そんなことされたら安い布ふ団とんでも怒おこるよ！　ていうかこっちだって、その枕まくらがわたしの家にあること自体嫌いや！」

「なんでだよ！　俺おれ別にコーヒーこぼしても怒おこらないよ！」

「そういうことじゃない！」

　……言い合いながら、これはダメかもしれん、と思う。

　このあと、俺おれたちの意見が一いつ致ちするとは到とう底てい思えない。

　美的感覚も金銭感覚も違ちがいすぎるし、お互たがい譲ゆずれるような気分ではなくなっている。

　こうなると……お互たがい何も買えないまま帰宅。

　結局、添そい寝ねのたびに大荷物を持っていく生活が続くんじゃ……。

　……。

　……。

　……いや、そんなのダメだ！

　せっかくここまで二人で来たんだ、せめて、こんな風に揉もめて終わりだった、なんてことにはしたくない！

　なんとか、なんとかこのループを抜ぬけ出ださないと……。

　そして俺おれは、店内にある『あるもの』に気付く。

　……よし、あれだ。

　あれでなんとか、この状じよう況きようにけりをつけよう。

　俺おれはぐっと息を吸すい込こむと、

「……なあ、ちょっと提案なんだけど」

　静しず乃のに、棚たなに貼はられたある札を指差してこう言う──。

「あれ……お願いしてみようぜ」







「──それでは、ごゆっくりお試ためしくださいませ」

　そう言って、上品な店員さんが笑え顔がおで去っていく。

　そして、俺おれたちの前には──俺おれ希望の枕まくら（×２）と、静しず乃の希望の掛かけ布ぶ団とんがセットされた試用専用ベッドが用意されていた。




『──試用をご希望のお客様は、遠えん慮りよなくフロアスタッフにお声をおかけください』




　俺おれが見つけたのは、そんな風に書かれた札だった。

　高級寝しん具ぐを扱あつかっていることもあって、この店は無料で寝しん具ぐの試用ができるらしい。

　しかも、実際にベッドにセットして、寝ねてみることができるのだ。

　もう、いくら言い合いをしていてもしかたない。

　実際に欲ほしい寝しん具ぐで寝ねてみて、判断していくしかない──。

　……そもそも、静しず乃のはちょっと先入観にとらわれすぎなのだ。

　だから、実際に例の枕まくらを使用すれば、まあこれなら買ってもいいかな……と思ってくれるだろうし、例の高級布ふ団とんも、そこまで良くないかも……と気付いてくれるはず。

「……よし、じゃあ寝ねるか」

「うん……」

　うなずきあって、靴くつを脱ぬぐと一いつ緒しよに布ふ団とんに入った。

　……うわ、なんか、昼間に私服で、しかも店にあるベッドに入るって不思議な感じだな。

　落ち着かないというか、なんかちょっと恥はずかしいというか……。

　……。

　……。

　……というか俺おれと静しず乃の、わざわざ一いつ緒しよに試用することなかったのでは？

　いつもの癖くせで添そい寝ね風になってしまったけど、それぞれ順番に試ためしてみれば良かったのでは……？

　……まあ、いいか。

　今さら言うのもアレだし……。

「……で、どうなの」

　隣となりの静しず乃のが、聞いてくる。

「実際、忍しのぶチョイスの安物の枕まくらと、わたしチョイスの掛かけ布ぶ団とんを使ってみてるけど」

「お、おう……」

　言われてみて、布ふ団とんの上でもぞもぞしてみる。

　ふんふん……なるほど……。

「……まあ、予想通りだな」

　安あん堵どからほっと息をつき、俺おれはそう答える。

「この枕まくら、すげえ寝ね心ごこ地ちいい。掛かけ布ぶ団とんは、確かに軽いし暖かいけど……値段ほどじゃないな」

　……まあ、思った通りだった。

　たった３０００円しかしないのに、俺おれチョイスの枕まくらは素す晴ばらしい寝ね心ごこ地ちだ。

　今持っているやつより柔やわらかくて気持ちいいし、なんか、首元もちょっと楽な気がする。

　対する静しず乃のの選んだ布ふ団とんは……まあ、確かに悪くない。

　軽いのに暖かくて、息苦しさもまったくない。

　けど……これで10万はさすがにないわ。枕まくらの三十倍の価値があるとは、到とう底てい思えない。

　そしてやっぱり、なんか緊きん張ちよう感があって落ち着かない。

　きっと静しず乃のも、同じ感想だろう。

　俺おれの枕まくらの価値と、掛かけ布ぶ団とんの微び妙みようさを理解してくれただろう。

　……そう思ったのに。

「……噓うそでしょ？」

　隣となりの静しず乃のが、幽ゆう霊れいでも見たような声を上げる。

「いや確かに、枕まくらは思ってたよりはましだけど……値段を考えても微び妙みようなレベルでしょ。その点、掛かけ布ぶ団とんは最高……やっぱり、これが正解じゃない」

「……それ、本気で言ってるのか？」

　思わず、そう尋たずねた。

「ポジショントークとかじゃなくて……マジでそう思うのかよ？」

「全然本気なんだけど……」

　むしろ困こん惑わくした様子で、そう答える。

「というか、絶対忍しのぶも、同じ意見だと思ったんだけど……」

　──信じられなかった。

　同じ布ふ団とんに入って、同じ枕まくらを使ってるのに……ここまで意見が割れるのか……。

　……これ、どうしような。

　実際試ためして話が合わないなら、一体どうすれば……。

「だいたい……問題は、使い勝手だけじゃないんだけど……」

　と、静しず乃のが言葉を続ける。

「見た目とか、そういうの含ふくめて……わたしは考えてて……」

　……ん？　あれ？

　どうしたんだ……？

　さっきまでの勢いが噓うそだったみたいな……今にも寝ねてしまいそうな、とろんとした声だ。

　……。

　……もしかして。

　なんとなく展開が読めた俺おれは、静しず乃のの方を見る。

　すると案の定、

「だから……このお布ふ団とんはいいけど……枕まくらは……あんまり……」

　──静しず乃のはすでに半目になり、うつらうつらと半分寝ねかけていた。

　……やっぱりそうか。

　偶ぐう然ぜんにも、今俺おれたちは添そい寝ね状態になっている。

　だから反射的に、眠ねむたいモードになってしまったんだ……。

　けど……ちょっとまずい。ここでこのまま寝ねてしまうのはまずい。

　あくまで俺おれたちは、寝しん具ぐを試ためしているだけなんだ。

　ここでガチ寝ねしてしまうのは、お店にとってもルール違い反はん……。

　──起こさなきゃ、と思う。

　今すぐ静しず乃のを起こして、布ふ団とんから出なきゃ──。

　けれど……、

「……静しず……乃の」

　……ダメだ。

　いつの間にか俺おれも……眠ねむくなってたみたいだ。

　もう、まぶたを開けていられない……。

　意識がすうっと遠のいて、身体からだが重力から解放されて──。

　──俺おれたちは、深い眠ねむりの中へ落ちていった。







「──お──様──」

「……ん？　んん……？」

「──お客──お客様──」

　優やさしく、俺おれを呼ぶ声がする。

　何だろ……聞いたことのない女の人の声。

　なんだかちょっと困っているような口調だ……。

　あれ、俺おれ何してたんだっけ……。ていうか、ここどこ……。

　……そんなことを考えつつ、伸のびをする。

　心ここ地ち好よい布ふ団とんの感かん触しよく……どうやら、どこかで寝ねていたらしい。

　一度あくびをすると、ずいぶん意識がはっきりした。

　それと同時に、記き憶おくが蘇よみがえってきて。

　自分がどこにいるのかを、思い出して──、

「──お客様──すみません、お客様……」

「……んん!?」

　──跳はね起おきた。

　ベッドの上で、弾はじかれるようにして目を覚ました──。

　目に入るのは──混み合いはじめた寝しん具ぐ店の試用コーナーの景色だ。

　困ったように笑っている店員さんと、周囲にいるくすくす笑いの他のお客さんたち……。

「申し訳ありません、こちらのコーナー、あくまで試用コーナーですので……」

　店員さんが、あくまで丁てい寧ねいな、けれどどこかほほえましげな口調で言う。

「実際に、お眠ねむりになるのはお控ひかえいただけますと……」

「……あ、ああ、はい！　す、すいません！」

　……寝ねてた！

　俺おれたち、寝しん具ぐ店で思いっきり寝ねてた……！

　しかもこんな──衆人環かん視しの状じよう況きようで！

　全身がかっと熱くなる。

　恥はずかしさと焦あせりで、全身にぶわっと汗あせが噴ふき出だす。

「……お、おい、静しず乃の！」

　慌あわてて、まだ隣となりで寝ねている静しず乃のを揺ゆさぶった。

「おい静しず乃の、起きろって！」

「ん。んん……もう朝……？」

　静しず乃のは未いまだに寝ねぼけている様子で、身体からだをもぞもぞと動かしている。

「なんか、すごく眠ねむい……。ご飯できるまで、もうちょっと寝ねかせて……」

　──そのセリフに、隣となりの店員さんが噴ふき出だした。

　ああああもうこいつ何言ってるんだよ！　そんなベタな寝ね言ごとがあるかよ！

「いや、いいから起きろって静しず乃の！」

「……何でよー……ねむいよー……」

「眠ねむいったって、ここ──お店だぞ！」

　──一いつ瞬しゆんの、間があった。

　空気の凍こおり付ついたような、短い空白。

　そして──次の瞬しゆん間かん。

　静しず乃のはガバッと身体からだを起こすと──ボサボサの髪かみのまま辺りを見回し、真っ青な顔で「ひぅ～～……」と息を吸すい込こんだ。







「──では、こちらの枕まくらとこちらの掛かけ布ぶ団とんの、二点ご購こう入にゆうでよろしいですね？」

「はい……お願いします……」

　店員さんにそう言って、商品を試用コーナーからレジに持っていってもらう。

　まあ……なんというか、実際二人とも寝ねてしまったわけでな。

　あれだけ色々文句言い合ったくせに、二人してこの店で寝ねてしまったわけで……。

　もう、言い訳はできないわ。枕まくらも掛かけ布ぶ団とんも、どっちも十分いいものだったんだ……。

　ということで、俺おれと静しず乃のは相談の上、両方を購こう入にゆうすることにした。

　さらに、

「……スウェット、買っていいよ」

　まだ公開添そい寝ねのショックが抜ぬけないのか、しおらしい態度で静しず乃のが言う。

「散々ディスっちゃったけど、枕まくらも良かったし……きっとあれも、悪いものじゃないんだと思う。他の小物も、忍しのぶが好きなもの買っていいよ……」

「……おう、ありがと」

　うなずいて、俺おれもちょっと考えてから、

「静しず乃のも……やっぱり好きなの買ってくれ。あの掛かけ布ぶ団とん、すげえ気持ちよかった……」

「……うん、わかった」

　……まあでも、いい機会だったんじゃないか、とも思う。

　やっぱり、俺おれの中には静しず乃のに対する偏へん見けんがちょっとあったのかもしれない。

　こんなにお洒しや落れにかわいくなったけれど、全然中身を見ていないんじゃないか。

　値段だとかデザインだとかそういうのばっかり意識して、微び妙みようにお高くとまってるんじゃないか……みたいな。

　……そんなこと、なかったな。

　静しず乃のは静しず乃ので、ちゃんと自分の考えと価値観を持って、今の静しず乃のであることを選んだ。

　そのことを、改めてちゃんと理解できてよかったし……静しず乃のも、同じようなことを。俺おれの考えにも意味があることを、理解してくれればうれしいなと思う。

　そうこうしているうちに、レジについた。

　すでにレジに商品を打うち込こんで待っていた店員さんから値段を告げられ、鞄かばんの中の財さい布ふに手を伸のばす。

　そして、ちょっと迷ってから、俺おれは静しず乃のに切り出した。

「……割わり勘かんでいいか？」

　──さすがに、金額的に全部は払はらえなそうだった。

　布ふ団とんは俺おれの家に置いておくのだし、そっちは自分が出すべきな気もしたけれど……静しず乃のも使うわけで。ある程度出してもらえると助かるところだ。

　けれど、彼かの女じよは意外そうな顔をして、

「え……あの布ふ団とん、わたしが払はらうよ？」

「いやいや、俺おれも使うから……出さないわけにはいかんよ」

「……わたしが決めたのにいいの？」

「おう、俺おれも納なつ得とくしたからさ……」

　確かに、予想外に大きな出費だ。念のため多めには持ってきたけれど、この一発で財布もすっからかんになる。

　けどまあ……初めて高級品を使ってみるのは、いい勉強にもなるだろう。

　そうやって、静しず乃ののことを知っていければとも思うし、決して損にはならないんじゃないだろうか。

「そっか、ありがと……」

　静しず乃のはそう言って、ちょっと申し訳なさそうに口元をもごもごさせている。

　そんな俺おれたちを、店員さんは小動物でも見るような表情で眺ながめながら──、

「ふふふ、仲がよろしいんですね」

　と、ほほえむ。

　そして、小さく首をかしげると、

「……もしかして、同どう棲せいのご準備ですか？」

「「──ち、違ちがいます!!」」

　俺おれたちは──完かん璧ぺきなユニゾンで、慌あわててそう答えたのだった。
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「──ずいぶん、ものが増えたな……」

　静しず乃のとの買い物の翌日。

　学校が終わり、自室に帰ってきた俺おれは、部屋の中を見み渡わたしてそんなことをつぶやく。

　静しず乃の用に、と空けたチェストに入っているパジャマ、タオルなどの小物たち。

　洗面所のコップに入っている、歯ブラシ。

　玄げん関かんには彼かの女じよのサンダルがあるし、ベッドの上には先日買ってきた掛かけ布ぶ団とんもある──。

「なんか、賑にぎやかでちょっと実家みたいだな……」

　言いながら、なんだか俺おれは笑い出してしまう。

　一人だけのときには、もうちょっとこの部屋はシンプルだった。

　俺おれの選んだものだけが詰つめ込こまれた、単色の風景。

　それはそれで決して嫌きらいじゃなかったし、居い心ごこ地ちだって悪くなかった。

　けれど──今は違ちがう。

　静しず乃のが持ってきたものが、これまでにない色合いをくれた。

　パステルカラーだったり鮮あざやかなピンクだったり清潔な白だったり。

　決して自分では選ばない色合いが増えて、この部屋は彩いろどりが豊かになった──。

　あと……なんだろうな。

　ちょっと、空気の匂においが変わった気がする。

　良いい匂においがするというか、華はなやかな香かおりがするというか……。

　……いや！　たとえ話な！

　なんか、部屋にいるときの気分が違ちがうって話！

　別に静しず乃のの私物から良いい匂においがするって話ではなく！

　……いや、実際に良いい匂においもしてるんだけど！　パジャマとか！　……いやわざわざ嗅かいだわけじゃなくて近くにいると良いい匂においがするんだよ！　不ふ可か抗こう力りよくなんだよ！

　……ともかく！

　静しず乃のと添そい寝ねするようになって、ずいぶんと生活が変わったなと思う。

　睡すい眠みん不足が解消しただけじゃなくて、それ以上に、たくさんの変化があった──。

　それを俺おれは──うれしく思う。

　彼かの女じよがこうして、毎日に新しい色をくれたことを、うれしく思う。

　だから──ちょっと、考えてしまうのだ。

　ずっと、こんな風にいられれば。

　二人で添そい寝ねすることが、できればいいな、なんて……。

　──そんなタイミングで、

「……ん？」

　ポケットの中で、スマホが震ふるえているのに気付いた。

　取り出し画面を見ると、

「……おお……？」

　そこには──ある女の人からの着信、との通知が表示されている──。
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「──また会おう」

　五年前──わたしが、地元の町から引ひっ越こす日。

　そう言ってくれた忍しのぶの顔をよく覚えている。

「絶対に──また会おう」

　わたしは大泣きしてしまって、人生おしまいくらいの気分で忍しのぶの家に挨あい拶さつに来ていた。

　忍しのぶと離はなればなれになってしまう。

　この町と、さよならしなきゃいけない。

　幼いわたしにとってそれは絶望的な出来事だったし、きっと──忍しのぶも一いつ緒しよに泣いてくれると思っていた。気弱な忍しのぶのことだ。もしかしたら、当の本人であるわたしよりも泣いちゃうかも──。

　なのに、

「俺おれ──頑がん張ばるから！」

　忍しのぶは、わたしの手をぎゅっと握にぎってそう言った。

「高校生になれば、俺おれも札さつ幌ぽろに行ける。そしたらまたきっと……静しず乃のと一いつ緒しよにいられるようになる！　そのときまでに、例の約束……実現できるようなやつになるから！　今の俺おれじゃ、まだ無理だけど……できるようになるから！」

　──びっくりした。

　将来の約束のことを忍しのぶがそんなに強く意識してくれていたのも。忍しのぶがそんな風に、わたしを勇気づけてくれたことも。

　そして──彼かれの手が、わたしの手よりもずっと熱かったことも。

「……うん！」

　だからわたしは涙なみだを拭ぬぐって──忍しのぶにうなずいてみせた。

「わたしも頑がん張ばる！　成長した忍しのぶの隣となりにいられるよう、頑がん張ばる！」

　そしてわたしたちは──笑え顔がおで離はなればなれになった。

　もうずいぶん昔のことになってしまった、遠い日の出来事──。

　その日から、わたしは本当に頑がん張ばったんだ。

　いつか二人で東京で暮らすことができるよう、都会で生きる方法を一いつ生しよう懸けん命めい学んだ。

　そしてその間──忍しのぶとほとんど連れん絡らくは取らなかった。

　こんなところで甘あまえちゃったら、きっと理想のわたしになれない。

　忍しのぶと東京で暮らせるわたしになるまで。それまでは、メールも電話もちょっとだけ我が慢まん。

　そして──都会の似合う女の子になれたら。

　彼かれとの約束を果たせるわたしになれたら、胸を張って彼かれに会いに行こう──。

　それがまさか──、

「こんな風に、なるなんてね……」

　一人で夕方の札さつ幌ぽろ駅えきをぼんやり眺ながめながら、わたしは思わず笑ってしまう。

　当時のわたしたちに今の様子を知られたら、どれだけ驚おどろかれるだろう。

　変にお互たがい素す直なおになれなくて、なのに添そい寝ねなんてしていて……。

　もしかしたら、失望されるだろうか。

　怒おこられたり、がっかりされたり……逆に、喜ばれちゃったりもするだろうか……。

　当時のわたしはまだまだ子供だったし、高校生にして添そい寝ねすることの意味を、あんまり理解できないかもしれない……。

「……さて」

　と、わたしは一息つくと、もう一度歩き出す。

「大通り公園でも行こうかな……。越こしてきた頃ころよく行ってたけど、最近はあんまりだったし……」

　──実は今夜は、忍しのぶと添そい寝ねができない。

『ごめん、急用が入った。今夜添そい寝ね無理だ…』

　そんなメッセージが昼ひる頃ごろ彼かれから届いて、久しぶりの一人寝ねが確定してしまったのだ。

　まあ……そりゃ、毎晩欠かさず添そい寝ねできるわけじゃないだろうしね。実家のご家族が来たりもあるかもしれないし、無理も言えない。

　ということで──空いてしまった時間。せっかくだから、わたしは忍しのぶと離はなればなれになった頃ころのことでも振ふり返かえってみようと、こうして一人札さつ幌ぽろ駅えきに来ているのだった。

　当時、都会のことが知りたくて、週末ごとにうろうろしていたのがこの辺だった。その頃ころと同じようなルートを歩けば、例の約束についても何か思い出せるかもしれない。

　……まあ、思い出せないにしても、散歩するだけで楽しいしね。

　そんなことを考えながら、わたしは札さつ幌ぽろ駅えきから地下街に入ると、大通公園に向けて歩いていく──。

「……それにしても、我ながら変わったよねえ」

　通りを歩きながら、わたしは道沿いのお店のガラスに映り込こんだ自分を、まじまじと眺ながめる。

「最初にここに来たときは、ほんとただの田舎いなか者ものだったもんなあ……」

　なんとなく、当時の格好がどんなだったかは覚えている。

　例えば、無む駄だに原色のトレーナーと、変な色落ち加工のデニム。

　スニーカーも、よくわからないメーカーの偽にせ物ものっぽいやつ。

　垢あか抜ぬけないあまり逆に目立ってしまうような格好で、わたしは初めてこの道を歩いたのだった。

　あの頃ころに比べれば、実際わたしは大きく変わったと思う。

　外見だけじゃなくて、もちろん内面も。

　そしてきっと──忍しのぶも変わったんだろう。

　わたしが気付いている以上に、色んなところが──。

　そんなわたしたちは今後、どうなっていくんだろう。

　いつまでも、こんな関係を続けるわけにはいかないと思う。

　いつか添そい寝ねなんてやめなきゃいけないだろうし、一人で眠ねむれるようにならなきゃいけない。

　そうなったとき──わたしたちの関係は、どうなるんだろう。

　昔みたいに、仲良くなれるんだろうか。

　それとも、ちょっと前みたいに、また疎そ遠えんになるんだろうか──。

　──そんなことを、一人つらつら考えていたわたしは、

「……ん？」

　ふいに──視界に見慣れた影かげが映ったのに気付く。

　地下街の中にある、待ち合わせスポット。

　ベンチに腰こし掛かける、背の高い男の子──。

「……あ、忍しのぶだ」

　──忍しのぶだった。

　忍しのぶが人待ち顔で、手元のスマホに視線を落としていた。

　……誰だれを待ってるんだろ？　地元の家族とかかな？

　せっかくの水入らずタイムかもしれないし、声はかけないでおこう……。

　そんなことを考えながら、彼かれの脇わきをすすっと通とおり抜ぬけようとしたところで、

「──ごめん忍しのぶ！　お待たせ！」

　そんな声が──。

　若い女の人の声が──耳に届いた。

　反射的に、そちらに視線をやる。

　そこには──、

「いやー申し訳ないね。ちょっと致いたし方ない事情があって。寝ね坊ぼうっていう事情が」

「……いやそれ、全然致いたし方なくないじゃん！」

「ごめんごめんー。昨日も飲み会で帰り遅おそかったんだよー。結構待った？」

「うん、三十分くらい……」

「わーマジごめん！　いつもは五分後行動を心がけてるんだけど……」
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「それただの遅ち刻こくじゃねーか！」

　ずいぶんと親しげに会話をする、二人の姿があった──。

　女の人の方は──結構大人っぽい雰ふん囲い気きかも。

　茶色い長い髪かみにすらっと高い背。

　顔立ちは……きれいだ。かなりの美人さんだ。

　服装も……あれは、全体的にブランドものだな。しかも、結構高いところの。

　年ねん齢れい的には、わたしたちよりちょっと上……飲み会って言ってるし大学生？　もしかしたら、もう社会人かもしれない。

　……え、誰だれ？

　見たことない人なんだけど、あの人誰だれ……？

　忍しのぶの家族や親しん戚せきに、あれくらいの年ねん齢れいの女の人はいないはずだ。

　というか、わたしの知る限りでは忍しのぶにはそういう知り合い自体がいないはず……。

　しかも、

「じゃあ、行こうか！」

「うん」

　うなずきあって──歩き出す二人。

　近い。

　その距きよ離りが、すごく近い。

　もう、ずっと肩かたが触ふれ合あうレベルだ。

　そのまま腕うでを組んだり手をつないだりしないのが不思議なくらい。

　……考えてみれば、あの人と話す忍しのぶの口調はずいぶんフランクだった。

　あんな風に打ち解けて話すなんて、相当仲良くないと無理なはず。

　……。

　……。

　……。

　……マジで誰だれ、あの人。

　──気付けばわたしは、歩き出していた。

　二人のあとを追うようにして、けれどギリギリ気付かれないように、ちょっと間を空けて。

　……尾び行こう。

　うん、そうなっちゃってる。

　気付けばわたし、二人を尾び行こうしちゃってる。

　けれど──どうしても気になるのだ。あの二人の感じが。

　慣れない大だい胆たんな行動に、心臓がドキドキしはじめる。

　でも──こうなったらもう、あとには引けない。

　せめて、あの女の人が一体誰だれなのかを知りたい！







　──しばらく歩くと、二人は通り沿いにある喫きつ茶さ店てんに入っていった。

　あそこでお茶をするつもりらしい。

　彼かれらに続いてわたしもお店に入り、飲み物を注文。さりげなく二人の席を確かく認にんすると、忍しのぶの背中側、見つかりにくい位置にあるカウンターに腰こし掛かけた。

「──へえ、じゃあ──相変わらず──」

「うん──むしろ──だと思う」

　さっそく、何やら話はなし込こんでいる二人。

　話題が何なのか気になるけれど、休日の店内はそこそこ混み合っていて、席も絶ぜつ妙みように離はなれていることもあってうまく声が聞き取れない。

　メニューを確かく認にんする振ふりしてんーっと身体からだを伸のばす。

　せめて、二人がどういう雰ふん囲い気きなのかだけでも知ることができれば……！

　けれど、

「……ん？」

「……ッ！」

　──しまった。目があった……！

　あんまり露ろ骨こつにそっちに顔を出しすぎて……お姉さんの方と、思いっきり目があった！

　慌あわてて身を縮こまらせ、何でもなかった振ふりをする。

　でも……ダメだ！　お姉さん、怪け訝げんな顔でこっち見てる！　何か変だと思われたっぽい……！

　なんとか……なんとかしないと！

　テンパったわたしは、ノープランのまま近くにいた店員さんに声をかける。

　そして──、

「あの、すいません！　そ、その……！」

　無理にお姉さんの向こう側──壁かべに貼はられた黒板のメニューを指差してみせた。

「あ、あの……あそこに書いてあるケーキって、ど、どんなやつですかね！」

　よし！

　ナイス判断だぞわたし！

　これでお姉さんからは、ただメニューを見ようとしていただけに見えるはず！

　けれど……、

「はい、どちらのケーキでしょうか？」

　にこやかに店員さんに尋たずね返される。

　その問いに、まだ若じやつ干かんテンパったままだったわたしは──、

「ええっと、そのお……」

　ずらっと並んでいる色んな種類のケーキたちの中から、よりにもよって──、

「そ、その……ショートケーキ、ってやつ！　どういうケーキなんでしょうか!?」

　──ああああああ何聞いてんのわたし！

　ショートケーキ知らない人なんている!?

　他にももうちょっとマイナーなケーキも載ってるんだから、せめてそっちを聞けばよかった！

　店員さんもちょっと困こん惑わく気味の顔で、

「……生クリームとイチゴの乗った、スポンジ生き地じのケーキですね……」

「へ、へえー！　そうなんだー、初めて見たー！」

　全身に冷ひや汗あせをかきつつ、無理矢理笑えみを作ってそんなことを言う。

「……ご注文されますか？」

「そうですね！　お願いします！」

「承知いたしました、少々お待ちください……」

　怪け訝げんそうな顔のまま、戻もどっていく店員さん。

　けれど、それを眺ながめていたお姉さんは──、

「……どうした？」

「……ううん、何でもない」

　──忍しのぶに尋たずねられると、ひらひらと手を振ふって視線を彼かれに戻もどした。

　……セ、セーフ！

　ひとまず、疑われたりはしなかったらしい……。

　ちょっと変な子だと思われたかもしれないけど、それくらいはまあしかたない。

　危ないところだった、忍しのぶに見つかったら厄やつ介かいなことになってた……。

　──そして、しばらく二人が会話を続け。それにわたしが耳をそばだてていると、席にケーキが到とう着ちやくする。

　……うん、おいしそう。

　せっかくだし、じっくり味わっておきましょう。

　そう思ったのに──、

「──よし、そろそろ行こうか」

「ああ、そうだな……」

　言い合って、忍しのぶたちが店を出る態勢に入ろうとする。

「え、ちょ……！」

　ダメだ、悠ゆう長ちようにケーキ味わってる暇ひまがない！

　わたしは慌あわてて目の前のケーキを口に押おし込こむと（めちゃくちゃおいしかった……）（もっとゆっくり食べたかった……）二人に続いて会計を済ませ、慌あわてて店を出たのだった。







　──その後、二人は札さつ幌ぽろ中心街を離はなれるバスに乗のり込こんだ。

　その様子をバス停のそばから窺うかがいながら、一いつ瞬しゆん、そろそろ引き返そうか……？　と悩なやむ。

　ここまでも結構不ぶ躾しつけなことをしてきたし、これ以上はさすがに忍しのぶにも申し訳なくない？　さすがにちょっと、失礼すぎない……？

　……けど。

　やっぱり気になる。二人がどういう関係なのか気になる。

　それに──ここまで来たらもう同じだ。わたしも覚かく悟ごを決めると、二人に続いてそのバスにこそっと乗のり込こんだ。

　そして、揺ゆられること数十分。

　二人が降りたのは──忍しのぶの家からも近い住宅街だ。

　穏おだやかで静かで、暮らしやすそうなかわいい街。様子を見る限りでは、どうも忍しのぶがお姉さんの方を案内しているような感じ。

　彼かれらはしばし通りを歩くと、

「ここだよ」

「へー、ここ……」

　なぜかごく普ふ通つうの、単身者向けアパート前で立ち止まった。

「──ていうか、知らなかったの？」

「──うん、なんか来る機会なくて……」

　何やら言い合って、建物を見上げる二人。

　けれど、外から見ているだけで中に入ろうとする気配はない。

　何だろ……見に来ただけ？

　ごく普ふ通つうのアパートに見えるけど。なんでわざわざこんなとこに来たんだろ……。

「──おっけ、ありがと。じゃあ行こう」

「──うん」

　しばらくそうしてから、二人はまた歩き出す。

　結局──本当に、外観を眺ながめただけだったな。

　何だったんだろ、今の……。

　──けれど、そんな疑問は。そのあと、二人が向かった場所の驚おどろきに、あっという間に霧む散さんしてしまう。







「──え、ここ……」

　──二人の後ろ姿を見送りながら。

　忍しのぶとお姉さんが入っていくその店に──わたしはぽかんとしてしまう。

「なんで……こんなところに……」

　──スーパーだった。

　先ほどのアパートからちょっと歩いたところ。

　忍しのぶの家の近くにある──スーパーだった。

　……どうして？

　こんなところに男女二人で入る用事なんて、ある……？

　……いや、わたしも忍しのぶと一いつ緒しよにスーパーに行ったことがあるけど。

　添そい寝ねをするちょっと前、飲み物でも買いに行こうと一いつ緒しよにスーパーに行ったことが。

　なんだか不思議な感覚だったし、お菓か子しやジュースの好みの話もできてちょっと楽しかったのを覚えている。

　けれど……あのお姉さんと？

　本当に、一体どういう関係なの……？

　──もう一度、強いためらいを覚えた。

　なんだか、これ以上二人についていったら、取り返しのつかないことになる気がする。

　知りたくなかったことを知ることになりそうな、もう後あと戻もどりできなくなりそうな、ぼんやりとした、でも確かな重みを持った不安。

　……けれど、

「……っ！」

　わたしは、小走りでもう一度彼かれらのあとを追ってしまう。

　なんだか妙みように怖こわくて、だからこそ……どうしても、目をそらせない気がしていた。







　──鶏とり肉にくにタケノコ、ナス。

　ココナッツミルクとナンプラーと、外国産のカレーペースト。

　それから、何本かの飲み物──。

　お姉さんが忍しのぶの持つかごに入れていったのは、そんな商品たちだった。

　正直、ちょっと思っていたのだ。

　もしかしたら、ちょっとお茶を買いに来ただけなのかもしれないと。

　喉のどが渇かわいて、でもコンビニで買うよりは安いスーパーで、って考えたのかもと。

　──違ちがう。

　どう見たって、そうじゃない。

　料理をする気なんだ。しかも、買いそろえた材料的に──メニューはグリーンカレー。

　……忍しのぶの好物だ。

　小さい頃ころから忍しのぶが大好きだった、ちょっとエスニックで辛からいカレー。

　小学校の頃ころ、よく彼かれの家でごちそうになっていた記き憶おくがある。

　……しかも、お姉さんのリードする様子から見て、もしかして……彼かの女じよが作るんだろうか？

　忍しのぶの買い出しに付き合っただけとかじゃなくて、このあとあの人が、料理するんだろうか……。

　──変に、鼓こ動どうが高鳴っていた。

　まだこの季節、札さつ幌ぽろは上着が必要なほど涼すずしいのに──全身に汗あせをかいてしまう。

　二人は並んでスーパーを出ると、当たり前みたいに忍しのぶの家へ向かう。

　時刻は──すでに午後六時過ぎ。

　そして、しばらく肩かたを寄せ合うようにして歩き、彼かれの自宅アパートへつくと──二人は、忍しのぶの部屋の扉とびらの向こうへ消えていった。

　それを見送り、わたしはしばしその場に立たち尽つくす。

　……そっか。

　うん。そっか。そういう感じか。




　──すとんと、理解できていた。

　あの二人が、どういう関係なのか。

　忍しのぶにとって、あの女の人が何なのか──。




　……まあ、そうだよね。

　そうとしか、思えない……。

　……でも、念のため。

　わたしはスマホを取り出すと、仕事で内地に行っているお母さんに電話する。

　何コールかして、通話が繫つながった。

「……もしもし、お母さん？」

『え、ええ……静しず乃の、どうしたの？　何かあった……？』

　電話から響ひびくのは、ちょっと緊きん張ちよう気味のお母さんの声だ。

　娘むすめ相手にそんな声出さなくても……と思うけれど、まあしかたないか。

　今、お母さんとわたしは、ちょっと難しい状態にあるし。

　ただ、そうだとしても……どうしても確かく認にんしたいことがある。

「ちょっと聞きたいんだけど」

『え、ええ……』

「大おお滝たきさん、いるでしょう。この春、またクラスメイトになった忍しのぶくんの家……」

『ああ、うん……それが、どうかした？』

「あのおうちにとか親しん戚せきにとか、わたしたちよりちょっと年上の女の人って、いなかったよね？」

『……そ、そうねえ』

　しばし、考かんがえ込こむような間がある。

　そして、二呼吸ほどの間を置いてから、

『……ご両親はお二人とも一人っ子だったって言ってた記き憶おくがあるし、いらっしゃらないと思うけど……』

「じゃあ、忍しのぶくんにちょっと年上の女の人の友達とか、いた？」

『それも、少なくともお母さんは知らないなあ……』

「……そう、ありがとう」

『どうしたの？　何かあった……？』

「ううん。大だい丈じよう夫ぶだよ。じゃあね……」

　それだけ言って、わたしは有う無むを言わさず電話を切る。

　……。

　……うん。

　一つ息を吐はき出だして──わたしは確信する。




　あれ……彼かの女じよだな。

　あの女の人は、きっと忍しのぶの恋こい人びと。

　お付き合いをしている、彼かの女じよさんだ──。




　だって、そうとしか思えない。

　そうじゃなきゃ、説明がつかない──。

　休みの日にこうして会って、デートみたいに一いつ緒しよに時間を過ごした。

　その間、二人の距きよ離りはずっと近かったし、本当に親密そうだった。

　そのうえ、スーパーで買い出しして家で料理。

　こんなの、恋こい人びと関係じゃないとありえない──。

　そうなると、色んなことに説明もついてしまう。

　例えば──二人で見に行っていた、アパート。

　あれってもしかしたら……家の、下見だったんじゃない？

　いつか同どう棲せいしようと話していて、その候補のアパートを、下見に来たんじゃない……？

　それから……添そい寝ねの件。

　今日は、添そい寝ねできないと、忍しのぶに言われたこと。

　あの人が恋こい人びとなら、当然のことだ。

　そろそろ時刻は夜七時近い。多分、彼かの女じよは泊とまっていくんだろう。

　忍しのぶは、わたしじゃなくてあの人と一いつ緒しよに寝ねるんだ。

　わたしみたいな──本当は気の合わない幼なじみではなく。性格も好みも合わず、再会していきなりケンカになるような元幼なじみといやいや添そい寝ねするのではなく。恋こい人びとと一いつ緒しよに幸せに眠ねむるんだ──。

「……そっか」

　ふうと吐はいた息が、妙みように熱かった。

「忍しのぶ、そうなんだ……」

　……まあ、そういうこともありえるだろうと思う。

　わたしたちが離はなればなれになって、五年が経たっている。

　その間、恋れん愛あい関連で忍しのぶに色々あってもおかしくないし、むしろ実は結構いいやつなんだ。何もなかったと考える方が無理がある。

　けれど──そうであれば。

　全然知らなかったけど、特定の恋人がいるなら──わたしがすべきことは、はっきりしている。

　大きく息を吸って、吐はき出だした。

　唇くちびるが震ふるえている気がしたけれど、関係ない。

　……頭が真っ白？

　……目の奥おくがジンとする？

　……胸が痛くて呼吸が苦しい？

　……頰ほおを何かが伝っている？

　だったら──何だっていうんだ。

　わたしはただ、わたしがするべきことをするだけなんだ。

　そもそも、彼かの女じよがいるとか関係なく、もっと早くそうすべきだったのかもしれないとも思う。

　もう一度深呼吸すると、わたしはくるりときびすを返し──自分の家までの道を。

　添そい寝ねをするとき、タクシーで何度も通ってきた道を歩き出した。
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　──週明けの、月曜日。

　静しず乃のに、放課後話があると呼び出された。

　何だろう、今さら改まって。

　どうせ今日はこのあと俺おれの家で添そい寝ねだし、そのとき話せばいいのに……。

　呼び出された学校近くの公園で、ベンチに腰こし掛かけながら……まあでも、こういう機会があるのもいいことかもしれないと思う。

　これまでなし崩くずし的に、俺おれたちは添そい寝ねをしてきた。

　お互たがいしかたなくて、必要に駆かられてそばにいて、だから添そい寝ねに関係なく会ったり話したりなんてことは、ほとんどなかった。

　だから──こうして昼間の公園で静しず乃のと話せるのは、ちょっと楽しみだ。

　俺おれは小さく鼻歌なんて歌いながら、彼かの女じよが来るのを待っていた。

　そして、

「──待たせてごめん」

　予定通りの時間に静しず乃のが公園にやってくる。

「ちょっと、先生に話しかけられて遅おそくなった」

「いや、そんなに待ってないから大だい丈じよう夫ぶだよ。ちょうど時間通りだし」

「……そう」

「……で、話って何だよ？　どうしたんだよ？」

　──俺おれの隣となりに腰こし掛かけるかな？

　そう思って、ちょっとベンチの隅すみの方に座すわり直す。

　けれど、静しず乃のは俺おれの目の前に立ったまま。

「……あのさ」

　と、一瞬しゆん間かんを開けて。

　それでも──普ふ段だん通りの口調でこう言う。




「──もう、添そい寝ねやめよう」

「……は？」

「もう、一いつ緒しよに寝ねるのは終わりにしよう」




　彼かの女じよの言うことが──うまく頭に入ってこない。

　まったく突とつ然ぜんの、予想もしていなかった言葉に、俺おれはマヌケな声で尋たずね返す。

「やめるって……どういう、ことだよ」

「言葉の通りだよ、今わたしたち、毎晩一いつ緒しよに寝ねてるでしょ？　それをもうやめて、これからはお互たがい別々で寝ねるの」

　──そう言う静しず乃のの顔は穏おだやかで。

　頰ほおにはうっすら笑えみすら浮うかんでいて──、

「あ、ああ……」

　なんとなく、俺おれは話の意味が読めた気がする。

「もしかして、静しず乃の……一人で眠ねむれるようになったのか？」

　──そうだ、きっとそうなのだろう。

　そろそろ、添そい寝ねを始めて一ヶ月近くになる。

　そうしている間に不ふ眠みんの原因が解消されて、静しず乃のは一人でもぐっすり眠ねむれるようになった──。

「よかったな！　一時はどうなることかと思ったけど、解決したなら本当によかった……」

「ううん、そういうことじゃない」

「……え、じゃあなんで？」

　──不ふ穏おんな気配を、覚えはじめていた。

　俺おれたちの間に流れている、微び妙みような違い和わ感かん。

　そして──気付く。

　笑えみを浮うかべている、静しず乃のの表情。

　その薄うす皮かわ一枚下に──彼かの女じよの強い感情が。

　動どう揺ようなのか、不安なのか、あるいは悲しみなのか……そういうものが、透すけているのに。

　なのに、

「まあ、やっぱりよくないなって思って」

　あくまで軽い口調で。

　強がりなのが丸わかりの表情で、静しず乃のは言う。

「もうわたしたち、十五歳さいだし。そんな男女が毎日一いつ緒しよに寝ねるのは、どう考えてもちょっとまずいでしょ」

「……そりゃ、そうだけど」

　あんまりにも、今さらな話だ。

　そういうのを踏ふまえた上で、俺おれたちはやむにやまれず添そい寝ねを始めたはずだった。

　そして、そのおかげで──睡すい眠みん不足から解放されることができた。

　それに……うん、認めよう。

　添そい寝ねのおかげで、こじれた関係をつなぎとめることができていたのだと思う。

　──もしも、俺おれたちが添そい寝ねをしていなければ。

　入学式の言い合いのあと、毎晩一いつ緒しよに寝ねる仲にならなければ──。

　間ま違ちがいなく、俺おれたちはもう一度疎そ遠えんになっていただろう。

　同じクラスにいても会話することもなく、距きよ離りを縮めることもなく日々を過ごし──最悪、そのまま三年が過ぎ、別々の進路に進んでいたかもしれない。

　そうならなかったのは──添そい寝ねがあったからだ。

　どうしようもない理由で、そばにいなければいけなかったから。

　──それがなくなったら、一体どうなってしまうのだろう。

　わからない、わからないのだけど……俺おれは素す直なおに、不安を覚えていた。

　このまま、終わりにしてしまっていいんだろうか？

　事情もいきさつもわからないまま、添そい寝ねをやめてしまっていいんだろうか……。

　けれど、

「じゃあ、それだけだから」

　静しず乃のはそう言って、その顔に笑えみを浮うかべる。

　今度は──一目で強がりだとわかる、無理矢理な笑えみを。

「これまでありがと、正直助かったよ」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ！」

　慌あわててベンチから立ち上がった。

　急にそんなこと言われたって──やっぱり納なつ得とくがいかない。

「なんか……事情があるんだろ？　だったら、話してみてくれよ！　もしかしたら、解決できるようなことかもしれないし……」

「別に、そういうことじゃないよ」

　けれど、ごくあっさりした口調で静しず乃のは言う。

「ただ本当に、さすがにこれ以上は良くないと思っただけ。そもそも、こんなことしなくて済むならその方がいいに決まってるし、だからそうするだけだよ」

「そ、そんな……」

　やっぱり、納なつ得とくはいかなかった。

　きっと──理由はそれだけじゃない。

　静しず乃のに何かあって、考えが変わって、こんなことを言い出した──。

　──止めなきゃ、と思う。

　彼かの女じよを止めて、そんなことを言い出した理由を聞いて、納なつ得とくするまで話さなくちゃ。

　けれど──、

「……っ！」

　俺おれはうまく、動き出せない。

　──あんなに強くなろうとしてきたのに。

　──静しず乃のと一いつ緒しよに牧場をやれるよう、心身ともに強くなろうとしてきたのに。

　肝かん心じんなときに──俺おれは彼かの女じよに追いすがれない。

「くっ……！」

　理由は、ぼんやりとわかっている。

　どこかに罪悪感があるからだ。

　俺おれは、静しず乃のと添そい寝ねできるのがうれしかった。

　不ふ眠みんが原因ではあったけれど、静しず乃のと一いつ緒しよにいられる。

　昔のように、そばで眠ねむることができる。

　けれどその幸せは──どこまでも俺にとって都合がいい。

　だからこそ──俺おれは、彼かの女じよを止めることができない。

「……それじゃあね」

　小さく首をかしげて、静しず乃のは言う。

　そして、

「これからは──ちゃんと大切な人を、大事にしなきゃダメだよ？」

　それだけ付け足して、彼かの女じよは公園を出ていった──。

「……大切な、人？」

　その言葉の意味が、わからなくて。

　そして──去っていく静しず乃のの背中には、あの日の別わかれ際ぎわを思い出して。

　ただただ、何もできないままその場に立たち尽つくしていた。
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「──どうしたよ、大おお滝たき……」

　尋たずねる亮りよう祐すけの表情は、これまでになく気き遣づかわしげだった。

「今日はマジで、調子悪そうだぞ？　本当に大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

　──静しず乃のに、添そい寝ねを止めようと言われた四日後。

　朝のホームルーム前の、教室でのことだった。

　案の定──あの日以来、俺おれはまったく眠ねむれていない。

　一人で布ふ団とんにくるまっても。音楽を聴きいても、飲み物を飲んでも、軽く運動してみても……できたのは軽くうとうとくらい。あの日から今日まで、トータルで五時間も眠ねむれていないだろう。

　こんな状じよう況きよう、入学直後以来始めてだった。

　強きよう烈れつな眠ねむ気けはもはや暴力的なほどで、目め眩まいと頭痛でぶっ倒たおれそうになってしまう。

　けれど──俺おれは無理に笑えみを作ると、

「……いやいや、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そう言って、亮りよう祐すけに首を振ふってみせた。

「ちょっと、体調崩くずしてるだけで……そんな、大したことないから」

　ここしばらく、亮りよう祐すけには何度も体調を気き遣づかわれていた。

　最初は、添そい寝ねをやめた翌日。それからも、日を空けて何回か。

　はたで見ていてもはっきりわかるほど、俺おれの様子に変化があったんだろうと思う。

　けれど……俺おれはそのたびに、苦笑いをしてごまかしてきた。

　添そい寝ねをやめたことはなんとなく言い出しにくかったし、亮りよう祐すけに無む駄だな心配をかけたくもなかった。あくまでこれは、俺おれと静しず乃のの間の個人的な問題だ……。

　そして亮りよう祐すけも、それ以上は突つっ込こんでくることもなかった。

　納なつ得とくした雰ふん囲い気きではなかったけれど、踏ふみ込こんで良いものか判断がつかなかったらしい。

　ただ──今回は、そうもいかない。

「……さすがにそれで大だい丈じよう夫ぶは、無理があるから」

　珍めずらしく、亮りよう祐すけはちょっと怒おこったような表情になる。

「俺おれ相手に、ごまかさないでくれよ。気き遣づかってくれてるつもりだろうけど、こっちとしては全然安心なんてできねえから」

「……」

「ていうか、バレバレなんだよ。……最近添そい寝ねしてねえんだろ？　森もりさんと」

　その言葉に、思わずため息が漏もれた。

　……そう、だよな。

　バレるに決まってる。

　これだけしんどそうにしていて、しかも相手は鋭するどい亮りよう祐すけなんだ。

　バレないはずがないし、その状じよう況きようで事実を隠かくそうとするのは……むしろ、亮りよう祐すけにとって迷めい惑わくでしかない。

「……まあ、そうだな」

　もう一度深く息を吐はき、俺おれは認める。

「ごめん、亮りよう祐すけの言う通りだ……。確かに、もう一週間添そい寝ねしてないよ。ほとんど眠ねむれてなくて、かなり限界に近い……」

「……だろうな、見りゃわかる」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、亮りよう祐すけはうなずいた。

「で、なんで急に添そい寝ねしなくなったんだよ？　何があったら、そんなことになるんだよ？」

　その質問に、俺おれは素す直なおに先日の出来事を説明した。

　突とつ然ぜん静しず乃のに呼び出されて、添そい寝ねをやめようと言われたこと。

　理由ははぐらかされたけれど、何か事情がありそうだということ。

　そして、最後に言われた、『ちゃんと大切な人を、大事にしなきゃダメだよ？』というセリフ──。

　ちなみに、その後も何度か静しず乃のに話しかけようとしたのだ。

　登校直後の昇しよう降こう口で、休み時間の教室で、放課後のバス停で──。

　俺おれは彼かの女じよを見かけるたびに声をかけ、事情を聞こうとした。

　けれど、彼かの女じよはことごとくそれをスルー。反応さえしてもらえない──。

　事情を聞き終えた亮りよう祐すけは、しばし考かんがえ込こむ。

　言葉を探さぐっているような、状じよう況きようの意味を推測するような表情。

　そして彼かれは、真面目な顔でこちらを向くと──。

「……食くい違ちがってる気がする」

　──違い和わ感かんを訴うつたえる探たん偵ていみたいに、そう言った。

「なんか……すげえしょうもないことで食くい違ちがってる気がする」

「しょ、しょうもない……!?」

　思わず、オウム返ししてしまった。

　そ、そんな言い方があるかよ！

　一応、俺おれは本気で悩なやんで苦しんでるんだけど!?　このまま一生疎そ遠えんかもって不安になってるんだけど!?

「いやでも、状じよう況きよう的にそうとしか思えねえ」

　亮りよう祐すけは、存外拍ひよう子し抜ぬけしたような顔でそう言う。

「忍しのぶ側に、添そい寝ねをやめなきゃいけない理由なんてないだろ。最近森もりさんも体調悪そうだし、あっちも寝ねれてないのは確実。しかもまあ、不器用な二人のことだ、なんかすれ違ちがってるだけだろ、これ」

「……そ、そうかもしれないけど。でも、しょうもねえって……」

「お前らは、本来そこまでガチのすれ違ちがいが発生する仲じゃないんだよ。人間的にも、関係性的にも。だからまあ……なんか……変なきっかけで勘かん違ちがいしたとか、そういう感じじゃね？」

「感じじゃね？　って、軽く言ってくれるなあ……」

　思わず愚ぐ痴ちってしまう。もうちょっと深刻になってくれてもいいんじゃねえかな……。

　……けれど、一呼吸置いて考えてみると、

「ま、まあ……そんな気も、するけどな……」

　確かに説得力を感じてしまうのだ。

　察しのいい亮りよう祐すけがそう言うんだ。

　実際何かこう、揉もめる種があるわけじゃないし……わかってみれば大したことのない勘かん違ちがいがきっかけで、こんなことになっていそうな……。

「……話してみなよ」

　そこでようやく、亮りよう祐すけは表情を緩ゆるめた。

「直球で、話してみりゃいいじゃん、森もりさんに。抵てい抗こうあるだろうし最初は揉もめるかもしれないけど、このままぼんやり遠ざかっちゃうよりは、ずっといいだろ」

「……まあ、そうなんだけどな」

　理り屈くつの上では、亮りよう祐すけの言う通りなのはよくわかる。

　このまま放置するのが一番後こう悔かいが残るだろうし、だとしたらもう当たって砕くだけろで、真正面から静しず乃のに話を持ちかけるのが一番良いい。なんか、問題もあっさり解決しそうな気がしてきたし。

　けれど──なぜだろう。

　俺おれは今、改めて踏ふみ出だす勇気を持てない。

　眠ねむくて気力が萎なえてしまっているのか、即そく答とうで「おう、やってみるわ！」なんて言うことができない。

「……急げとは、言わないけどさ」

　そんな俺おれの内心を読んだように、亮りよう祐すけは苦く笑しようする。

「あんまり悩なやんでも、苦しむのはお前なんだからな。いつまでも眠ねむれないと、本当にそのうちぶっ倒たおれるぞ？」

「……そうだな、それは本当にその通りだ」

「本当にまずくなったら、うちの姉貴とか母親動員して強制的に一いつ緒しよに寝ねてみてもらうから。それが嫌いやだったら、さっさと話をつけてくるように」

「おう、わかった……」

　さすがにそれは笑えねえ……。

　姉はまだしも、母親というのはさすがに……。いや、姉も十分アレだけど……。

　表情が引きつるのを自覚しつつ、俺おれはうなずいた。

「……ああ、ただ明日明後日あさつての土日で、実家に帰る予定なんだ。実際動くとしたらそのあとな」

「あれ、そうだったんだ。なんでそんな急に？」

「なんか、親から突とつ然ぜん召しよう集しゆうがかかって……」

　急にラインがあったのだ。

　この週末、実家に帰ってこれないか？　と。

　特に理由は書いていなかったけれど、まあ多分牧場の仕事を手伝わせたいとかだろう。

　そろそろ忙いそがしい時期だし。

「……でも、それもいい機会かもな」

　腕うでを組み、亮りよう祐すけはそう言う。

「忍しのぶはこの街に来て、不ふ眠みんになったわけだろ？　てことは一度実家に戻もどってみれば、不ふ眠みんの原因の手がかりがつかめるかもしれないし」

「……だな」

　三月末に札さつ幌ぽろに出てきて、まだ一ヶ月。

　懐なつかしさを感じるほどは期間が空いていないし、同じ道内なのもあって帰省というほどは距きよ離りも離はなれていない。

　けれど……亮りよう祐すけの言う通り、なんとなく何かありそうな気がしていて。

　実家で何か見つかりそうな気がしていて、ぼんやりした頭のまま、俺おれは窓の外の景色に視線をやった。







　札さつ幌ぽろ駅えきから、特急列車でしばらく。

　到とう着ちやくした一ヶ月ぶりの地元には──なんだか予想以上に感動してしまった。

　駅舎を出た途と端たん、広がる青い空。

　まばらに建っている家々に、どこか清せい浄じような空気──。

　そして、

「──おかえり、忍しのぶ」

　車で駅まで迎むかえに来てくれた、母親。

　当たり前の話だけれど、その顔も表情も一ヶ月前と何も変わらなくて、

「おう、ただいま」

　俺おれは思わず笑い出しながら、車の助手席に乗のり込こんだ。

「なんだかちょっと、垢あか抜ぬけたんじゃない？」

「んなことないだろ、まだ一ヶ月しか札さつ幌ぽろいないし……」

「でも、『男子、三日会わざれば刮かつ目もくして見よ』なんて言うしねー」

　そんなことを言い合いながら、俺おれは胸にじんわりと懐なつかしさを感じていた。

　この町を出たのはほんの少し前のことなのに、目に入る景色のすべてがどこか懐なつかしい。

　そして、車に揺ゆられること三十分。

　自宅付近につき、車から降りた俺おれは、

「……そうだ、こんなところだったよな」

　目の前の景色に、深く息を漏もらしてしまう。

　地平線近くまで広がった、空の青。

　広大な牧草地帯では、牛があちらこちらで草を食はんでいる。

　吹ふく風からは懐なつかしい匂においがして、足あし下もとの土の感かん触しよくは柔やわらかくて、深呼吸した空気はおいしくて──。

　ちょっと札さつ幌ぽろに慣れかけていたけれど……うん、俺おれが住んでいたのはこういう場所なんだ。

　ここが、俺おれの原風景なんだ──なんて、五感すべてを使ってそれを実感した。







　──その日は、変わったことも起きないまま夜になった。

　牛舎を見て回って、牛たちに挨あい拶さつ。

　昼ご飯を食べてから、俺おれの元自室をちょっと整理して牧場作業の手伝い。

　夕飯中には学校のことについて話し、風ふ呂ろに入ってからまた両親と三人でとりとめもなく一家団だん欒らんした。

　それにしても──噂うわさには聞いていたけど、本当に実感するものなんだな。

　いわゆる……親のありがたさというものを。

　だって……放っておいても、ご飯が出てきて掃そう除じがされて洗せん濯たくされて、風ふ呂ろまで沸わかしてもらえるんだぞ!?

　しかも、うちの母親は牧場の作業をやって、その合間にそこまで家の仕事もこなしてくれているのだ。いかに親というものが努力して自分を育ててくれたのか改めて実感してしまった。

　感謝の気持ちで一杯ぱいになりながら、その日は終しゆう了りよう。

　そして──驚おどろきの事実に気付いたのは、翌朝のことだった。

「……ん、んん…………ん!?」

　──まだ夜の明けきらない自分の部屋で。

　それに気付いた俺おれは──ベッドの上で跳はね起おきた。

　目に入るのは、懐なつかしい早朝の自室の光景だ。

　薄うす暗くらがりに沈しずむ勉強机、本ほん棚だな、くたびれた絨じゆう毯たん。

　カーテンの隙すき間まから見える、青く染まった牧場──。

　五月になった現在も、早朝のこの時間帯はずいぶんと寒い。




　──眠ねむれた。

　頭に手をやり──頭痛がしないのを確かく認にんして、俺おれは改めて認にん識しきする。

　久しぶりに、ぐっすり眠ねむれてしまった──。




「……マジか……！」

　信じられないけれど……間ま違ちがいない。

　記き憶おくがあるのは、昨日の夜十時まで。そして現在時刻は午前四時半。

　ここに住んでいる時期、いつも目を覚ましていた時間だ。

　目め眩まいはしないし眠ねむ気けは大分取れたし──うん、やっぱりそうだ。

　俺おれ、眠ねむれたんだ──。

　ひとまず、着き替がえて牛舎へ行き、朝の作業を手伝う。

　ふんの片付けと健康チェック、発情の確かく認にんや餌えさやりなど。

　それが済んでから、家族全員で朝食を取りながら──俺おれは一人考え続ける。

　添そい寝ねなしで熟じゆく睡すいできたのは……一ヶ月ぶりになるだろうか。

　どうやら俺おれは、実家にいれば問題なく眠ねむることができるらしい。

　──つまり、そうなると。

　実家にあって札さつ幌ぽろにはないもの。

　あるいは、実家になくて札さつ幌ぽろにあるものが──俺おれの不ふ眠みんの原因なんだろう。

　そして──それを何らかの形で中和してくれるのが、静しず乃のだった。

　……言葉にしてみると、ぼんやりしているようにも思えるかもしれない。

　そりゃそうだろう、という風にも思われるかもしれない。

　それでも──本当に原因不明だったときに比べれば、ずっと解決に近づけた気がするのだ。

　あとは、それぞれ思い付く要素を試ためしていけば、根本的な不ふ眠みんの解決だって目指せるかもしれない……。

　──と、そこまで考えて。

　テレビを眺ながめながら焼き魚を食べていた俺おれは、ふと思う。

　俺おれが眠ねむれなくなったのは、まあ割とわかりやすい流れだと思う。

　生まれて初めての一人暮らしで、田舎いなかから都会に出てきて、眠ねむれなくなった。

　ありふれた展開だと思うし、同じようなことで悩なやんでいる一人暮らし初心者は結構いそうな気がする。

　けれど──静しず乃の。

　静しず乃のはどうして、不ふ眠みんになったのだろう。

　彼かの女じよの生活に、俺おれほどの変化はなかったはずだ。

　中学を卒業して高校生になったけれど、引ひっ越こしたわけでもそれまでの友人がいなくなったわけでもない。

　──じゃあ、なんで。

　どうして彼かの女じよはこのタイミングで、眠ねむれなくなってしまったんだろう──。

　……想像は、いくらでもできる。

　理由なんて、無限にありえる。

　それでも──間近にいた彼かの女じよ。

　同じベッドの中で、たくさんの夜を過ごしてきた静しず乃の──。

　俺おれは彼かの女じよの、そんな基本的なことすら知らずにいたことに、今さら後こう悔かいを覚えた──。

　俺おれは静しず乃ののことを──何も知らない。

「──忍しのぶ、あのね」

　──ふいに、母親の声が意識にカットインする。

　思考が途と切ぎれて、俺おれは変にぎくりとしながら、

「……お、おう。何？」

　と尋たずね返した。

　母さんは、俺おれの驚おどろきになんて一㎜も気付かない様子で。

「お母さん午後ちょっと、懐なつかしい人にお会いするのよ。それでね、忍しのぶにもその方にごあいさつしてもらいたくて」

「へ、へえ……。懐なつかしい人……」

「構わないかしら？　時間ちょっともらえる？」

「うん、いいよ。人に会うくらいは、全然大だい丈じよう夫ぶ」

「そう？　よかった。実は、今回帰ってきてもらったのもそれが目的だったのよね……」

　……そういうことだったのか。

　なんとなく、家の仕事の手伝いをさせたいとのかと思っていたけれど、そういうわけじゃなかったのか。

　それにしても、

「……誰だれ？　懐なつかしい人って、昔の知り合いとか親しん戚せきとか？」

　具体的に、誰だれなのかがわからない。

　会いたい友達なら何人かいるけれど、親同どう伴はんでとなると思い付く人がいない。

　そんな俺おれに、母親はちょっとはしゃいだような声で、

「──森もりさんよー」

　──思わず箸はしを止めてしまった。

「静しず乃のちゃんのお母さんが、今日うちに寄ってくれるのよ──」







「──まあ忍しのぶくん、大きくなって！」

　玄げん関かんに迎むかえに上がった俺おれを見るなり──静しず乃のの母はそう言って破顔した。

「すごいイケメンじゃない！　しかもまあたくましい……」

「お、お久しぶりです……あの、森もりさん……」

　思わぬ絶賛に恐きよう縮しゆくしながら、俺おれはおずおずと頭を下げた。

「五年ぶり、ですかね……」

「それくらいぶりねえ。しかもまあ、敬語までしっかり使えるようになって……。立派なお兄さんになったわね……」

「そ、そんな大したことはないですよ……」

「いやいや、びっくりよー。……そうだ、あと森もりさんなんて、堅かた苦くるしい呼び方はやめて？　前みたいに、おばさんって呼んでくれればいいから」

「……わ、わかりました」

　──静しず乃のによく似ていた。

　短めに切られた髪かみ、ちょっと疲つかれた表情には、彼かの女じよの重ねてきた年月を感じさせられるけれど──それでも久しぶりに会った森もりさん……おばさんは、静しず乃のによく似ている。

　顔立ちだけじゃなくて声こわ色いろ、仕草だとか。シンプルな中にもセンスを感じさせる、都会的な服装にまで──。

　そんなことにちょっと動どう揺ようしていると、

「まあまあ、立ち話もあれだから」

　俺おれの母が、そう言って俺おれたちをうながす。

「お茶でもしましょう！　時間に限りもあるんだから！」







　──リビングで、しばし母親二人の茶飲み話に付き合わされる。

　うちの経営の話だとか、おばさんの仕事の話だとか。

　それを聞きながら……俺おれはずっと考えていた。

　──実は、気になっていたことがある。

　あれだけ静しず乃のの家にお邪じや魔ましているのに、一度もこのおばさんにお会いしなかったことだ。

　母親だけじゃない、俺おれはあの家で、静しず乃の以外の誰だれとも会っていない。

　仕事で空けることが多い、と静しず乃のも言っていたし、確かに研究職は忙いそがしいのだろう。

　それでも──あれだけ顔を合わせないのもさすがに不可解だ。

　北ほつ海かい道どうで、高校生の一人暮らしは少なくないとは言っても……あんなに広い家に、静しず乃のはほとんど一人で暮らしている。

　その事情が、ちょっと気にかかり続けていた。

「──忍しのぶくんはどう？」

　思考の途と中ちゆう。

　おばさんが──ふいにそう尋たずねてきた。

「静しず乃のとまた同じクラスになって……学校生活は、もう慣れた？」

　……なるほど。近きん況きよう報告の話題が俺おれの方に回ってきたんだな。

「ああ……そうですね、ひとまずなんとか、という感じでしょうか」

　不ふ眠みんの話をするのもアレなので、それ以外の部分に関して俺おれはまとめてそう答えた。

「中学時代からの友達もいますし、一人暮らしにもようやく慣れてきたかなと……」

「そう、よかった。静しず乃のとも、仲良くしてくれてるんでしょう？　この前話題に出てきて、わたしそれがうれしくて……」

「……そう、ですね」

　どう答えればいいのかわからなくて、俺おれは曖あい昧まいにうなずく。

　添そい寝ねの件は……もちろんおばさんも知らないだろう。

　静しず乃のがあんなことを、親に報告するとも思えない。

　しかも、そのあとなぜかもう一度疎そ遠えんになったことなんて、なおさらどう説明すればいいのかわからない。

　そんな俺おれに、

「……どう？　最近の静しず乃のは」

　ふいに──切実な表情で、彼かの女じよはそう尋たずねる。

「元気にしてる？　ご飯とか、ちゃんと食べれていそう？」

　……その声こわ色いろに。

　それまでのどこかよそ行きな声と違ちがって、不安と心配がありありと滲にじんでいるその顔に──違い和わ感かんを覚えた。

　なんでそんなこと、俺おれに聞くのだろう。

　直接静しず乃のに聞けばいいじゃないか。

　あるいは、そうできない理由があるんだろうか……？

　……わからない。わからないけれど、ここは変に気休めを言うべきじゃない気がして、

「……あんまり元気ではないです」

　はっきりと、俺おれは彼かの女じよにそう答えた。

「ちょっと体調崩くずしがちですし、はたで見ていてもしんどそうです」

　──それが事実だ。

　あいつは今、うまく眠ねむれなくなっている。

　一人あの大きな家で、ぐっすり眠ねむることもできず夜を過ごしている。

　なのに──なぜこの人は、そんな彼かの女じよのそばにいないのか。

　そのうえ、なぜ俺おれに状じよう況きようを聞いているのか。

「そう、やっぱりそうよね……」

　悲しげにほほえみ、おばさんはうなずく。

「電話で話しても、そんな感じだから……。きっと、色々困っているんじゃないかって、思っていたんだけど……」

「……どうして」

　反射的に、俺おれは尋たずねてしまう。

「静しず乃のに直接聞かないんですか？　家族なんだから、会って、実際に話を聞けばいいんじゃないですか？」

　……身勝手な問いなのは、自覚していた。

　俺おれだって、添そい寝ねをやめようという話にちゃんと食いつくこともできなかったんだ。

　完全に、自分を棚たなに上げている。

　それでも──事情を知りたかった。

　なんとなく、母娘おやこの間に壁かべがあるのを感じる。

　それが何なのか、どうしても知りたかった──。

「……そうよね、そう思うわよね」

　自分を責めるような口調で、おばさんは言う。

　リビングに、気まずい沈ちん黙もくが流れる──。

　そして、その重たさに押おしつぶされそうな表情で、

「忍しのぶくんには……話しておくべきかしらね」

　おばさんは、つぶやくように言う。

「もしかしたら、もうご迷めい惑わくをおかけしてるかもしれないし……。うん……」

　そして──おばさんはこちらを向くと。

　意を決したような表情で、俺おれに言う──、

「実は、わたしたち夫ふう婦ふは……静しず乃のの父親とわたしは、この春から別居することになったの」

「……べ、別居ですか？」

　予想していなかったシビアなフレーズに、心臓が小さく跳はねた。

　何か家庭に変化はあったのだろうけど、そこまで深刻なものだとは、ちょっと思っていなかった……。

「ええ……このところ、仕事ですれ違ちがいが続いていて、気持ちの上でもうまく行かないことが増えて……。けれど、すべてを決めたあとに静しず乃のにそれを話したら、あの子……ものすごく怒おこって。父親のこと、大好きだったから。それ以来、ずっとギクシャクしちゃって……しかも、そんなタイミングで、わたしも仕事で札さつ幌ぽろを離はなれることが多くなって……」

「……なる、ほど」

　……そういう、ことか。

　それなら、すべてがきれいに理解できる気がする。

　静しず乃のの家に、静しず乃のしかいなかったこと。

　おばさんが、娘むすめの現状をうまく把は握あくできていなかったこと。

　そして──もしかしたら。

　静しず乃のが眠ねむれなくなったのも、そこに原因があるのかもしれない──。

「でも……そうよね。わたしももっと、あの子に寄より添そわないとダメよね……」

　力なく笑って、おばさんは言う。

「拒きよ絶ぜつされることも、またあるだろうけど……きっと、どこかであの子も理解してくれると思うし……」

　……きっと、と思う。

　きっとこの人も、そのことをこれまで気に病やんできたんだろう。

　娘むすめをサポートし切れていない自分。近きん況きようさえちゃんと把は握あくできていない自分。

　落おち込こむその表情は、やっぱり娘むすめである静しず乃のにそっくりだった。

　──だから、

「……俺おれも」

　反射的に、俺おれは彼かの女じよに言う。

「俺おれも、力になれることがあれば、やりますから」

　おばさんが、驚おどろいたようにこちらを見る。

「できることなんて、限られてますけど……協力できることはしますから、何でも言ってください」

「……ありがとう」

　そういうおばさんの目には、涙なみだが浮うかびはじめている。

「そう言ってくれるのは、とてもうれしいわ……。本当に、ありがとう。そうね……なら……できるだけ、あの子に寄より添そってあげてくれるとうれしいわ」

「……寄より添そう、ですか」

「ええ」

　はっきりと、おばさんは俺おれにうなずいてみせる。

「本当は、わたしがそうしたいんだけど……今は、拒きよ否ひされちゃうから。だから、申し訳ないんだけど……忍しのぶくんが、あの子の味方になってあげてくれればって、思うの」

「……味方」

　思わず、口調に不安を滲にじませてしまった。

　味方と一口に言っても、家族ですらそれが難しいことがあるんだ。

　自分に、そんなことができるのかわからない。

　それに──俺おれだって、先日静しず乃のに遠ざけられたばかりなんだ。

　自分に、果たしてその資格があるんだろうか──。

　けれど、

「……むしろ、もうそうなってくれてるかもしれないわね」

　おばさんは──そこでようやく、表情を緩ゆるませた。

「静しず乃のと忍しのぶくんは、もともとすごく仲が良かったし……わたしなんかに言われるまでもなく、もうあの子の味方になってくれてるかも……」

　──言われて、当時の景色を思い出す。

　いつも隣となりにいた俺おれたち。

　一いつ緒しよに遊んで、一いつ緒しよに笑って、一いつ緒しよに泣いてケンカして。

　ご飯もお風ふ呂ろも寝ねるのも一いつ緒しよで、家族のように過ごしていた俺おれたち──。

　確かにあの頃ころ、俺おれは静しず乃のの隣となりにいた。

　形だけ添そい寝ねするようになった今より、ずっと近くにいたのかもしれない。

「もちろん、二人は成長したわ」

　言って、おばさんは遠い目をする。

「あのときとまったく同じとはいかないし、忍しのぶくんの気持ちの問題もある」

　──それは、その通りだ。

　今はもう、穏おだやかな気持ちで添そい寝ねなんてできない。

　彼かの女じよがそばにいればドキドキする、触ふれたいとも思ってしまう。

「けれど、もしよければ……」

　まだためらいの消えない様子で。

　けれど──どこかすがるような表情で、おばさんは俺おれを見る。

　そして───彼かの女じよはこう言った。

「また、あの子のそばにいてあげてほしいの……」







　──週明けの学校、放課後の正門前で。

　俺おれは静しず乃のが来るのを待っていた──。

　話をするつもりだった。

　添そい寝ねをやめようと思った理由を確かく認にんして、彼かの女じよの気持ちを聞いて──それから、今後のことをちゃんと考えるつもりだった。

　……いや、正直やっぱりわからないのだ。自分がどうすればいいのかなんて。

　確かに、おばさんには「そばにいてあげてほしい」なんて言われたけれど、それは別に「添そい寝ねしてやってくれ」なんて意味じゃないだろう。

　そんな物理的な「そば」を指して言っていたわけじゃないのはわかっている。

　ただ──彼かの女じよと話して、ようやく思えたのだ。

　静しず乃のを、このまま放っておきたくないと。

　彼かの女じよの抱かかえている家庭の問題や寂さびしさや不ふ眠みんを、放置だけはしたくないと。

　だからもう──完全ノープランだ。

　ノープランで静しず乃のと話をして、あとは流れに任せるしかない……！

　そして、数十分ほど待ったところで、

「……静しず乃の！」

　──彼かの女じよが正門から出てきた。

　相変わらずの青い顔、どこかふらふらした足取りで──。

　彼かの女じよはこちらに気付くと──さっと表情を固くする。

　そして、そのまま何も言わず──足早に、俺おれの前から去ろうとする。

「ちょっと待てよ！」

　慌あわてて彼かの女じよに追いすがった。

　逃にげられるのは予想済みだ、それでもどうしても話がしたい。

「……何？」

　警けい戒かい心もあらわなかすれ声で、彼かの女じよは尋たずねた。

「わたし、急いでるんだけど……何か用？」

「ちゃんと、話してほしいんだよ！」

　彼かの女じよの隣となりを歩きながら、俺おれは彼かの女じよに説得を始めた。

「なんで急に、添そい寝ねをやめるなんて言い出したのか……それを教えてほしいんだ！」

「ちょ、声大きい……！」

　──飛び出した『添そい寝ね』という単語に、静しず乃のが慌あわて出す。

　確かに、周りには俺おれたちのように下校中の生徒がたくさんいる。

　そんな中で安易に出してもいい単語ではなかったかもしれない。

　けれど、

「でも……ちゃんと知りたいんだよ！　急に静しず乃のがあんなことを言い出したわけを！　それで、納なつ得とくしたいんだよ……！」

　俺おれは諦あきらめない。

　彼かの女じよの目を見て、言葉を続ける。

「だから、ちゃんと話してくれよ！　静しず乃のが何考えてるのかを！」

「……何なの、こないだ話した通りだよ」

「本当にそれだけかよ!?」

「それだけだよ！　いいからもうほっといてよ！」

「ほっとけるかよ！」

「なんで！」

「お前が心配だからだよ！」

　──その言葉に。

　俺おれのセリフに──静しず乃のがはっと目を見開く。

　その場に足を止め、揺ゆれる目でこちらを見る。

　──すがるような、その色。

　ほんのわずかに期待の宿った、静しず乃のの瞳ひとみ。

　俺おれは──そんな彼かの女じよにたたみかける。

「俺おれは、静しず乃のに苦しんでほしくないし、辛つらい思いもしてほしくない。だから──せめて、大だい丈じよう夫ぶだって思いたいんだよ！　あんな風に終わりたくない！」

　──彼かの女じよの瞳ひとみが、もう一度大きく揺ゆらぐ。
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　何かを言いたそうに、唇くちびるが震ふるえる。

　けれど──それも一いつ瞬しゆんのことだ。

　静しず乃のはふいに何かに気付いたように、表情を険しくする。

　そして、

「……よく、そんなこと言えるね」

　低い声で、俺おれに突つきつけるように言った。

「よくもまあ、わたしにそんなこと……」

「……な、何だよ」

　思わず、その威い圧あつ感にあとずさってしまった。

　静しず乃のの目に浮うかんでいる、怒いかり、苛いら立だち──、

「よくもって、どういうことだよ……。なんで、心配だって言っちゃいけないんだよ……」

「……はぁ……しらを切るつもりなんだ」

　呆あきれたように、静しず乃のは息を吐はいた。

　そして、

「わたし、知ってるんだからね……」

「……何を？」

　彼かの女じよはきっとこちらを見上げると──。

　身体からだ中の感情すべてを俺おれにぶつけるように──、




「忍しのぶに!!　彼かの女じよが──」

「──あーいたいたー！」




　──搔かき消けされた。

　静しず乃の渾こん身しんのセリフが──誰だれかのクソでかい声に搔かき消けされた。

　さらに、

「ちょっともー忍しのぶー！　探したよー！　なんで学校、こんなわかりにくとこにあるのよー。あはははは！」

　振ふり返かえると──女性がいる。

　年ねん齢れいは二は十た歳ちほど。

　明るい色の髪かみに、クールな造りの顔。

　恵めぐまれたモデル体型をきれいめな服で包んだ、女の人──。

　──俺おれにとっては、見慣れた相手だった。

　何年も前から定期的に顔を合わせてきた、年上の女性──。

　……ていうかなんてタイミングで来るんだよ！

　こっち今どう見ても取とり込こみ中だろ！

　もうちょっと空気読んで出直してきてくれよ！

　そしてなぜか、

「……あ、ああああ……」

　静しず乃のが──幽ゆう霊れいでも見たような顔で、女性を見ている。

　さらに、今にも泣き出しそうに表情を歪ゆがめると、女性の方を指差し、




「──忍しのぶの……彼かの女じよ！」




「……は？」

　──素すっ頓とん狂きような声を出してしまった。

「は……？　彼かの女じよ……？　え……？」

　意味がわからない。

　この人が、彼かの女じよ……？

　彼かの女じよっていうのは多分……『あの子』的な意味での『彼かの女じよ』ではなく……『恋こい人びと』『付き合っている人』って意味の方の、『彼かの女じよ』だよな……？

　……。

　……。

　……この人が!?

　いやでもなんでだ!?　なんでそういう認にん識しきになったんだ!?

　そもそも、静しず乃のはこの人と一度も会ったことがないはず……。

　なのに、どうして……。

　ちらりと様子を窺うかがうと、女性は「お、面おも白しろいことになってきたか？」みたいな顔で成り行きを見守っている。

　いやあんた！　加勢してくれよ！

　誤解を解く手伝いをしてくれよなんで楽しんでるんだよ！

「……し、しらばっくれてもダメなんだから！」

　今にも泣き出しそうな顔で、静しず乃のは糾きゆう弾だんを始める。

「わたし、ちゃんと見たんだよ！　忍しのぶが、その人とデートしてるの……。しかも！　そのあとスーパーで買い物して……お泊とまりまで、してたの……」

「……は!?　いやいや、ちょっと待て！」

　デート!?

　お泊とまり!?

　いや、何言ってるんだよこいつは！

「そういうのじゃねえよあれは！　ていうか、なんでこないだのこと知って──」

「──言い訳しないでよ！　わたしもうわかってるんだから！　変に情けなんてかけないで、その人のこと大事にすればいいじゃない！」

「だから大事も何も、そうじゃないんだって！」

「なんで噓うそつくの！」

「噓うそじゃない！　だって、この人は──」

「──あれ……姉貴？」

　──聞き慣れた声が、学校の方からした。

　見れば──亮りよう祐すけが。

　そこの女性──小こ峰みね華はなさんの弟であるところの小こ峰みね亮りよう祐すけが、困こん惑わく気味の顔でそこに立っている。

「え……何してんの、姉貴……」

　そこでようやく、小こ峰みね姉が口を開く。

「いやー、実は最近、ちょこちょこ忍しのぶとやりとりしててさ。今日も、ちょっと話があってここまで来たんだよ！」

「……」

「……」

「……」

　場に変な沈ちん黙もくが下りる。

　誰だれもがお互たがいの顔を見合って、何も言い出さない。

　その静けさを破ったのは、

「……あのー」

　──真っ青な顔をした、静しず乃のだった。

「わたし……もしかして……」

　彼かの女じよは引きつり笑いを浮うかべると、俺おれたちを見回してこう尋たずねた──。

「すごい勘かん違ちがいしてる……？」







「……ほうほう、つまり……」

　その後、四人でやってきたファミレスで。

「姉貴が俺おれの高校生活を気にして……こっそり様子を窺うかがいに来ていたのが、すべての元げん凶きようだったと……」

　亮りよう祐すけは──珍めずらしく怒いかり心頭の様子だった。

　注文したコーヒーにも手をつけないまま、彼かれは向かいの席の姉を──華はなさんをじっと見み据すえている。

　けれど、華はなさんは一向に悪びれる気配もなく、

「えー、だって仕方がないでしょ！」

　歌うような声でそう言って、おいしそうにダージリンを一口飲んだ。

「忍しのぶが、最近亮りよう祐すけに仲いい女子ができたっぽい、とか言うんだもん！　そりゃ、わたしも見に行きたくなるよ？」

「……仲いい女子？」

　亮りよう祐すけの目がじろりとこちらを向いた。

　それに俺おれはすくみ上がりつつ、

「いや！　俺おれはそこまで言ってないよ！」

　なんて申し開きを開始する。

「けどほら、なんか、六ろく曜ようさんと色々やりとりしてるみたいだから、そのことをちょっと言っただけで……」

「……なんだよーそれ」

　気の抜ぬけた様子で、亮りよう祐すけはぐはあと息を吐はいた。

「あの子とは……全然そういう感じの関係じゃないよ。ほんとにただ、大おお滝たきと森もりさんのことをちょこちょこ話してるだけで……」

「……てことは」

　と、それまで席で縮こまっていた静しず乃のが、恐おそる恐おそる声を上げた。

「この間、忍しのぶは華はなさんと、亮りよう祐すけくんの話をするために大通り公園で待ち合わせた……。カフェで話して、亮りよう祐すけくんの家を見に行って……そのお礼に、カレーを作った……ってことで、ＯＫ？」

「ああ、そういうことだよ」

　深くうなずくと、俺おれは小さくため息をつき、

「俺おれはただ、華はなさんのブラコンに付き合わされただけだ……」

「……じゃあ、夜は？　添そい寝ねできないって話だったし、泊とまったんじゃないの？」

「ああ、泊とまったよ……」

　うなずいてから、俺おれは苦い記き憶おくを思い出してどはーと息を吐はき出だす。

「ていうか、華はなさん、一いつ緒しよに晩ご飯食べると、だいたいお酒飲みまくって酔よい潰つぶれて帰れなくなるんだよ……。こっち越こしてきた直後に、俺おれんちで三人でお祝いしたときもそうだったんだけど……。だから、どうせあの日も泊とまるんだろうなって。実際、あのあと酔よい潰つぶれてベッド占せん拠きよされたから、俺おれバスタブの中で一晩過ごしたし……」

「そうそう、そういうこと！」

　華はなさんが、申し訳なさそうに眉まゆを寄せ静しず乃のに手を合わせてみせる。

「ごめんね静しず乃のちゃん、心配させて……。でも、別にわたし、忍しのぶを取ったりはしないから！」

「と、取るとか別に、そういうのを心配したわけじゃないです！」

　酷ひどく慌あわてふためく静しず乃の。

　けれど、華はなさんは遠えん慮りよなしで、

「いやいやー何を今さら隠かくすのさ！　意地張ってないで素す直なおになっちゃいなよ！」

「意地なんて張ってません！」

「でも、忍しのぶって結構いい男でしょ？　だから、わたしがいて心配になったんじゃないの？」

「心配になったのは、事実ですけど……いい男とか、そういうことじゃなくて……」

　そこまで言うと、彼かの女じよはこちらをちらりと見る。

　そして、気まずそうに唇くちびるを嚙かみ、もごもごと口ごもってから──、

「……ごめん」

　消え入りそうな声で──俺おれにそう言った。

「勘かん違ちがいして、色々言って、ごめん……」

　ずいぶんと、しおらしい態度だった。

　今日までの頑かたくなさが噓うそだったような、しゅんとした表情。

　それがさすがに、ちょっと見ていられなくて、

「……まあ気にするな」

　そう言って、俺おれは彼かの女じよに笑いかけた。

「誤解が解けたなら良かったよ。このままじゃ嫌いやだなって思ってただけだから、俺おれはそれだけで十分だよ」

「……でも、迷めい惑わくかけたよね？　嫌いやな思いも、させたよね……？」

「まあ、色々あったけど、おかげで見つかったものもあるから。そんなに気に病やまないでくれ」

「そっか……」

　こくこくとうなずく静しず乃の。

　そして──、

「……ありがとう」

　そこでようやく──彼かの女じよの顔に笑えみが浮うかぶ。

「ありがとう、そんな風に言ってくれて……」

　……考えてみれば、この顔を見るのも久しぶりのことだ。

　それがうれしくて、なんだかこちらもちょっと笑い出してしまった。

「……ということで！」

　そんな声を上げて、亮りよう祐すけが席から立ち上がった。

「姉貴、俺おれたちは行こう」

「え？　なんでー？　せっかく静しず乃のちゃんと知り合いになったんだから、もうちょっとお話したいよ！」

「いや、そこはさすがに空気読めよ……二人で話もあるだろうし」

「……まあ、それもそうか」

　珍めずらしく、神しん妙みようにそう言ってうなずく華はなさん。

　けれど彼かの女じよは、ふいに閃ひらめいた表情になると、

「あ、じゃあさ！　代わりに亮りよう祐すけが、あの話教えてよ！　ほら、何だっけ、六ろく曜ようさんって女の子との話！」

「……はいはい、わかったからさっさと行くぞ」

「わーい、楽しみー」

　諦あきらめ顔の亮りよう祐すけの向かいで、子供みたいにそう言って華はなさんは席を立つ。

　けれど、くるりとこちらを振ふり返かえると、

「……ほんとに色々とごめんねー。静しず乃のちゃん、また近いうちに色々お話しようねー。わたし、中学時代の忍しのぶの秘密とか、色々知ってるからさ！」

「あ、は、はい！　是ぜ非ひお願いします！」

「いやそこ！　勝手に俺おれの情報横流ししようとするなよ！」

「それじゃまた！」

　それだけ言うと──華はなさんは伝票を手に取り、亮りよう祐すけと共に店を出ていった。

　……なんか、嵐あらしみたいに現れて、嵐あらしみたいに去っていったな、あの人……。

「す、すごいお姉さんだったね……」

　静しず乃のも未いまだにちょっとぽかんとした様子で、そうこぼした。

「小こ峰みねくんがあんなにクールなのに、お姉さんはあんな感じなんだ……」

「うん、あれでもちょっと落ち着いた方なんだよ。高校のときとか、もっと酷ひどくて……」

「……でも、なんか嫌いやな感じじゃなかったかも。面おも白しろいお姉さんというか、なんというか……」

「そっか。静しず乃のが嫌いやじゃなければ、よかったよ」

　苦手な人は、ああいうタイプとことん苦手だろうからな……。

　静しず乃のが嫌いやな思いをしなかったなら、良かったと思う。

「……さて」

　と、そこで俺おれは話を切きり替かえる。

　せっかく、静しず乃のと二人きりになれたんだ──。

「──話せずにいたこと、色々話そう」

「……うん」

　緊きん張ちよう気味にうなずく静しず乃の。

　そして俺おれは彼かの女じよに──まずは自分の気持ちを伝える。

「お願いが、あるんだけど──」




「──これからも、俺おれと添そい寝ねしてほしいんだ」





♡






　──それから。

　わたしたちは揃そろって店を出て、忍しのぶの家に向かった。

　途と中ちゆう、スーパーで買い物してご飯を作って二人で食べ、交代でお風ふ呂ろに入った。

　──そういうことが。

　ちょっと前まで普ふ通つうに思っていたそれらのことが、今のわたしにはとても懐なつかしい。

　多分、色んな問題はまだまだ解決していない。

　わたしは一人で眠ねむれないし、約束のすれ違ちがいだって解決していない。

　けれど──。




「……ありがとうね」

　灯あかりの消えた、忍しのぶの部屋。

　彼かれの隣となりに横になって──わたしは彼かれに改めてそう言う。

「勘かん違ちがいして、冷たくあしらったのに……わたしのこと……心配してくれて、ありがとう……」

　忍しのぶが、わたしを許してくれた──。

　これからも、わたしたちは隣となりで眠ねむることができる──。

　それがあるだけで、きっと大だい丈じよう夫ぶだと思う。

　きっと、わたしたちは、これからも大だい丈じよう夫ぶだ。

「……いいんだよ、気にすんな」

　忍しのぶの低い声が、すぐ隣となりで響ひびいた。

「その……俺おれも、こうしてもらえないと結構困るしな。眠ねむれなくて、ここのところほんときつかったし」

「そっか、なら、よかった……」

「だからその……」

　と、忍しのぶはそこで、ちょっと口ごもり、

「これからも……助け合っていこう。色々問題はあるけど……俺おれたちで、こうして、お互たがい助け合って……」

「……うん、そうだね」

　──この世で。

　きっとこの世で、わたしが一番落ち着くのは、安心できるのはここなんだ。

　はっきりと、そう感じる。

　悔くやしいけれど、身体からだがそのことを理解している。

　だから──わたしは。

　今日は、今日だけは、どうしてももっと安心が欲ほしくて──、

「……し、静しず乃の!?」

　忍しのぶの身体からだに、ぎゅっと両手を回した。

　──身体からだ中で感じる、彼かれの体温。

　ごつごつした手て触ざわりと、懐なつかしい匂におい──。

　全身で忍しのぶの存在を確かめながら、わたしはもう一度、腕うでに強く力を込こめる。

「……ちょ、ちょっと、あの……！」

　忍しのぶが、あからさまに慌あわてた声を出した。

「こ、これはルール違い反はんじゃないか……!?　こ、こんな……抱だきつくのは……！」

　……確かに、そうかもしれない。

『ルールその３．過度な接せつ触しよくに注意！　男女である緊きん張ちよう感を忘れないこと』

　それを、思いっきり破っている。

　けど、

「今日だけは……ルール、なしにして……」

　──認める。

　わたしは、もっと忍しのぶとくっつきたい。

　もっと近くで、安心したい。

　わがままは、あんまり言いたくないけれど……今はそんなわたしを、許してほしい。

「……わ、わかった……」

　まだどこかこわばった声で、忍しのぶは言う。

「じゃあ、今夜だけな……」

「うん、ありがとう……」

　うなずいて、忍しのぶの胸に顔を埋うずめると──眠ねむ気けがどんと、頭にのしかかってきた。

　もう、十日ぶりくらいになるのだろうか？

　強きよう烈れつで、けれどどこか穏おだやかな、その欲求……。

　目を閉じると、意識があっという間に眠ねむりに落ちていく。

　その幸福に、わたしは思わず頰ほおを緩ゆるめてしまいながら──、

「おやすみ……忍しのぶ」

　そして忍しのぶも、わたしの背中に手を回し。

　穏おだやかな声で、こう言った──。




「ああ……おやすみ、静しず乃の──」
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「ん、んん……」

「……んー……」

　──久しぶりの、添そい寝ねの翌朝。

　布ふ団とんの中で目を覚まし、小さく声を上げると──隣となりの静しず乃のも、寝ねぼけたような声を出す。

　どうやら……俺おれたち、珍めずらしく同時に目が覚めたみたいだ。

　ベランダの外では鳥がチチチと鳴いていて、ベッドのスプリングは実家のものよりちょっとぎこちなくて……ああ、この感じも久しぶりだな、と思う。

　ゆっくりを目を開けると──ちょうど正面に、静しず乃のの顔がある。

　閉じていたまぶたが開き、瞳ひとみがまっすぐこちらを見ている。

　吸すい込こまれそうな深みをたたえた、星々の煌きらめく瞳ひとみ──。

　思わずそこに、見とれていると、

「おはよう、忍しのぶ……」

　静しず乃のはすっと目を細め、幸せそうにそう言った。

「おう、おはよう、静しず乃の……」

　ちょっとどぎまぎしながら、俺おれもそう返す。

　添そい寝ねはずいぶん繰くり返かえしてきたけれど、少しずつ慣れてきたような気でもいたけれど──この距きよ離り感はさすがに緊きん張ちようしてしまう。

　ただ──そんな風に緊きん張ちようしたせいか。徐じよ々じよに目が覚めはじめた俺おれは──、

「……ッ！」

　──あることに気付く。

　静しず乃のがまだ──昨日の体勢なままのことに。

　つまり、俺おれにぎゅっと抱だきついていることに──。

「……あっ！　ご、ごめん！」

　遅おくれて静しず乃のも気付いたらしい、彼かの女じよは慌あわてて腕うでを放した。

「あ、あはは……ずっと、こうしてたみたいだね……ごめん……」

「お、おう！　気にするな！　俺おれも、一応昨日は許したわけだし……」

　──妙みように気き恥はずかしかった。

　真っ暗な部屋の中ならまだしも、こうしてさんさんと日の降り注ぐ中、布ふ団とんに入ってくっついているのはめちゃくちゃ照れてしまう……。

　それに──俺おれの身体からだには、静しず乃のの温かさ、丸っこさの感覚が残っていた。

　それだけじゃない。彼かの女じよの髪かみの香かおりも、背中に回された手に込こめられた力も、あとまあ……お腹なかの辺りに感じた……何かしらの……柔やわらかさも……。

　もう、こうなると……頭が茹ゆだって思考が回らない……。

　彼かの女じよにどんな言葉をかければいいかわからない……。

　静しず乃のもふらふら視線をさまよわせると、酷ひどく恥はずかしげに口元をもごもごさせている。

　そして、この変な空気をごまかすように、

「……ど、どうだった!?　忍しのぶ……ちゃんと眠ねむれた!?」

「……あ、そ、そうだな！」

　俺おれも、変なテンションで返事してしまった。

「おかげで、ぐっすりだったよ！　ありがとう！　大分スッキリした！」

「そ、そう……ならよかった」

「し、静しず乃のはどうだった……!?」

「う、うん、わたしもぐっすり！　久しぶりだよ、こんなにちゃんと眠ねむれたの！」

　壊こわれたおもちゃみたいに、こくこくとうなずいてみせる静しず乃の。

　──けれど。ふいに、彼かの女じよは軽く目をこすると、小さくあくびをし、

「……でも、まだちょっと眠ねむいかも……」

　むにゃむにゃした口調で、そんなことを言う。

「すごく、頭、ぼーっとする……」

「ああ、そうなのか……。まあ、眠ねむれてない期間が、長かったからなあ……」

　途と中ちゆう、実家で寝ねることができた俺おれと違ちがって、静しず乃のはここまでの一週間ほど、本当に眠ねむれずにいたんだろう。

　であれば、たった一晩でその睡すい眠みん不足が解消するわけがないし、眠ねむくて当然だ。

　そんなことを考える間にも、布ふ団とんの上でもぞもぞと動く静しず乃の。

　そして彼かの女じよは、ちょっと迷うように視線をさまよわせてから──上うわ目め遣づかいで俺おれを見ると、

「……あのさ、忍しのぶ？」

　探さぐるように、小さく首をかしげる。

「ん？」

「今日、普ふ通つうに平日だし、学校あるけどさ……」

「うん」

「本当は、もうそろそろ起きなきゃいけない時間だけど……」

　そして彼かの女じよは。

　その顔に、ちょっといたずらな笑えみを浮うかべて、俺おれにこう言った──、
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あとがき




　はじめまして。

　寝ねるときはうつ伏ぶせ派、田た中なかです。

　この度たびは、構想十五年、執しつ筆ぴつ期間同じく十五年の本作、『ねえ、もっかい寝ねよ？』をお手にとっていただきましてありがとうございます。

　いや、マジなんですよ。

　マジで構想十五年、執しつ筆ぴつ期間十五年なんですよ。

　その全てのはじまりは……まだゼロ年代前半の頃ころ。

　若かりし日の田た中なかがたまたまとある大学のそばを歩いていて、『添そい寝ねサークル』のポスターを見つけたことでした。

　なんだこれ？　と読んでみたところ、どうもメンバーが依い頼らいを受けて、学生の家にただただ添そい寝ねをしに行くという、アバンギャルドな活動をしているサークルのようでした。

　今となっては、信じられない話ですね。

　なんか、学校に怒おこられたり炎えん上じようしたりして、すぐに活動停止しそう。

　実際、当時も現実的にはそんなに活動してなかったのかもしれません。

　ただ、それを見たヤング田た中なかは、激しく衝しよう撃げきを受けました。

　そうだ───これだ、と。

　あからさまなエロや、切なさに胸焦こがす恋れん愛あいでなく──添そい寝ね。

　現代社会には、その安心感や幸福感が、必要なのだと──。

　その日以来、田た中なか青年は添そい寝ねを題材にした物語を作ろうと、ほとんど人生初めての作品執しつ筆ぴつをはじめました。

　そのとき受けた衝しよう撃げきと得た気づきを、物語の形にしたいと強く思ったのです。当時胸に滾たぎった熱い気持ちは、今でもはっきりと思い出すことができます。

　で、三日後くらいに飽あきてやめました。

　まあ、才能がなかったんですね。

　初めてだったしね。全然うまく書けなかったんよね。

　そして──寝ねかすこと十四年と三百六十日くらい。

　ひょんなことから今回執しつ筆ぴつのお話をいただき、敏びん腕わん編集田た端ばた氏の教導を経て形になったのが今回の『ねえ、もっかい寝ねよ？』です。

　人生、何が起きるかわからないものですね。

　みんなも、いつ自分の経験がラノベ執しつ筆ぴつに繫つながるかわからないぞ！

　そう言えばみなさん、けんたうろすさんの表紙イラスト見ました？

　ここ見てて表紙見てないとかいうアクロバティックな読み方する人もあんまいないと思いますけど。

　本当にすばらしいんですよね……。

　けんたうろすさんありがとうございました！　マジでキャラもイラストも完かん璧ぺきに期待通り。

　むしろ、花音かのんに至ってはイメージを超こえてくださっていました。

　僕ぼくは幸せ者です……。

　あと、担当田た端ばた氏にも謝辞を書こうかと思ったんですけど、さっき「すんません！　小こ峰みね姉の紹しよう介かいページ入れたいんで、あとがき１ページ削けずってください（笑）」みたいな連れん絡らくが来たので、絶対にお礼なんて言わないんだから！

　……でも、ありがと（小声）（古典ツンデレ）。

　ということで『ねえ、もっかい寝ねよ？』でした。二巻とか出せるといいなー！

　まだまだ頭の中には書きたい添そい寝ねシチュエーションがいっぱいあるぞ！

　それじゃあバイバイ田た中なか環かん状じよう線せんでした。

　左ページ、田た端ばた氏のぶっこんだ小こ峰みね華はなさん紹しよう介かいも、是ぜ非ひお楽しみください。





田た中なか　環かん状じよう線せん
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